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複雑・単調な計算業務から解放されて、より

創造的な仕事をしたい、あるしヰま現在要員の

ままで、より多くの設計を手がけたいなど、お

考えの方々に是非ご検討しミただきたいのが、

建築技術計算用デスクサイドコンビュータ

DEMOS- E。

【主な対象業務]

構造系 ・建設省認定・確認申請用構造計算書作成

・骨組応力解析 、平面板応力解析

・骨組振動解析

・汎用構造解析

・構造設計図作成

・RC造耐震診断など

計画系・確認申請用日 影図作成

・日 照計算 ・作図など

設備系・空調設備設計

・空調設備消費エネルギー計算など

積算系・ RC. SRC造く体数量計算など

- 資料請求 ・お問い合わせは・ー貧社名 ・所在地 ・電話番号 ・お名前を

や裂い ご記入のうえ、左請求券を貼り下記住所へどうぞ。

-{t _  $，s- > 議 ¥ 干 530 大 阪市 北区 中之島 6- 2- 27 中之島セ ンターピル

浅いキ￥ 近 畿電 気通 信 局 デ ー タ 通 信 料11 営 業 担当 官 (仰 46ー 7081

、売詩 ¥ 

主

DEMOS- Eは、構造計算、日照計算、空調

設計、く体数量計算等あらゆる建築業務に

低コストでご利用いただけ、かつ操作も簡

単 また、プログラムの購入や保守料も不要

など、まさに l 台百人力の働きをお約束 し

ます。

[ 処理料金の一例]

・構造計算C3F 、5スパンX 3スパン) ….".. . 約 9，800円

・日照計算( 建物数5"-'6棟 ) ....・ a・-… 約10，000円

・く体数量計算C7F 、4スパンX 3スパン) 約18，000円

v 電電公社



4 近畿放送会館新築工事の見学会

( K  B  5 京都放送会館)

京都の民放局である近畿放送が創立30周年記念事業として新社屋

の建設を進めている新しい放送会館は‘ 京都 ・烏丸通りの京都御所、

蛤御門の前の京都の中心部では美観地区、工作物規制区域としては

一番きびしい場所に在り、交通規制・建築工程上の苦労などを重ね

ながらも、地方文化の発展に寄与する目的をもって、地元民のため

の、関かれた放送局。を目ぎして建設中です。

すでに建物はほとんど完成し、ベージュ色のスマートなタイル張

りの外装に加えて、烏丸通恨I j に面したミラーガラスが京の冬空と御

所の緑を鮮やかに映し出し、建物の東側の 3 階建ての f K B S ホー

j レ」の正面には世界最大といわれる巾 24m、高き 10mのステンドグ

ラス「天地創造J( 徳力彦之助氏作) が据えつけられ目をみはらせる

ものがあり、放送局のホールにふさわしいテレビやラジオの公開録

画がスムーズに収録できる新しい設備 ・機能を備え、コンサート、

パーティ、ショーや映画、演劇などに使用できるホールとなります。

また、奥の 5 階建の高層部には、大 巾にアップされた放送局の機能

がワイドに拡充された数ヶ所のテレビスタジオ、 「ふれあいのスタ

ジオ J と呼ばれる市民参加機能を大きくしたラジオのオープンスタ

ジオの充実など、最新の放送システムが採られ、来る 4 月 1 日に電

波の切り替えが行われます。 またホールの方はステンドグラスの一

般公開を兼ね 3 月21日にオープンされます。

今回はオープン前のご多忙の中を近畿放送、三菱地所のご厚意と

清水建設のご協力により特別に見学できる機会を得ました。

多数ご参加をお待ちします。

日 時 3 月 10 日( 火) 集合14: 00→解散16 :  30 

集合場所 近畿放送会館 ・正面入口付近( 鳥丸通り傾IJ)

〔参考〕 集合所までの交通費は各自ご負担願います。

大阪より→阪急電l j I ・京都、河原町行特急来事( 毎時 O分より 15分間隔て瞬発卓) →

「烏丸J 駅にて下車ー ・大阪寄りの改札から地上に出て北行( 烏丸通り)

のパス( 頻繁に出ています) にて「烏丸下長者町j 停留所にて下車→も

う少し進行方向を北へ向かった左側( 向かいに京都御所の蛤御門があり)

・所要約 1 時! 日] 10分 運 賃 片 道 ・ 電 車 250円/ パス 130同

定 員 30名

参加会費 会 員 500円

( 当日受付で徴収)

会員外 700円

申 込 往復はがき 1 名に 1 枚限りとし 、氏名・勤務先名 ・役 職

( 所属部) ・連絡電話番号 ・返信用宛名 ・郵便番号を記

入し、 3 月 3 日( 火) まて酬に建築協会事業譲へ。

はがきには必ず「近畿放送会館見学J と会員 ・会員外

の区別を明記願います。

定員を超過した場合は会員優先にて抽せんの上お知らせ

いたします。

〔建築概要〕

所 在 地 京 都 市 上 京 区 烏 丸 通 一 条 下 ル 竜 前 町6∞- 1

建 築 主 株 式 会 社 近 畿 放 送

設計監理三菱地所株式会社ー級建築士 Ｇｉｾ 務所

施 工i l ' 1水建設株式会社

敷地面積 4，057.  11m'  

建築面積 2，540 .84m'  

延床面積 9，837. 70m'  

t構造規模 鉄筋コンクリート造( 一部鉄骨鉄筋コンクリート造)

地下 l 階、地上 5 階、 Z苔昆 l 階

高 さ 軒 高 19. 55m 最高 23. 45m

基 礎 深 礎 、 直 接 基 礎

用 途 ホ ー ル ( 客 席 800席)

歓送スタジ才、事務所

駐車台数 38台

工 期 昭 和54年 12月→昭和56年 3 月

日本建築協会会告 一一一一

4 ニ川幸夫・世界の現代建築を語る( 再掲)

「日本の民家J ( 毎日出版文化賞受賞) 、 G A シリーズ、 G 1 シ リ

ーズなどてせ界的に活躍されている建築写真家 ・二川幸夫氏を お招

きし、お話をお聴きすることになりました。

日 時 3 月 13 日 幽 開 場 17 :  30 開会 17: 50→閉会 20 : 30 

会 場 薬業年金会館. 4 階 ・402号室

( 大阪市南区谷町 6 丁目 36 ・T E  L  06- 768- 4451)  

ただし、大阪地下鉄谷町線「谷町 6 丁目 J 駅下車→ホ ムより天王寺寄

りの改札口を出て、右側の階段を池上に出てすぐの建物。

講 師 二 川 幸 夫 氏

( 建築写真家、 A D A ・エディ夕、トーキョー主宰)

定 員 60名

参加会員 会 員 1，000円

( 当日徴収)

会員外 1，300円

申 込 ハガキに 1 名に l 枚限りとし、氏名 ・年 令 ・勤務先名 ・

連絡電話番号と「二川幸夫氏の講演会」と明記の上 3 月

5 日同までに建築協会事業課( 大阪市東区北浜 3 - 37) へ。

・定只超過の場合は会貝優先で拍せんしますので、必ずハガキに会貝、会

只外の区} j rl をこ' 記入願います. 市山由一《

お知 らせ l酬H川川川川"川州11川川11川 11川川11州州川川11川川11川11川川川川川" ' 川川11川川11川H川川川" '

日 本 庭 園 文 化 協 会 シ ン ポ ジ ウ ム 企 画 ( 第 1 回)

ホ建築と庭の融合の源流を探る砂

一一ー小堀遠州とその周辺一 一

場 所 京 都 ・京都会館会議場

京都市左京区岡崎最勝寺町 T  E  L  075ー 771- 6051

日v 時 昭 和56年 3 月 15 日( 日) 午後 1 :  30- 8  :  00 

内 容

司 会 川崎 清

( 大阪大学教授)

1 . スライド「小堀遠州の作庭J 村岡 正

( 庭問文化研究所)

2. 講 演 「 庭 園 建 築 家、小堀遠州の足跡J 森 慈

( 庭聞文化研究所所長)

3 . 講 演「桂離宮における創造の自由」 伊藤ていじ

( 工学院大学学長)

4 . スライド「桂離宮一昭和の修復J 佐藤 理

( 宮内庁京都事務所総理府技官)

定 員 300名

会 費 一 般 4，000円 学生 3，000円

申込先 日本庭園文化協会事務局

京都市中京区蛸薬師通堺町西入雁金町373番地 075- 255- 0212 

主 催 日本庭園文化協会

建築と社会/ 1981年 2 月号 1  



塚 本 猛 次 氏 叙 勲 祝 賀 会 よ ろ ず 相 談 住 宅 展 盛 会

さる 1 月20 日、大阪グランドホテルにて、 さる 1 月29 日より 2 JJ 3 円まで高山屋 n 野

標 記1' 5tn会 が 、 約 150 i'， の参会者でも って担担 保し場で行われた「よろず利 IJ 定住定展」は雌

大 に 聞 か れ た 。 会 復 に 終 わ っ た 。 これは↑ II.仔IJ ど お り 、 日 本 位

塚本 ｾｉ［ 次氏は、日本建築協会会長をはじめ、 築協会主催で、イ正阪の主要斤 1' t 庖で開催して

大ｼ仮処築 Ｑ Ｚ ・ｪ｜Ｎ務所協会会長、日本建築行 ｊ ｾ 務 き た も の で 、 今 回 は そ の 17回目に当たる。

大 阪 の グ ロ ピ ウ ス 展

大 阪 府 立 現 代 美 術 セ ン タ ー でImfli' さ れ た グ

ロビウス泌は、 1 月24 目、悦会裡に終わった 。

1 月 6 日午前 1011キの開会式では、大阪 ・神戸

ドイツ述 FI¥Jl< ｦ 日同総領 Ｇｊ 手宣伝総領 Ｇｊｾ クルト ・ ア

ン ド レ ア エ 、 大 阪 府 立 現 代 美 術 セ ン タ ー 館 長

所協会会長、その他いろいろな名誉峨を ｾｒｈＺ 後緩は大阪府、大阪市、，-，本 li ミ宅公問、 lio 向締・; 人グロヒウス展大阪実行委H 会の足¥J :

され、 i毛〈処築界につくされた J M11により、

さる ＵＵ 年 ＱＱ 月に勲三等 ｦ 品 ｬｩ Ｑｩｾを受章された

定金般公J o j < 、例日新Il[ J社 今凶のテーマは、 ヂ: 大阪大'γ: 教 佼 が テ ー プ カ γ 卜した 会場に

「省エネとこれからの住まい」として閥的! し、 は、ノ〈ウノ、ウス ・ア ル ヒ ー ヴ の 1111J 作による 212

それを記念して日本建築協会、大阪，建築上 Ｇｊｾ

務所協会のそれぞれの副会長( 足立孝、悩回朝

生、絵村雄二、佐野正一、小寺守、谷口尚武、久

田良行の作氏) が発起人となってお付t. 、の会

カ汁非j ヵ、t L たもグ3てゆある 。

ｾｊｽＭ 門家による無料住宅中 ｮ ，淡を行った。よろず 枚 の な ft: ヵ、1民心され、ク。ロビウスを知l らない

相談は日本，也事長協会住吉委u、 官 公 庁 職n、 [U: 代とパわれる y，:. 、人々が熱心に見入 ってい

建 築 秘 算 協 会 、 宅 地 建 物 取 引 業 協 会 、 司 法δ た 入場 -r，. 数は 3315i' ，

会場には米賓として、伴大阪府知・J';. 、大仏

大 阪 市 長 、 小 河 大 阪 府 建 築 仕 会 会 長 が お 祝 い

の こ と ば を の べ 、 記 念 品 附 呈 の あ と 、 塚 本 氏

よりあいさつをうけた 。 つ づいて、竹般世J ! i u :

先生の計日貞で乾

杯、 ｦｬ ｴＧｾ与に移っ

て 、 な ご J やかに

妥 を 終 え た 。

あいさつする塚本氏

ｲｻｾ叙勲祝賀

上会、税理上会、テレビ' 支・似向上委員会、防

犯 ア ド バ イ ザ ー ら の 専 門 家 が 当 た っ た 。相 談

件 数 797件 で 、 出 展 者 の 展 示 コ ー ナ ー と と も

に、終日 l仮わった 。 ま た ス ラ イ ド 「 マ イ ホ ー

ム 見 て あ る 記JI 住 宅 の 庭 」 も 上 映 し 、 チ ャ リ

ティも 10万 円 余 り 集 ま っ た

建築技術選書22 企画: 日本建築協会 最 新 刊 /

建築と設 の接点 2

チェックポイントと要点の解説

宮 脇 毅 ・ 久 保冨士 治 共 著 (大林組設備部)

準 備 工 事 地 下 躯 体 工 事 竣 工 前 の 調 整

各階コンクリート工事仕上工事

建築技術選書 11 企画: 日本建築協会 好評発売中/

建築と設 の接点 1

盲点と解決浩

日建設計監理部「接点、」研究会 著

工 事 区 分 居 室 特 殊 用 途 室 屋 上 ・ 屋 外

電気室 シャフト ・ガラリ・躯体貫通

1 月 14 H には、こi . L とIjH干して「グロビウ

スは Ｇｉｾ きているか ｊ と犯して、ｬ￈ ￙ｾ ゲＺ ( 大|坂

大学) 、 rt. i J(，( じ以1¥ ( 武/ 11<川女子大' 下) 、太凹 I! 引パ

( 土反 tt 往築研究所) 、; 凸c1: ，) 久維( 問、工悶| 努美術

館 ) の 作 氏 に よ る ハ ネ ル デ ィ ス カ ソションら 、

大阪ドイツ文化センターでら行われた

建 築 と 設 備 の 取 り 合 い 部 分 に 発 生 す

る諸問題は複雑多岐にわたっており，

解 決 に は 設 計 ・施 工 の 両 面 か ら 対 処

しなければならない Ｎ 本ｾは，施工

段 階 や 竣 工 後 に 直 面 す る 問 題 を 工 程

" 仮に各部位ごとに取りあげ，図解を

主としてその留意点をあげ，視覚' に

訴えたチェックポイン卜集である.

A 5判・ 160頁 ・ 定 価 1200円

建 築 技 術 の 多 種 多 様 化 と 専 門 分 化 に

と も な い ， そ れ ぞ れ の 専 門 家 聞 に 生

じ る 接 点 領 域 に つ い て ， 建 築 と 設 備

の 一 流 の 技 術 障 が ， 豊 富 な 経 験 を も

とに提案する ， その盲点と解決法.

計 画 ・設 計 の 段 階 か ら 施 工 ・メンテ

ナ ン ス に 至 る ま で ， そ の あ り 方 を 微

に入り細にわたって明快に説く.

A 5判・ 160頁 ・ 定 価 1000円

京都市下京区木津屋橋通西洞院東入 6 学芸出版社 T E L 肝 343- 0811 <目録進呈〉

建築技術選書は日本建築協会事務局( 官106- 231- 9648) にお求めにニられた方には￥ 100割引にて頒布しております。
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通巻7腕 2

表紙デザイン。織田一夫 (造型作家)

特集予告

・3 月号 / ポートピア '81

.4月号/ 台所まわりの計画と 設備

・5 月号/ シーリ ンヴ材の知讃

・6 月号 / 災害と法一安全な環境をめざして

・7 月号 / 都市住宅一生活綴式と住まい方 11&称)

マ

編集委員会

編集委員長

τそ給 泰 司

編 集 理 事

手k 回 ? 尚

弁土 決

今西祥 ｾｉｓ

篠田 祐

小林 清

竹 中 鎌一

武 田 恭 一

前里] ' 慶太郎

松 村 康三

松 本 亮二

三輪 泰 司

illt辺 怠

編 集 委 員

(特集小委員会)

0 酒井 貞

・計画分科会

小 川 殺 失

加l磁 力

河 自 治 吉

坂 谷 寿 翁

問 中 直 人

干 築 特 司

帯 ｾ ｡ｾ 穎

中潮i 勲

中 町 博 良

村 上 元 康

森ｾ
山 本 持 椴

吉 岡 忠 純

. tllii 章分科会

? 可村 日町

小 島 達 男

佐 綴 哲 夫

J}X 寿二

棚 楠 秀 光

健

二

和

袷

徳

広

弘

夫

彦

会

三

男

)

寛

一

悌

一

夫

剣

盟

夫

之

失

彦

失

失

則

介

一

治

ニ

祐

志

剣

一

目

二

樹

重

昭

正

一

毅

郎

肝

弘

正

川

川

治

道

普

康

一

元

科

一

繁

齢

俊

縛

恋

掛

一

哲

弘

昭

民

和

律

克

常

利

恭

売

機

，

輯

洋

為

其

信

尚

符

弘

司

W

分

委

小

柳

田

山

M

川

問

団

浦

上

令

岐

回

附

戸

積

崎

北

棒

鋼

帥

岡

田

本

田

橋

持
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スケッチフ ック

新建材紹介コーナ - 56

読者の頁

建築と社会ニュース

回 北 京 の 都 市 計 画 に

国 中 国 古 典 建 築 凹 曲 面

施工材料の頁77

設備の頁78

特集・中国の論文/ 北京の都市計画

SPECI AL FEATURES ONTHE CI TY PLANNI NG OF  PEKI NG 

近畿放送会館 ( K B S 京都放送会館) 新築工事の見学会 二川幸夫 世界の現代建築を語る

( 再掲) 。 お知らせ 一 日本庭園文化協会シンポジウム企画 (第 1 回) “ 建築と庭の融合の源

流を採る " ー小堀遠州とその周辺 ニュ ース 塚本猛次氏叙勲祝賀会 . よろず相談住宅展盛

会 . 大阪のグロピウス展… … 1

ナピオ阪急

奈 良 県 立 橿 原 考 古 学 研 究 所・付 属 博 物 館

設計施工 . 竹中工務庖- ・・ ・・・ ・・ 4

設計 ・建築研究所アーキヴィジ ョン・・・ 6

施工 . 奥村組

設 計 施 工 : 大 林 組 ・一. ...一 ……. . . 8  

住宅公団における最近の設計動向 / 秋田 満・ 12 

日本住宅公団関西支社優秀施工表彰作品・- 一 14

鉄筋を含んだコンクリートコアの圧縮強度について い・20

建築基準法上の道路 ( その 2 ) / 中田 巌 ・・ … ・21

最近竣工した新建築 9 点 ( No. 1495- 1503) ・・・・・・ 2 2

耐震スチールドア E Qタイプ/ 森井雅久 一ー 23

1980大阪都市環境会議に参加して 水音[ 1 再生宣言 / 広 沢 真 佐 子 本 の 紹 介 おおさか原風

景/ 高田 昇 舎 評 「商都のデザイン」を読んで/ 山形政昭 一 24

ポー トピア トピ y クスその 19一会場建設最後の追い込み/ 田中直人 合同忘年怒親会盛会

裡に終わる 。 A B C センター構想 ザ ・シンフォニーホール/ 大成建設 建物周辺気imi )j IJ 定

法「風砂法」を開発 ーー 26

自然発生的建築を めぐって 11 くら ・その 3 / 本多友常 ・ . 28 

千里ニュータウンと天理宗教都市/ 石原 正ー…. . 30 

建築家教育は横学問として/ 山崎泰孝 泥棒との闘い/ 松下良一 . . . . . 32

『たとえ心のゆとりだけでも 』 建築家貧乏論・耐乏論その 2 - /蓬f弗 亨 . 検査なし によいも

のをつくる P A R T 日 / 淀川治徳

中国の論文 / 北京の都市計画

一 対 北京 城 市規知l 的 九 点 i主想、

i青 華 大 学 建 築 学部 都 市 計 画 研 究室( 訳/ 日 中 建築 技 術 交 流 会 翻 訳 グ ル ー プ) "' 34

発 生 、 発 展 問 題初 探

一 中 国 古建 築 の そ り 屋 根 発 生 発 展 に 関 す る 考 察

楊 鴻 勘 ( 訳 西 村 正 邦 ) ・・ー・ …ー ・・ … ・・ー・…・・・一一一一・…・・ … ー・… … … … ー… ・・… 41

結晶化ガラス建材/ 加藤秀夫 ・・ ・・ぃ … . . . 46

建築設備と卵形管( その 1 ) / 光石正弘ー ー… 44

断廓のメカニズム/ 篠田和夫・ . . . . . . . . . . . . . . . . . . 48 

日本建築協会月間の動き( 昭和55年12月分) .. 4 9  



ナビオ阪急

設 計 施 工 竹 中 工 務 庖

大 阪1f のショ y ピ ン グ と ア ミ ュ ー ズ メ ン ト の 恥じ、 | 省 エ ネ ル ギ ー と 防 災 の 約 百 に 答 え る た め 、 銀 色 の | かれるパイプオ Jレガンを設置したナピオホール、

昔11にあ って 特災な 三角 地 に位芭す るナピオ阪急は、| ア Jレミカーテンウオー Jレと赤いバルコニーだけで| 常 設 の 美 術 展 示幼 ナピオギャラリーとい ったスペ

戦 前 より 縦 しまれて来た悔 回 東宝 会 館 と 阪 急 品 四 | 椛 成 した 外 観 は 巨 大 な 船 剖 ! 起 さ せ 、 ナ ビ オ と い | ースをはじめ 、建物先端部の ダイナミ y クなキャ

ピルを解体 し、再開発したも のである 。建 物 は 約 | うポルトガル諮で船を意味 す る ピ 内 科 、 に ふ さ わ | ンティレバー下に l州 をと った地 下街 問 の 防 災 空

1 000/市の映 画館 3 館と 16 4の 専門附 i か ら な る | しい 。 また 内 部空 間 にも 世併 の海を周遊する刺巳 I nnゃ 、3. 2 メート Jレ以 lてのおし、問|三日 とした 1 附 、

被 合 ピJ レであり、 村正田地区に 集 積す る 阪 急 系 の 商 | 制uのゆたかで華やかなイメージをつくり 卜げ て | ら 3 附 ま で の 附i階 存用通路 など、これまでの尚

業 胞 設 群 と 相 互 補 完 的 な 関 係 を 持 た せ な が ら 、 フ | おり 、映画館 フロアー 中 心 lこ設けた共用ロピー 、 | 業ピル の効率論を 越えるゆとりのある文化指向の

アッション 性のおい都心の魅力づくりをめざして | エミ リオ グレコの J司法IJ と レ リ ー フ の あ る ナ ピ オ | 企 画 を 実 現 さ せ て い る 。

いる 。 I ガーデン 、 フ 7 . : ; ショ ンショーやコンサートも 開 I (鎌谷悲彦/ 竹中工務 庖)



l  映 'IDi1iii

2  ロビー

3 共111ロピ-

4  問 剖i

5  ナピオプf デン

6  カフェテラス

7  スポ γ トギヘラリー

8 ナピオホ ル

9  エノトラノスホール

10  機械室

11. U 'li幼

児 。1¥尚 日山

l  南東よりみる

2  ナピオガーデン

3. H央iiliJ 飢

4.  1)1釧 l洋通路

5. s央闘M共j 日ロビー

6  ナピオホー Jレ

所 在 地 大 阪 市 北 区 角 田 町 7 ー 10

敷 地 面 積 6 ，157m 

建 築 面 積 4，897m 

延 床 面 積 50，805m 

構 造 規 模 S R C、 8 2、10F 、 P 2

工 期 昭 和 52年 10月~昭和55年 10月

秘主 ［［ｬ ｾ _cJl lfiEi芋



奈良県立橿原考古学研究所・附属博物館

施 工 奥 村 組
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位以考，' ，" [ : (I )f 究 Nr l正、 これまで' ，'::i 1'i: J弘、

太 '7;: ｬｊｾ＠ (14の 法 などの発似 制 査 を は じ め 、

公良を rl-'心 とした i立跡剥主主、研究 で数 多

くの %l *!'i をあげ 、 今 な お活 溌 な研究 活 lfQJ

を行 っている 。 この (l Jf 究 所 とその 成 * を

Ｎ ｾ Ｚ ｴ に示す 考古中心 の ｴｗ 物館 とが 一 体 と

な ってt'-I'，来 上ったのがこの』恒設である 。

雄物J は l" lllmにInl まれ た"1" 挺 を 中 心 に、 研

究 f点、 JI J(Ji<J(側、 三 つの展 示械 が配 され 、

お互いに緊'伴，に結 びついている 。 この 中

出 はイ志向泊とふっき草の組 込 で お お わ れ 、

株 立 ち の 開 の木 と、中央 の 本 鍛 か ら 流 れ

，'1'，るノjミt!. けがこのIj_五を玉壬 っている 。 仰 け

さと ｊｉ 寺の流れを ｍｾ じられる Ｎｕ ｾｾ であるとと

もに、 同 iJ!! Jの 畝 傍 山 とそ れ に つ ら な る 位

以の森に般し 、ぼ 史 的空 間 と一 つにな っ

たJ Mでもある 。

来往Jl. 1号はタイムトン耳、 Jレともいえるエン

トランスホールのドームをくぐり 、! よい

展 示 ホ ー ル に 人 り 、 ここではじめて大き

なガラス 而 を通 し中1; 1 の全対に接する 。

以 後 ｪ 長示ｾを巡る Ａ日 Ｑ 、 たえずこの 中 庭の

イHE を感じながら展示をみてまわること

になる 。 汗; 皮ある展示から D日放 されたけ

れ ば、 いつでもI i l l I l i Iil こ出 てこの 中I}J;の外

気に抜し 、ベンチにI ! 要かけて疲れをいや

し、 的 けさの '1"にl夜seの i7ft れに 忠 いをい

たすこともできる 。 来WI 者 が 展 示物 や資

1E十から多くの主[1 ｾ ｮ 止、 ｊｩｬｬ 角 Ｕ Ｑ を ｩ 尋 るだけで、な

く 、 主 ｬＡ秒 ｪ やｾ ｉＭｉ ｊｊ から 安 らぎゃある 極 のＡ 必

到 ｪ を ｦ ｾ ト で 、 ｾＮ Ｚｬ ｴＭＺｴ ｅｈ Ｃ ｊｾＱ 自 Ｑ を Ｇ Ｑ 火い ものとＨ ，Ｄ じ 、

lヰび; 占れ た い と思 えるような tw:秒ryn官をめ

ざし たつ も り で あ る。

( 戸 }1; イ壬121m築 五)f究 所 7 ーキヴ ィジョン)

l  展示室 11 写場 21. オ 出処段室

2  展 示合)，if 12  資料室 22 鉄器処思室

3. J昆守t ギャ ラ リ 13  郷土7' ¥"1* 23 .  lJ i務室

4  休恕宝 14  展示ホール 24  エントラノス

5 回廊 15 講座室 ホ ル

6  展示合Ji lI 16 待耳'J 展示室 25 館長室

7  ギ弓ラリー 17.  1日I解* 26 エントラノス

8  楠込 18  機械室 27 広場

9  収 蔵 庫 19  電気筆 28.  iiiJ 而道路

10  コンコース 20 復元室



設 計 戸 尾 任 宏 ・ 建 築 研 究 所 ア ー キ ヴ ィ ジ ョ ン

所 在 地 奈 良 県 橿 原 市 畝 傍 町

敷 地 面 積 14 ，OOOrri  

建 築 面 積 3，769. 6rri  

延 床 面 積 5 ，153. 6rri  

構造規模 R C  2  F  

工 期 昭 和53年 11 月~昭和 55年 3 月

撮 影 東 J出rfi 彦



阪急千里中央ビル

設 計 施 工 大 林 組



i!lil 也は大阪の 則 的 心 として 、大 き く 発

J.I!i し つ つ あ る 千 盟 中 央 地 区 の 中 心 部 に

位 也 し 、 そ こ に 阪 急 不動 産 が 地 域の機

能 の 充 実 に 役 立つ た め に 銀 行 、 証 券 会

+1な と を キ イ テ ナ ン 卜 と し た 業 務用 テ

ナ ン ト ビ ル を 建 設 し た 。

述 物 は i!!<. t 也の中央に配置し、建物l 周 辺

に は オ ー プ ン デ y キ や 、 ミニノマークな

どの車止I也を設け、常締結t を中 心 とした

仙波を行い、J i i J 問 の環 境 に 調 和 さ せ る

とともに 、 jJ)r j:也の お 低王監を 利 用 して、

1Jl 1¥' 2 附し、づれからもア プローチでき

るようにし 、百 貨 庖 や 駅 、 専 門 l苫街と

を歩道怖 によって 2 附 レ ベ Jレで接続し

て 、 f l: 民 の利 便 を古|った。

基 準 附 平 面 は リ ニアコアとし 、 さまさ

ま な テ ナ ン ト の 要求 に対 応 で き る 執務

ス ペ ー ス を 南北 に的 保 し、 公 共 的 機 能

の 高 い テ ナ ン ト を 低附 階 に ま と め 、 3

階 4 階 に 駐 車上お を設け、 5 附から 11 附

を一 般 テナント附とし た。 省エ ネ ル ギ

ー ピ Jレとし て、主J!; 築 (1勺には基準附の港、

IHJ 口E容を約3 0 %とし、市商は J克効! 耗を

所 在 地 豊 中 市 新 千 里 東 町 1 - 4 ー 10

敷 地 面 積 4 ，509. 46m 

建 築 面 積 3 ，156 .∞m 

延 床 面 積 28 ，311. 50m 

構 造 規 模 S R C + S (一 部 大 梁) 、 11 F ， P 2  

工 期 昭 和54年 2 月~昭和55年 8 月

ねら った 彫 り の 深 い l ii 窓とし 、見E凶 而

の i面t;良 泣 に は 断 熱材 をI t t ! i すなとして 、

ヒ ー ト ロ ス の 減 少 を 計 り年 間 熱 負 荷 係

書士 (P A L ) 58
9 8

Mc alh ，" irーにおさえた。

設備がj には、大| 仮ガス の地 域冷 61ll 水 の

供給区域であり、建物としてはｾ準附

における空白f ，' i J を、 4 系統に紺l分 し、 き

め紛M、な運転管理 が で き る よ う に す る

とともに 、 外気 冷 房 、v wvな ど を 採 用

した。 空 調 エ ネ ル ギ 消 .['1係 数 (C E C)

は Ｑ ＴＳ となった 。 ＡＡｾｩｬ 明は昼光利用のス

イ ｹ チ回ｾ 、 スナ ｹ ピィスイ ｹ チの採用に

よって 節 滋 可 能 に し た 。 また建物屋トー

に太陽熱コレ 7 5 ' ー用の基礎を設け 、

:1;1 - 来ソーランステムを利用できるよう

にした 。

(E上l中 弘I戊 ・ 菊 池 絵、/ 大林中且)
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1200 2 階 平面図・配置図 l  緑 道 9  証券

2.  n室 10 展示場

3  クリ ニ y ク II デッキ

4 . 1!I路 12. Jji 道橋

5.  E  V ホール 13 植込

6  通路 14 歩道

7  玄関ホール 15 道路

8  銀行

.  

基準階平面図

l  事務室

2 空測機室

3. WC  

4.  E  V ホール

両

日

一

己

l  南西よりみる

2. 南西而全長

3  玄関ホー Jレ

4.  E  V ホー Jレ

5  南東よりみる

6  ポケ y トパーク





宝 ' " 西団地

日 本 住 宅 公 団 関 西 支 社

昭 和 54年 竣 工 工 事

優 秀 施 工 表 彰 作

回

目回

住宅公団における最近の設計動向 ・ー・.. .... .... . ・… .. . . ー秋 田 満

武 庫川 あ お ぞ、らのまち

淀第 1 団地

シ ー サ イ ド 尾 崎

グ リーンヒル光普・寺

北 緑 ケ丘 第 5 団 地

i各 西 新 林 北 団 地

リ バ ー サ イ ド し ろ き た 団 地

リ バ ー サ イ ド も り ぐ ち 団 地

住 道 駅 前 住 宅

泉 北 御 池 台 第 1 住 宅

泉 北 御池 台 第 2 住 宅

泉 北 鴨 谷 台 3 丁 団 地

南 港 し ら な み 団 地

l昭 和54年 優 秀 地 エ 表 杉2 1'i- ( イj ぶ )

鉄挫剖! ; { 主株式会社

三 機 工 業 株 式 会 社

株 式 会 社 小 坂 井 剖l

日目11工 業 株 式 会 社

問 中 建 設 株 式 会 社

株 式 会 社 上 月 泣 光 社

モ リ タ 往 設 株 式 会 社

Ｇ［ｭ 場ｾｴｉｾ株式会社

株 式 会 社 中 道 主11

大 栄 ';11気 株 式 会 社

抹 式 会 社 緑 木 工 務 litf

昧 式 会 社 束手口車J l

ｦｩ ｬＨ村 ｴｾ 樹凶

I f W砂姐E設 体 式 会 社

両首久工業株式会社

光 f恋m興 株 式 会 社 ( 廟不問}

Ij ，宅 公 1-11指定』位打広告口次

ア イ ホ ン 株 式 会 社

日本ｾｬｌうえシノレパニア株式会社

三 品 産 業 株 式 会 社

IVI 研 化 学 工 業 株 式 会 社

本 号 特集 幹 事 徳持 律 夫
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住宅公団における最近の設計動向

住宅公団は 25年前に発足して今日まで、既に日本の住宅総数

の 3 %を上姐る 100万戸の住宅を建設してきました 。平均し

て、年 4 万戸のペースであります。一度 、船足がつくと、舵

を切っても容易に曲がることが、できないマンモスタンカー

に、たとえられる公団ですが、いわゆる「量から質へ」の針

路に切 った舵が、今やっと効きはじめ 、しかし、かなり急角

度に曲がりはじめたといえましょう 。

この 5 年間且らず の聞 に起こ っている変化は 、非常に急激で、、

また、今まであり得たどの変化とも呉るもののようでありま

す。

量から質へと表現されるここ数年の大変化は、我々の公団ば

かりでなく、世相一般に現われた現象ではありますが、住宅

公団でのそれは、工事費の高騰と、先行取得により保有して

いた、立地のよい安価な住宅用地の底払いによる家賃の高騰

と団地の遠隔化、および住宅政策の急速な持家移行に伴い、

建設戸数の多くが分譲住宅となり、また住宅の量的な充足と

合いまって、内容上非常に多様な要求に対応して行かなくて

はならなくなったことが、公団における変化の直接的なき っ

かけでありました 。その結来、住宅の間取りについては、か

つて 1:1n主流で、規模上も十分でなかった H寺代に確立された

体系、即ち住宅の型別供給理論に基づく住宅型、設計や生産

についての標準化に係わる一述の体系が、量的には一応充足

された状況での分譲住宅主流の時代に入り、一挙に意味を失

い、それまで、マクロに見れば、 K 系列、 D K系列、 L 系列、

それぞれ一系列であった住戸の間取りが、 L 型を中心に、笑

に係々な起s向に合わせた間取りが登場しました 。 また、より

詳細に多様化に対応するため 、住宅のイージオーダ一方式と

でもいうべき、メニユ一方式や、ク0 ル一フプ。分言談裳方式の導入、

さらには「フプ@ロト 55日」や i K E  P 住宅J とH呼乎んでで、いる多機化

の面ではi松tJ(

よ笑用段階に入つてきています。 また、現場の職方の変化に

対応したり、多少ともコストを下げたりするため、ディテー

ル上も、さまざまな工夫がプロジェクト毎になされた結果、

かつて標準化され 、設計の省力化や合理化に、おおいに役立

っていたディテールシートも適用できなくなり、設計面では

12 

日本住宅公団関西支社工事監督部長手火田満

変な混乱期を迎えるに到りました 。

現在は、これらの111 . 乱はやっと収終することができ、全く新

しいテ‘ ィテールシートなども出来上り、一応の安定期を迎え

ようとしています。

団地設計について見れば、かつての森之宮団地や千島団地 、

また今回御紹介する淀川|リ バーサイドのように、者11市住宅、

都市機能を真正面からとらえ、地元公共団体や、他の公的事

業体とも共同または協力して、 真の都市の骨格たらんとして

進めるプロジェクトの他に、リバーサイドともぶち団地に見

るような、より庶民寄りの発想、で、いわば、都市の肉たらん

とするタイプの開発方向が、も 7 ひとつの新たな方向として

出て来ています。 これは、公団ではかねてより既成市街地内

の開発では 、都市機能の改善を進める見地から、自主的にオ

ープンスペースを有する高層団地形式を、進めてきていたが、

昨今では、一般的には開発指導要t同等により、自動的に 、都

市機能改善のための用地あるいは負担金等の義務を果すこと

になること、および、先に述べた建設原価の高騰と、賃貸住

宅に比べれば公共性の多少おi い分譲住宅が地えたことも相ま

って、者11市に住むための義務を果したあとは、より広〈、よ

り安〈、より我家意識を持って住まうため生み出され、試行

中のひとつの形式であります。 ※

即ち、中層住宅を多用することで建設コストをおさえ、結果

として出てくる小割りされた屋外スペースに、ヒューマンス

ケールを見い出し、この空間を 中心に、顔なじみのコミニ ユ

ティーを作り、より守りやすい空間とした上で、幼児も安心

して遊ばせておけるスペースやら、駐車スペースを増やし多

少の歩率混合部分が生じても、顔見識りなるが故に、不作法

な運転を排除できる 。 また、工期上も、 T V障害上も、メン

テナンス上も、なにかと有利にふるまえる、といった着想で

開発中の形式であります。

また、もうひとつ顕著な事項として 、住棟の性能発注の部分

的な導入があります。

性能発注の対象とする住陳は 、コンクリート系の低、中高層

の P C 、 H P C 、および低層の 2 X  4 と建設大臣性能認定工

業化住宅にまで及んでいます。



かつて公団は、公団型の各種の工業化住宅を設計し、 これを

認定工場や指定業者に発注し 、住宅生産工業化の初期段階の

振興につとめました。

最近は従来の公団型の設計は廃し、業界各社が独自に開発し、

その社会的競争力放に、民需をはじめとする一般市場にマー

ケットを有する優秀な設計群を対象に性能発注を実施し、新

鮮な生産技術? の導入と、住宅生産機構の振興を図りながら、

より廉価で‘ より性能のよい公団住宅の建設を進めようとして

いるものであります。以上のような一連の転針を図ったのち、

行く手に如何なる展望が聞けてくるのかは、まだ明確ではあ

りませんが、我々はひとつの確信を持って操舵中であります。

御期待頂くとともに、諸兄の鋭い御批判も期待するものです。

※  リバーサイドともぷち団地の場合の、都市レベルでのオ

ープンスペースとしては、隣接して市営住宅を建設する

大阪市と共同で整備した公園 ( 1  ha ) がある 。

淀川リ バ ーサイ ド ( 54年度工事分)

号音 4  

... 

在 地

地 域 指 定 等

敷 地 面 積

住 戸 数

平 均 計 画 床 面 積

設 計 容 積 率

住 戸 密 度

駐 車 場 率

開 発 手 法

4 ・4・
大 阪 市 大 淀 区 長

柄 東 2 T

市 街 化 区 域 、 住

居 地 織、 準 防 火

地 峨 300% 、60%

2. 12 ha 

423戸

105. 37m' / 戸

275%  

241戸 / h a

25%  

特 定 市 街 地 総 合

整 備 促 進 事 業

参 考 A J 也区

B  /1 

C  /1 

D  11 

E  11 

ｾ＠
' ' 1" ' ] ' 軒往設工業

73戸

銭高組、矢作主II 訟、

金 山 工 務 附

J  .  V  .  152戸

ｾＪｊｬ＠ 82戸

佐脇工業、| 制的工業

J  .  V .  ( 88戸 ) - ヲ

村本位設、森本縦l

J  .  V  .  11 6Fi 

図- 1 淀 川 リバーサイ ド 、J

地区整備計画図 〆

ルづ互三

リバーサイドともぶち住宅

所 在 士也

地 域 指 定 等

敷 1也 面 積

イ主 戸 数

平 均 計 画 床 面 積

設 計 容 積 率

住 戸 密 度

駐 車 場 率

開 発 手 法

大 阪 市都 島 区 友

湖 町 1 丁 目

市 街 化 区 域 、 住

居 地 被 ( 一 部 準工 )

参 Jちー

準防火士也減 200% 60%  

8. 43 ha( 内 公 園

用士也 1.28 ha)  

1  ，210戸

103 m' / 戸

145 . 3%  

143. 5戸 / h a

30%  

全 面 買 収 方 式

④ 

公 団 リパ ーサ イ ド

ともぷ ち住宅

G .  

H .  

S量

w  

紡
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②

 

淀 第 1 団地

日本住宅公団関西支社

昭 和54年度竣工工事

優秀施工表彰作品

昭 和54年 竣 工 工 事 優 秀 施 工 表 彰 業 者 P R

武庫川あおぞらのまち N 地区高層建築 その他工 事

(11民不同)

鉄 建 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大阪市大淀区天神橋 ) - 1 ー 10

T E L  0 6 - 3 5 8 - 0  3  2  1  

淀 第 団 地 C 地 区 建 築 工 事

井株 式 会 社 小 坂

大 阪 市 北 区 太 融 寺 町 5 - 4  

直 T E L 0 6 - 3 1 1 - 9  3  3  1  

武 庫 川 団 地 E 地 区 高 層 屋 内 外衛 生 工 事

大 阪 市 東 区 北 浜 2 - 22 

三 機 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖 T E L 日 ト 202- 3 日 5 1  

シ ー サ イ ド 尾 崎 D E 地 区 屋 内 外 衛 生 工 事

大阪市浪速区東神園田丁目 51

日 都 工 業 株 式 会 社 T E L 0 6 - 6 6 3 - 4  7  5  1  

14 



日本住宅公団関西支社

昭 和54年竣工工事

優秀施工表彰作品

各団地配置略図・黒い部会が今回の表彰作品の住棟 を示す

ダリ ー ン ヒル光善寺

昭 和54年 竣 工 工 事 優 秀 施 工 表 彰 業 者 P R

グ リ ー ン ヒ ル 光警 寺 E :t也区 建 築 そ の他 工 事

田 中 建 設 株 式 会 社

グ リ ー ン ヒ ル光 善 寺 H 地 区 屋 内 電 気 工 事

株 式 会 社 上 月 電 光 社

大阪市天圭寺区北河堀町54ー 1

T E L  06 - 771 - 2  3  9  1  

大阪市東区森ノ宮 中央 2 - 3 - 17 

T E L  0 6 - 9 4 2 - 5  0  7  7  

北 緑ケ 丘第 5 団地

北 緑 ケ 丘 第 5 団 地 B 地区高層建築 その他工事

モ リ タ 建 設 株 式 会 社

洛 西 新 林 北 団 地 A B地区高層屋内外電 気工事

朝 陽 電 気 株 式 会 社

洛西新林北団地

( 順 不 同 )

大阪市天王寺区石ケ辻町26- 1  

T E L  06 - 772ー 1 2  2  1  

大 阪 市 北 区 中之島 3 - 2 - 4

T E L  06- 385 ー 1 3  6  1  

15 



昭 和54年度竣工工事

優秀施工表彰作品

各団地配置略図 黒い部分が今回の表彰作品の住棟を示す リバーサイ ドし ろさた団地 リバーサイ ドも りぐち団地
住道駅前住宅

昭 和 54年 竣 工 工 事 優 秀 施 工 表 彰 業 者 p 関

株 式 会 社 中 道

a
u

マ
・
ー

一
4

町

ト

片

釘

区

一

島

ω

都市

-

阪

巳

大

T同

且

φ

知

叫

( 順不同)

リ バ ー サ イ ド も り ぐ ち 団 地 B 地 区 建 工 事 ・一 一一一一
'  大 阪 市 東 区 両 替 町 1 - 1 3  

株式会社藤木工務盾大阪本庖 T E L  06- 944ー 1 4  6  2  

リバーサ イドしろきた住宅 E 地区 (分議) 建築工事

リ バ ー サ イ ド し ろ き た 団 地 B 地 区電 気工 事

大阪市酉区京町猪 1 ー 12 ー 14

T E L  06 - 4 4 3 - 0  6  3  1  

住 道 駅 前 住 宅 H 地 区 建 築 そ の 他 工 事

大阪市北区西天満 4 - 5  - 14  

大 栄 電 気 株 式 会 社 大 阪 支 庖 株 式 会 社 東 手口

直 T E L 0 6 - 3 6 3 - 4 日 5 1  

16 



、句・r.

② 泉 北 御 池 台 第 1 住 宅

③ 泉 北 鴨 谷 台 3 T団 地

④ 南 港 し ら な み 団 地

県北御池台第 1 住宅 泉北御 池台第 2 住宅 泉北四谷台 3 丁団地
南港しらなみ団地

昭 和54年 竣 工 工 事 優 秀 施 工 表 彰 業 者 p 同
(11頂不同)

泉 北 御 池 台 第 1 住 宅 C 地 区 建 築 工 事

南 海 建 設 株 式 会 社

大阪市浪速区恵美須西3- 14- 22

T E L  06- 644ー 1 2  1  2  

泉北鴨谷台 3 丁団地 B 地区 高層 屋内外 衛生工 事

大阪市北区中之島 4 - 2  - 38  

T E L  06 - 4 4 3 - 5  0  4  1  

斎 久 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 社

泉 北 御 池 台 第 2 住 宅 B 地 区 低層 造 園 工事

八 尾 市 大 字 山 畑 366

南 港 し ら な み 団 地 B 地 区 電 気 工 事

大阪市北区東天満 2 ー 1 ー 10

植 村
ーロ
『司

E

r

J

 

企

a

H

H

A

Z
勾

・

園 T E L 0729 - 4 1- 8  1  8  2  

光 徳 電 興 株 式 会 社

T E L  06 - 3 5 8 - 6 日 3 1  
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e vイ ホ あコインq ーホン

く- 〉で、一歩すすんだ安心保証。

/  | イ ザ グ 同 伽 お 隣 り さ ん

警報・表示灯付

共 同 住宅 用 に 開 発 し た 玄 関 子 機。 警 報 音 と 同 時に赤 い

表 示 灯 が 点 滅 し 、「 ど の 家 が 非 常 事態 に あ る か」一 目で

わ か り ま す 。

I BM- 1 A K  (親機)

| 警報ワげツチド7 ホント|

. 安定23の屯力損失として i肖資される余分な |パワーサイクル

電力を、 L、かに少なくするかに挑戦し、省電力 I  (11 0 Wl 灯用)

を実 現したのカミ ‘ NE Cパワ ーサイクノレ。蛍

光灯新型電子 点灯装置で、丸せi7l 1力のみな

らず、小型 ・軽12化をも併せそなえた「省エオ、

時代の照明」として、大規模な商工業用ヒツレ

などに最適で‘ 丸

I B- DAL (D形玄関子機)

@ コ ロ ケ ー シ ョ ン ー メ ー カ ー

? イ 市Y 綜 武 書 百

本 社 ・工 場 名 古屋 市 熱 田 区 神 野 町 2 ー 18 ( ⑤456)  

京 都 営 業 所 n (075) 代 315- 2540 京 都 市 南 区 吉 祥 院 河 原 町 3 (@>601)  

大 阪 支 底 n (06) 代981- 7851 大 阪 市 東 成 区 深 江 南 1 ー 1- 3 3  (⑤ 537)  

神 戸 営 業 所 宮 (078) 代 577- 4891 神 戸 市 兵 庫 区 水 木 通 3 - 3  - 7  (g 652)  

高 松 営 業 所 合 (0878) 代 33ー 1481 高 松 市 菌 室 町 1 ー 1 2  - 2  (⑤760)  

広 島 営 業 所 合 (0822) 代 9 2 - 8161 広 島 市 中 広 町 2 - 5 ー 1 5  (⑤733)  

札幌・仙台・大宮 ・東京 ・東京東 ・東京商 ・多摩 ・織浜 ・静岡・名古屋 ・金沢 ・福岡

節電

ＲＱＰｾ＠

- 省7E力形蛍光ランプとのHf: Jf I祇さらに効

果的てすユノ f ワーサイクノレ照明r ，d具は、節電

効果をさらに高めるため、省 Ｇｾ ｑｪ ｊ 形ランプと

あわせてご使用いたfごくと 、例えば110ワット

ｈ 了間の場合、 Ｒ Ｑ Ｅ の総合 ￮ｭＮ ｾ ｴＱ効果Ｈ 当 社比Ｉ

が得られますL

米4日ワットについては、当社のずロース空ート形ランプも使用できます。

NE C S Y L V A NI A  

日本電気シル' " ニア株式会社

干108 東京都港区芝5-37・8( 住友三田ビル)

干530 大阪市北区堂島浜卜 2-6(新 大 ビ ル)



現健築を美しく強く創造するそ州明研〉の素附す:

柄欄蹴ｾ I I/I1Fj - S 
I I/IAl C1Fj -

ＮｾＱｴ ｦ［ｴ＠ IIIIPi:.ミ7!1!1J J I

ｉｾ 四 Ｗ ＱＧ ｦ ＡｬＮＺｊ ｊ I  

Ｍ仕掛 ｦｾ Il f l l L 

ローラiL材 l I I/ Jイ 非5000 JIJ ナフヲーザ』

営 業 品 目

ｾ￐ 明研化学工業株式会枇
本社・工場 兵庫県明石市中谷町888 屯話( 078) 928- 3456聞

大阪営業所 吹田市江坂町 1 - 12- 40紙 谷 新 御 堂 ビ ル 屯 話(06) 338- 1431附

営業所 札幌 ・東京 ・名古屋 ・兵庫 ・広島 ・高松 ・福岡 駐在所 岡山 ・鹿児島

構 造 が 変 っ て も一

世=ロ. ，. 1==酷取

の 信 頼 は 変 ら な い

一一一一 アスフ アルト防水 に取 り組 ん で60年

・ ピ ニ ロ イ ド 防 水 工 事

・ アコ シー ト 防 水
: 行し守???F 宅3三 星 産 業 株 式 会 社

古 L l  大 阪 出 張 所 〒550 大 阪 市 西IR 1;( 田I射 1 - 10- 17  k ぷヒル 内
・三星プラスオール 製 造 ・販 π w  Ｂ Ｂ ～ｾ，ｾ ＧＢ＠ ' W V  ＢＢ～ＧＧＧｾ］＠ Ｂ， ｾＧ ＧＧＢ Ｇ＠ ' v  TEL(443)9721  . D N防 水 工 事

・三 星 プ ラ ス タ イル貼 工 事 ・三- 星シーリング材 製 造 ・販 売 V  本社 ・東京 (292) 1961( 代 ) 札 帆 (721) 603"1 ( 代 ) 仙 台 (62) 5201 ( 代 )

'  名古屋 (931) 4574( 代 ) 傾 向 781
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財団法人 日本建築総合試験所だより

鉄筋を含んだコンクリートコアの圧縮強度について

コンクリートコアによる圧縮強度試験は、実 その結来次のようなことがわか った。 った。床コンクリートの場合、表面仕上げの

施コンクリート構造物のコンクリート強度を ①壁コア・( 壁から採取したコア ) の場合、床 作業によ って打設面近くのコンクリートの充

判定する方法として信頼度が高いものと一般 コア ( 床から採取したコア ) の場合ともに 、 喚度に相対差が生じることが推 iWJ され、鉄筋

に評価 されているが 、 コアに鉄筋が含まれた 有筋コア (鉄筋を含むコア ) と無筋コア ( 鉄 を含む床コアによ ってコンクリートの圧縮強

場合の強度の判定については定説がないのが 筋を含まないコア ) の圧縮強度の間には有意 j支を判定することは難しい。

現状である 。 この問題を解決するー資料を仰 な差が認められた 。 なお、参考のために使用コンクリートの計画

るため、当試験所の研究官によ って尖大の桝 ②そのうち壁コアの場合は、有筋 コアの無筋 調合、床コア試験体の種類ならびに壁コア試

造体 Ｈ 壁版および床，ｾ反 Ｉ から欽的 ｊ を含むコア コアに対する圧縮強度比を定量的に把握でき 験体の種類を、表ー 1 - 3 に示した 。

および含まないコア ( ゆ10 X 10cm) を採取し た。有筋コアの圧縮強度から無筋コアの圧* l ii 本笑験の詳細については、当試験所の機関紙

て圧縮試験に供する笑験を 笑施し、鉄筋を含 強度を推定する| 僚には、図ー 1 を用いること C  B  R C  (季干1]) の21号に紹介しているので、

んだコア の圧縮偵j立の評価に対する検討を試 ができる 。 ご覧いただきたい。

み た。 ③ 床コアの場合は、定量的な把握はできなか

図ー 1 有筋コアの無筋コアに対する圧錨強度比

とコア採取高さと の関係{ 虫コア的場合}

褒 - 1 使用コ ン? リー トの計画間合
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|川|川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川|川|川|川|川|川|川|川11川l川|川|川|川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川|川11川11川11川11川11川11川11川11川|川11川111川l川11川11川11川11川l川11川11川111川11川l川11川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川|川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川l川11川|川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川111川|川|川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川l川|川|川11川11川|川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川|川11川|川11川|川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川|川|川|川川l川11川11川11川11川11川11川|川|川|川11川11川11川l川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川|川|川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川11川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川11川11川11川11川11川|川11川11川11川11川11川11川111川|川11山l川|川川11川11川11川11川11川11川1111|  

. 財 団 法 人 日 本 建 築 総 合 試 験 所- 道 順

・梅田からの場合

阪急悔田駅よリ北千里行きに来' 匹、北千里駅下

1110 北千車駅より北西約 l k問、干皇* 筋沿 医l

立循環器病セ ンター西側。徒歩約 15分。

パ ス利用の方は北千里駅より f i ' f 山台経由干A

中央」行 きに来事、 fW山幼椛閤前j 下卓、ある

いは、北千里駅よリ 「下院の皐j 文は 「業生団

地 ｊ 行き で「 循環器病センター前 ｊ 下 ｾｩ ｯ 徒歩

5 分。! j I 利用 的方は北干 ill より 1 7 シ-*' - ) 2 分a

・新大阪駅からの渇合

h  地下鉄新大阪駅よリ千里中央行きに乗車、千里

と 中央駅下車。千里中央駅よリパス f 'i' i 山台経由

取闘は 北 F 里」行 きに乗車 「青山幼稚園前」下車. あ

るいは、干果中央駅よリ 「業生団地J 行きで n届

環 ?，1i 病セ ンタ- iior J 下 IJI
o

徒歩約 5 分. 単利用

の}i は r-lli 中央駅よリ 7 7 ンー来事約 5 分。

・大阪地下鉄からの連絡

御堂筋線 で 下型中央行、堺筋線で北千里行きに

来.!Ji .
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本試験所 所在地 ・大阪府吹田市藤白台 5 丁目 125番地の 8

電 話 ・大阪 ( 06) 872- 0391番 ( 代表) (〒565 )  

道 順 ・左図参照

大淀分室 所在地 ・大阪市大淀区長柄西 2 丁目 1 - 18  

電 話 ・大阪 ( 06)351- 7217番 (〒531)

道 /I/j¥j ・阪急屯I j I 天神僑六丁目駅よリ線路沿いを

ｾｴ へ約 ＷＰＰｭ

堺 分 室 所在地 ・大阪府堺市浜寺石津町西 2 丁 1 - 3 4  

電 話 ・石津 ( 0722)44- 3912番 ( 干592 )

道 /1頂・南海電車本線石津川駅線路沿い北へ約

400 m 



日 本 建 築 協 会 法 規 委 員 会 らえるべきで、それ以後拡幅して認定した場合は、

おt 申目した後の中，心t品とはならない。

質疑などの投稿をお待ちしております。

道路の維持管理I l は、関係権利者が行うこととな

るが、その指定したとみなされる道路は行政庁の

哲: 裂に属する部分と、私有地の部分があり 、道路

法上の管理との関係でトラブルが起こる可能性が

ある 。 また、十分管理されないと道路に突出して

塀、門奇: が築造されることになる 。 したがって、

指定されたとみなされる道路の私有地の部分は、

中心後退が完了した部分から市町村の道路として

維持管到! していくことが好ましい。

1 5 6  

建築基準法上の道路( その 2 )  

2  . 道路の種類

(7) 法第 3 章の規定が適用されるに至った際現に

存在する 4 メートル未満の道で特定行政斤が指定

したもの( 法第42条第 2項)

(5)  宅地造成と併行して築造さ れる道で特定行政 隔 が 4 メートル以上の，建築総を一括桁定している J.liiVu時において、現実に，建築物が中11当立ち並ん

庁がその位置の指定をしたもの( 法42条第 1項 第

5 号)

場合が多く fJ . られ、大阪府においても、市街地建

築物法施行細Ｑｬ Ｑ ＩｾＱＴ 粂 により一括指定を行 っ てい

宅地造成とり1行して iiE られる幅只 4 ;l ートル以 た。

でいる中日只が 4 メートル未満の道でb特定行政庁の

指定したものは、幅員が 4 メートル未満であ って

も法t M2条tn l 項の道路とみなし、その中心線か

ら水平距離 2 メートル後退した線を道路の J党界線

とみなす 。 ただし、当該道のＩＢ， Ｍ ＱＱＡ肋 Ｇｌ ￮ｩＺＺｴ山、川、 ｫｊｾ

上の一般私道で、政令に定める基準に迎合する道

で、これを築造しようとする者が特定行政庁から

その位置の指定を受けたものである 。 この道は、

公道芸事を拡1回して 4 メートル以上として指定する

場合と、すべてが私有地 ( 公有地を含む ) の場合

の 2 f壬J i J l がある 。

道路の維持t 信:互II は、|品H系依平1)者が行うこととな

るが、前者の場合は、その指定する ill が市町村道

この道路は、幅i只が 4 メートル未満の道路の '1"'

心から 2 メートル後退したところに建築総が指定

されており、この建築総の位置に道路の位目立の桁 F削1&等に沿 っている場合はl五J也、川、線路敷等の

定があ ったものとみなされる 。 したが って、辺路 11tl)の ill の境界線を、その道路の一 万の境界線とし、

内での建築物が禁止される ( 法第44条) わけであ これを基点として道の側へ水平距離 4 メートルを

るが、既存の主主築物は道路に突出しており、これ とった線を、その道路の他の涜界線とみなす。す

は法第 3 条第 2 J 1' i により法 t n44条の規定の適用が

除外されており 、直ちに除却する義務はない。 し

なわち、 リIJJO也の1ftl) へ 4 メートルのー )j' 後退をしな

ければならない 。 また、土地の状況によりやむを

を含むケースがあり、活路法上の tr耳II との関係で かし、将米においてその建築物を建て被えたり、 符ない場合は、中心線からの水平距離について 2

トラブルが起こる可能性があるので、指定後は道 .T;f j改築をする場合は、当該みなし道路に突出して メートル未満、 1. 35メートル以上の範囲内におい

路法による道路に認定することが好ましい 。 また、 ，建築してはならないことになる 。 て、特定行政庁が指定することができるとされて

後者の場合は年Ｉｾの経過により作手 ＱＩ 者が替わるこ このl I iljJ立は、当而は幅只 4 メートル未満て" ある いるが、大阪府においては指定していないので詳

とが子位、され、関係権利者I l JJ でトラブルが起 こる が、H与が経過するとともに、幅只 4 メートル以上 細については省略する 。

可能性があるので、この場合も道路法による道路 の道路が完成していくことになる 。 これは、既存 当該みなし道路の制度および処築法準法上の1Ii 1j

に認定することが好ましいが、認定基準等の問題 建築物の所有者等の既得権を保護しつつ、道路を 限等は、附 HI) 第 5 項による道路と同僚のものであ

があるので認定できないときは地目を公衆用道路

に登記することが好ましい。

本指定の道は、位世の指定を受ければ直ちに道

路となるかというと、必ずしもそうではなく、建

築物またはその敷地の利用上から見て、ある程度z

通行可能で午1) 用状況が明確な状況まで築迭された

ものでなければ道路とみなされない 。 したがって、

道の築造完了以前に桁定することは可能であるが、

道の築造が完了以前に位世の指定を行うと、現地

でその位ili が変更されたり、指定したとおりの道

が築造されなか ったりして、後日にな ってその位

置が不明確になる危険性があり、トラブルが起こ

る可能性があるので、道が築造された後に、その

位置を確認してから指定すべきであり、実務的に

も築造後、その位ili を確認してから指定する特定

行政庁が多い。

(6)  宅地造成と併行して築造される道で特定行政

斤がその位置の指定をしたものとみなす道路( 附

則第 5 項)

拡幅iすることにより公共の利益をはかろうとする り、道路の縫類としては行政庁が管理する道路、

ものである 。 いわゆる道路法によると、公有地の道および広有

大阪府においては、先に述べたように、市街地 地の道の H 豆類がある 。

建築物法第 7 条但し占、同法施行制f [ I) 第 4 粂によ 道路の維持 lj=現は関係権利者が行うこととなる

1) 建築斜{ が指定されている 。

行政庁の匂: 理に属する道路にして幅只 4

メートル未満 ( 令第30条第 l 項の道路を除

<  ) のものに在りては其の中 心線より各 2

メートルを ｾ￉ りたる線を以って建ｾＪＪとす 。

但し、河川、産地又は鉄道敷地の類に並行

するものに在りては其の境界線及之より 4

メートルを距つる線を以 って建築線とす。

前l ] ' l の場合と自fE も土地の利用上其の必要

なしと認むる場合は此の| 阪に在らず。

が、道路法による道路および公有地のi直の場合は 、

Ilftl!I) 第 5 J貨によるみなし道路と同様に、道路の私

有地の苦11分を中心後退が完了したところから市町

村の道路として管理していくことが好ましい。 ま

た、私有地の道の場合は、法第42条第 l 項第 3 号

による道路と同様に幅員とか筑界線は基準時にさ

かのぼって判断しなければならないため、民法上

との関係でトラブルも多〈 、道の境界線がどこに

あったのか、建築基準法が施行され30年を経過し、

中心線の位置を明確に判断することが困難にな っ

てきている 。 したがって、このような道について

は市町村道に認定するとか、地目を公衆用道路に

まE記して、関係権利者がf l ' 1 極的にその道の維持信ー

このみなし道路は、建築基準法が施行される以 理に努めるとともに、特定行政庁においても道路

前に市街地建築物法の適用されていた市町村に迎 台帳、図面苦手を務保i していかなければ、これから

市街地建築物法第 7 条1 B . し舎の規定によって指 用される 。 したが って、 l昭和25年 11 月23 日以後に さらに年数が経過すると基準時にさかのぼ って判

定された建築線で、その附の距隊が 4 メートル以 都市計画区域に指定された市町村の道路は該当し 断することは困韓日になり、各権キ1) 者間でのトラプ

上のものは、その主1 ¥築総の位 iil に法第42条第 l 項 ない 。 また、市街地建築物法が適用されていた市 ルは防 J Iニて、きない。

第 5 号の規定による道路の位置の指定があ ったも 町村であ っても、建築基準法が施行以後に認定し
つづく

のとみなす。 た道路、並ひ酬に建築基準法施行以後に都市計画区

市街地連築物法で' ，;1: 11司別に建築線を指定してい 放に指定された区域内の道路は該当しない。

るほか、幅員 4 メートル米備の道路について、 l首] 道路の中心線は、挫築紛! の指定時の中心線をと ( 大阪府建築部 建築指導幌 中国 巌)

也築 と社会/ 1981 '1'- 2 JI 号 21 



- 写真と 慨要をどしどしお送り 下 さい。

凡例 . a . 所 荘 地 b . 敷地面 積 C . 建築部桁 d . 延 床 面 積 e . 椛 造 規 模 ｦ Ｎ 工 ｊｾ ｉ

1495 摂 津 市 民 文 化 ホ ー ル

設 計 監 理 : 浪 速 設 計 事 務 所

施 工 : 大 林 組

a  ＱＡ 日 ｅ 市 ｦｦｾ 客図 ＳＲ 番 Ｑ Ｖ 号

b .  2，687. 46m'  

c .  1，603. 92m'  

d . 2，857. 58m'  

e .  R  C 、 B 1 、 3 F  

f. 昭和54年 7 月~昭和55年 7 月

1498 安 田 学 園 講 堂

設 計 . 大 成 建 設広 島 支1吉

施 工 : 大 成 建 設広 島 支 庖

｡ Ｎ 広 ｉＺｾ 市中区白 ｽ ［ｨ 北町 ｬ 帯地

b .  27 ，295. 25m'  

C .  1，336 .41111'  

d .  1，527. 82111'  

e .  R  C 、 3 F  

f . 昭和154年 9 月~昭和55年 7 月

1501 東海学園本館および明照殿( 講堂)

設 計 : 黒川 建 築 事 務 所

施 工 石 田組

a . 名古屋市東区車道町 1 - 3  

b .  35 ，798. 49m'  

c .  1，747 .12m'  

d .  4，830 .75m'  

e .  R  C  (一部 S ) 、 4 F  (一宮112 F )  

22 f 昭和53年 5 月 - 1昭和 55年 4 月

1496 浜 田 市 斤 舎

設 計 監理 日建 設 計

監 理協 力 : 河 野建 築 設 計 事 務所

施 工 前 回建 設工業 ・本 川 建 設 ..J . V .

1 浜田市殿町r 1  

b . 6，233. 04 m'  c . 2 ，520 .19m'  

d .  8 ，874 .94m'  

e .  R  C 、 B 1 、 6 F  

f. 昭和53年 JJ 月~昭和55年 7 月

1499 中 央 区 総 合 庁 舎

設 計 東畑建 築 事 務 所

施 工 . 熊 毛主組

a . 神 戸市中央区雲井 通 5 丁目

b .  4，034111'  

c .  1  ， 269 .  99 m'  

d .  13，304. 42m'  

e .  S  R  C 、 B 2 、 9 F 、 P 2  

f . 昭和54年 5 月~昭和55年 10月

1502 蟹 江 町 中 央 公 民 館

設 計 : 黒 川 建 築 事務 所

施 工 : 浅 沼 組 ・ 大 日本 土 木 ..J . V .

a . 愛知県海部副il'i f江町大字鈴江新聞Tヰ: 高ヶm

b .  17 ，353.68m'  

c .  1，809. 54 01'  

d .  2，535.94m'  

e .  R  C  (一部 S ) 、 2 F  (一昔113 F )  

f . 昭和54年 7 月- l Ig利55年 3 月

Ｍ ・ Ｒ 量彊・ｾｾ温霞ｓｯＧＮＮＮ，ｪ・

1497 総 合 経 営 京 都 保 養 所

設 計 . 竹 中 工務 l吉

施 工 竹 中 工務 l吉

a  京都市中京区中筋通竹屋町上/レ未丸町541 番地

b .  1，677. 77m'  

C .  959. 80111'  

d .  4 ，171. 47m'  

e .  R  C 、 B 2 、 5 F 、 P 2  

f . 昭和154年 6 月~昭和55年 8 月

1500 富田林市立市民総合体育館

設 計 監 理 : 日建 設 計

施 工 : 銭 高 組

a .  W田林市大字毛人谷127ー l

b .  8 ，276 .39m'  

c . 3，449. 56m'  

d .  4 ，781.  60m'  

e .  R  C 、 S 、 B 1 、 2 F

f  昭和154年 10月~昭和55年 9 月

1503 千 吉 株 式 会 社 本 社 ビ ル

設 計 . 竹 中工 務底

施 工 竹 中工 務1苫

a . 京都市中京区三 条室町西入衣捌55番 地

b .  2，829 .41 m'  

c .  1， 709 .85m'  

d .  6，135. 6301'  

e .  S  R  C 、 S 、 6 F 、 P 1  

f  昭和54年 9 月~昭和55年 9 H



ー ナ ー

日 本 建 築 協 会 建 材 委 員 会

新 建 材 紹 介 コ

近畿工業株式会社

本 社 大 阪 庖 干540 大阪市東区谷町 2 丁目 1 番地 ( 近鉄大手前ビル ) T  E  L06- 943- 5500(ftl 

東 京 庖 干101 東京都千代田区神田松永町19番地 ( 東京近鉄ビノレ) T  E  L 03- 255- 8271附

耐震スチールドア - E Qタイプー

写真一 1

2階的試験建物市 1:11変位以と作( ドア ) Ji'! I: i I変位211

サイクル 相当 ｩｗｾ
.1/附 1/捌 1 / 1剛 1/瑚 1/2111l 1/. 1 ωl 仰 R .

3  5  

wr  

7  6  

10  7  

13 7以上

ｾ Ｚｒ ，＠

試験他 物 残WI 変位

(J 血iJ H主)

c コ R，

‘ 試験生II 物批大変位

(J 也Ui 中)

写真一 2 実大試験

( 在来ド ア) 府間i変位)(00 時

剛性を有する銅製枠をピンジョイン卜して凹周枠

を形成し、その中に供試体を納め、上端を /111圧ジ

ヤ y キにより加圧して強制l変位を与え、枠層間変

位に対する扉本体フラ ｾ ［Ｏュ板の表面応力値と ｬ 弄

開放力を ililJ 定。 その結果扉開放力限界50kg f 以上

になる枠層間変位は 1/ 78であり、その時の表面応

力{ 直の最ー大は 0 .4kg/ mげとなり、使用鋼材の降伏点

約21kg/ mm'，こ比べはるかに低値というデータが出

ている 。

2  ) 笑大実験

笑| 療の建物ではコンクリートの剥落に対する枠の

復元性の減少、枠取付アンカーの影響などの諸要

素が存在するので笑大笑験を行なう 必要がある 。

近畿工業では建設省建築研究所ならびに日本住宅

公団の共同研究諜題 f 8 階建て墜式構造に関する

耐力実験」の内 「地震H寺における 2 次苦11材の挙動

に関する研究」の一環としてドアの耐震性の実験

を行な っている 。試験の全体概要は 、図 ー 2 の様

に5 階建ての試験建物を建築し、垂直加力装置に

よって 8 階建て相当の建物とし、水平加力装置によ

り地震に相当する強il ，ll 外力を加え、計' 13サイクル

の ｪｾ 幅を与える静的な変形試験である 。 この中で

1  - 31渚に在来型と耐震ドア E Qタイプそれぞれ

一体づっ取り付け、ドアの耐渓 ( 変形 ) 性能およ

び、 ドア廻りの躯体変形メカニズム等、室内笑験

でililJ ることのできない建物の地良による挙動に対

するドアの諸性状を調査している ( : 写真 2 ， 3 )。表ー 1 実大試験結果 R， 

試験結果は表 ー 1 、の様になり建設省告示第 109 ( 住) 一一一-mf mm ，巧

号 、帳壁耐震構法マニ ュアル( 建設省住宅局建築 一一 ｬ ｗ ぷ Ｑｾ Ｑｊ Ｎｉ ｾ＠
- .__  - <=:1.....，. _ _ _ 斬耐1m司法に示さ v  ハ l

指導談監修 ) および新耐震設計法で不される層間 凶変形制臨lh l  

変位1/ 250- 1/ 150 の聞において扉の解放に 支障

のないことが笑証されている 。

。 。 。

なお 、耐震ドア使用にあたって、 l弄はあくまで 2

次部材であり 、A直体の層間変位が上記値を越えな

い様配慮する必要がある 。

m 
t'd7l - 11 ， 2)  

帆

也装

引

川

¥

水

世
相

副J

 
-

H

川

E

l

 

，
“

 

立変

実大試験装置

室内試験

図 - 2

- はじめに

「宮城県沖地浪」 では建築躯体崩犠による被害も

一部にはあ ったが、 P C カーテンウオールおよび

A  L  ｃｾ 主体の脱落、窓、ガラスの破損等いわゆる Ｒ

次官11材の24蓄が多くみられた 。 なかでも中高層集

合住宅では、出入口部分の非耐力壁がせん断破壊

を起こし、そのため! 尋問放不能となる被害が発生

し、社会的問題とな った。 その時行なわれた調査

により扉開放不能の主な原因は以下の様に要約さ

れる 。

1  ) ドアの変形能が小さいため、躯休の変形に追

|胞で きず 、 ドア枠と! 弄本体が接触、干渉しあ った。

さらに、 一部では扉が座屈したものさえあ った。

2  ) 錠前のラ y チボルト、テ y ドボルトが錠前受

( ストライク ) にくい込んで過大な側圧となり、

サムターン、ノブの抵抗トルクが士曽大して、これ

らの回転操作が不能とな った。

3 )  T 番制芯がずれて直線的配亨IJ が崩れ、 扉のス

ウィング抵抗力、大きくなり、扉 ｬｾｦｊ 放の大きな障害

とな った。

ここに紹介する近畿工業附の「きんさ耐渓ドア E

Q タイプ」は上記の調査結果を踏まえ建築躯体の

変形に追随できるだけの変形能をもっ耐渓ドアと

して開発され、建設省建築研究所および日本住宅

公団の共同研究による実大試験でその耐震性が確

認されたものである 。

. 特徴 ( 図 1  )  

1  ) 戸先および上下の枠と l弄本体とのクリアラン

スを拡げることにより変形能を向上させている 。

ちなみにクリアランスは戸先側が13mm、上枠f則が

6  mm、下枠↑ l ! IJ が 7 mmとな っている 。

2  ) 戸先側クリアランスは防犯上の目的で、従来

からある親子 ドアの召合せ同様、目板を取付けて

カバーしている 。

3  ) 地渓時の丁番制l芯不そ‘ ろいによる開放機能障

害を なくすため、丁番は 2 枚吊とし、耐火上の熱

変形を規制するための 「反 1) 防止金具」 を取りつ

けている 。( 扉 h が1900以上の場合に取りつける 。)

4  ) 地震時の枠変形による錠前の操作不能をなく

すため、居手前内方向の力に対しても解錠容易にな

る様、可ぎょう性を有し、旦つ、商外方向には| 坊

犯性保持のため剛性が大きい特殊な耐渓用錠前受

を採用している 。 この場合、錠前本体は一般に広

〈使用されている堀込み型、前イ寸型のいずれであ

っても適応し得る様それぞれ専用の錠前受が準備

されている 。

5  ) 扉本体は、 「きんきスチールドアシリーズ」

の中から任意に選べる 。

. 耐震性試験

1  ) 室内実験 ( 写真 1  )  

層 ｉｕｉｾｦ ，立，ＡＮｻｯ ｯ 時

建材委員/ 森井雅久

( 日本住宅公団関西支社市街地開発音11再開発課)

実大試験 ( 耐震ドア)写真一 3

きんき耐震ドア E Qタイプの構造図 - 1



1980大 阪 都 市 環 境 会 議 に

参 加 し て 一 水 都 再 生 宣 言 一

広沢真佐子/ ルli ，， 11州事

読者の頁

ての作風を生み tUしてきたようだ。

そして一年自のシンポジウムがもたれたのである 。

基翻報告に立った符本慾一大阪市立大学教授は「こ

の運動の具体的な目燃はまだ 見えて米ない 。 しか

し、過疎のきびしい現実から創造された新しい必

村や地方都市にみられる明内発的発展" から学ぶ

ところが大きいのではないか」と 問題を投げかけ

られた 。大分県の湯布院てマ〉生産者と生活者が主

ー一本の紹介一一

お お さ か 原 風 京

大阪 ｭ［ ｊ｜ ｊￍ ［Ｇｬ ｊ ｾ 会設悩

ＱｾＱＱＯＴ＠ rli J (  ，%}  1' 11 

3主 1出i 1，51l1J 1円

高 田 昇

C  Otvl " I1，hi6Jf '1l; '叶fU- i

体となって地主主内 ;)J 給を優先させている伊1) 、沖制 川 ｩ ＺｦＮｩｾｾはＪ京の原風土誌を花にもとめた 。 大阪をあ

の名 ｬｴｾ 市庁合コンペの反科などを ＪＺＱ 介しながら自 んじようするためのよRまり 〈大阪自11市環脱会議〉

立する地域の内的発展をめざすことの大切さが必 は大阪の! 京風景は水、とした 。 なぜ今、原風訟な

測された 。 のか、なぜ今二つの大都市で花であり、水なのか、

次は、この集まりらしく多彩な人物が笠場しての そんな疑問!にこたえようとしたのがこの新干1) 1お

「大阪再発見を語る 」 である 。印象的だ ったのは おさか原ｽＡｬｬ｜対 ｊ である 。 後 ｉｦｲｊ きではない、 ｴｴｾ ，1i 飽

木彫家の大山 ｉｉｾ f が、幻j い頃から家のil i : くにあ っ 昧ではない、都市の原理、ふるさとの条件を誰も

たドプ川の水の色の変化を毎日凡ながら色彩への が共有する! 原風景を探ることから見つけ出そうと

感覚を身につけて行 った回怨だ。 r . I I 市計画家、藤 しているところに、も っとも今目的な都会人の悩

田邦昭は生まれずTった船場の生前 i何十tl を紹介しな みと希望の交錯がある 。

がら大阪弁で訴す大| 仮人のコミ ュニケーションの この - 11せの本には二つの自負が絡められている 。

業附らしさを説いた 。今日の都 市再| 摘発 の第一紘 一つはこの出版そのものが新しい大阪の都rl1' 文化

を常に切りひらいている氏が、大阪弁に依拠して 創iii のJQI 待をにな ってなされたことである 。1Y<liJl:j

いる係は「地万の JI年代」のllu目U，t如たる! ぷがする 。 は ｈｊ 版文化不ＱＺの地だ、 ￬ｬｾＺ ーさ予も Ｚｊｊ 1版社もT i たな

ｊｊｦｾ 飾テーサＧイナー森南 ｩｦｩｈ は、大ｼ坂人の衣 ｊｊｾ に対す い、となげきはじめてすでに久しい 。か つて、大

「大阪をあんじ ようする会として縦しまれている る伝統的な感覚が 「ファ ッシ ョン= 流行追求j で 予新I!Uはもとよりテツ マート、スー パ一、タウン誌

大|仮 nll 市環境会議はー j という ，11 き.IJ ｾしで新聞 はなく 「ゆとり」であり 「リフォーム J であ った にいたるまで情報文化の先がけをつけ、リードし

報道されていた 。- 111;年スター卜した - _).!J瓜変わ ことを話しながら、 I r，[¥，nや建築も、も っと気長 てきた大阪に今その活力がない、というのだ。 し

りな市民主J i ! l !1J t 、この一年間で定おしはじめたょ に、後からいくらでも乎直ししながらその人に合 かし、失望を語る ことは容易だが、 3ft に似る訳に

うだが、昨年 j l lJ 22 日、 11980大阪行Ilrli 部脱会設」 ったものにして行くような発忽でつく っていただ もいかないのた'っ た。 そこで庶民パワーを集め士

を ｉｭｾ 、た 。 ければ、も っ と大阪は住みやすくなるのではない 1'1らの子で JF き手を品II り起こし、出版事業をすす

| 司会議は 「大阪を愛し、大阪を愛せる IUf にしょう かJ と結んだ。 めようと、 1000人の会只伽J W版述動 「関西市民-.' ｾ＠

という、 一 人ひとリ のこころを育て、こころを合 桜本統紀チは大阪から向然が失われ、生きものと jjj J がスタートしたのだ。

わせて 」 と呼びかけよ長ま って以米今までにない、 の共存がむずかしくな ったことにこの郷市の魅力 ) ' ，や、一昨年駄に大都市再生への棋をかかげた 「行

新しい市 I( i ! . J i ! f i } J のスタイルを似宗してきた 。年に そう失は起l局していると、自らの実感を訴えた 。 動するサロン J 大阪を あんじよう する会があ った。

一 回か 二 図形ￌｊＱￍリの集会を ｉｪｾｊ ｾ、て一万的な ｉ ｗＨ 説 ｊ そんな人たちの 百楽に耳を傾けていると、建築や 関西市民、_!} υJ は第一世jl 企画をこの集まりに依頼し、

を11 f J くだけでは余リ変わりばえしない、も っと日

常化しないと、という意見が当初に多〈出たもの

だ。何か らはじめるか 、が話し合われまずわがま

ちを知ることからではないか、となったのである 。

何はともあれ、自分のまちのことを、自分たち の

頭で考えねば、そのためには、案外知らないまち

のありのまま、町角の生の戸に接することだ、と

なった。

名所をたずね歩くのではない、天巨与や IJ ，' ，' の下

町、新世界やfflj 凹の界わい、淀川の川辺、を探オ;

する 「大阪を歩〈会J が始ま った。 また、大阪の

行主主を女優の尚 tt.+u( が訴リ、大阪の味を料旦l [ r ，I i

i毛が;Eる 「大阪をおる会J L  L たれ.た。

IJ r' i 区イI ' f 主グループは、 rl9t 的に集ま って 「わが

まち診断J を始め、大| 仮駅前の都市己主illlllJ JIIiて酬は

nll 市づくりにたずさわる者が、よほどその土地の 二つのi ! . J i ! l ! ゆが一つの本を世に問うこととな った

風土、風俗、心的を把めていないんだなあ、とい もう 一つ、この本の値打ちは内谷の12かさである 。

う恕いがつのるばかりだ 。 Ｎ ｾ図 ｦ［ の上の技術に余 それはただ悦 1) 沢山の話題があるというのではな

りにも頼りすぎていたんだなあと思いしらされる 。 ＼ 、 多くの英知が集められ、切 ｲｲＡＮＧ 王者 ｬ おされたＡ九月ｾ

大阪をあんじようする会には、住築家や都市計画 であるという立 l床でもあ る。石浜'1'11夫、 1(11"J " :i ，と

プランナーも何人か参加し、中心 (1'，) な役 ')[ IJ を来た い っ たイ Ｑ ・ 阪作家が ＱＩＱＱ わり、山本滋 一 、米 ｾｾＧｊｾ ［ 太郎、

してもいる 。 でも、む っと多くの仕 'rq!['I:nがぜひ、 脱出i ' ! ill{{ とい った第一線の都市問題ブレーンが全

この場に l吋合わせてほしいと思 った。 これから、

この集まりはますます歩き、し ゃべり続け、自発

的な提案をも受けとめて運動化して行こうとし

いる 。 そして大阪をあん じよ うする惚点、たまり

fjJ をつくろうともしている 。

ＱＹＸＰ 大ｼ坂ｲＮｉｉ ､ｈ 筑波会議は、大阪ｾＮｬ｜生への 三 原ｬＡｉ ｊ と

して 「きれいな水をとりもどす= 仇; 水 J 1水辺に

近づきやすくする= 税水J i水1mを活用する= 活

J のボランティアでディスカ ッションを亙ねて本

寸「くりがiffi められた 。歴史家の小 LL r 仁示、服飾デ

ザイナーの本南海子、そして多 くの ジャーナリス

トとい った多彩な人たちもそれぞれの専門分野か

らの知ＮＧｾＨをしぼ っ た 。 そして寄せ集め文集にして

はならない 、読み物としての良さを大切にしたい、

とコピーライターの小山俊平が全体をI J 1 I してまと

めあげた 。

思い切 って一つのビ ジョ ンを提起した 。 1あんじ 水J を打ち出し、水耳目再生立 言を採択して 2 年目 道似品1¥ぞいで・長年商売をしてきた人、民 l.l! lで材木

ょ うする ｊ という ｾ ｌｷｾ に共通の忽Ａいと姿勢をたく の運動に入 った。大阪でf : i : み、働き続けることに、 尚を営んできた人、天満 g の氏 H

して、大阪を歩き、} 凡4、 l内.'lI j出1力1な11，問司人として" 市丹リイ介t - ｾ希もむ Ｎｅ 望芝がもてるような耳集［まりになリそうな予Ａ感岱カがずす と取』村 ， ｾ ti協d仏1払bげ7力J してきた人たちも含めると「行{ 人ちか〈

い、 J，t Z長も試みるという 「行動するサロ ン」 とし る。 の ｾｉ＼ｉ 司自 ＱＩ 作になる 。
J人i l FI1へ
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書 評

「商都のデザイン」を読んでい

著: 坂本勝比古 写真. 増田彰久

rlJ 本の池袋一 11)1 ifi 大正 ・II{{ 布リ第 5 1. 量

発 1丁 所 (1泊三 行咋一

定 1而 4ROOドl

1本 波 大 き さ (*') 1232x 309 、195i (

山形政昭 Ｏ大阪よく ｩｾＧｩ 大 γＺ ，，ｾ ［ｲＮ ｬｦｪ

In悶辺1' l ，! ' [邸ir:宅天井飾リ部分

シリーズ「日本の建築一 明治 大正・昭和 J の第

5 巻 「尚一者11のデザイン」が三省益より刊行されて

いる 。主 な量i 1j寸とされているのは、型J' 口孫市には

じまる住友の処築家達と、紘あって大阪または神

戸で設計事務所を営んだ山口半六、河合法歳、宗

兵蔵 、設楽貞雄の活動である。もっとも大阪で名

を成した建築家は片岡安、i I . 主辺節、安井武雄らが

いるが、すでに本 y リーズの他巻で扱われている 。

本巻に登場する建築家迷は、それぞれに個性的な

作法で表題の如〈、磁石11 をデザインし、また商都

大阪、港町神戸にはぐくまれて活躍していた作家

である 。建築作品も大阪を中心に阪神聞の住宅な

ど、身近に在るものが多いのであるが、以外に今

日まで世に知られなかった名建築が多〈紹介され

ているのも本巻の特色である 。

著者坂本勝比古氏は、 lザIifi の異人館のご研究です

でに高名でおられるが、長〈神戸に住まわれてい

た間の地道なご研究を通じて発銅された精華であ

る。地図彰久氏の写兵も 一段と冴えている。ただ

このシリーズに共通して感じることなのだが迫力

ある写真と豊富な資料が収められているがそれで

も尚ページ数に| 以りがあることが惜しい 。

さて本巻に紹介されている作家は、建築家として

名を馳せた所郡大家にはならなか ったように恩わ

れる。といって彼らの技iEに問題があるのでない

ことは、建築作品を見るまでもなく明らかなのだ

('III 丘町つづき}

大阪の歴史を水石11の歴史として見直すと 、そこに

は 、川 と共存しながら遊び、怖れ、水を待てくら

してきた流れが伝わってきて、この者11市の魅力は

が、住友の建築苦11は、大|仮に 在って辰野 ・片岡建 主宰者野口係市の作風を反映して 、 ルネサンス ｩｬＱｾ

築事務所と並ぶ最大の設計組織であり、建築水準 の古典主義を基調とした 。 第 二 ｊ ｾｉ は日間 ｈ ｩｊＧ 主宰

の高さを託 l閉した大阪府立図書館は今日でも中之 し、長年の念願だった本庖住友ピルの4 1 ! ; 殺を達成

品のモニュメントとして欠かせない文化財である 。 する tZ給の発展 JVI である 。茶臼山本邸、鹿ヶ谷 ・

山口半六の兵庫県庁舎、河合法蔵の今はない大阪 麻布別邸等住友家の大邸宅を完成する 一 万、東京

控訴院など日本の近代，建築の第一級品としてi J . ! : に 支病をお十'JJ めとするおびただしい支庖携を各地に

知られたものであり、宗兵 J慌の生駒時計! 苫、設楽 怨設してゆく 。ug平日 5 年の目白) j ' ドの退職から昭和l

w雄の参画した新世界ルナノマー 7 なと' 独特の風合 8i f三工作者11の解散までを第三ml とする d そして1J l i '

のあるデザインで大阪市民に税しまれた商業主j ! ; 築 口、白河、長谷部らの自邸など12おな資料を駆使

である 。 このように秀れた建築として世に知られ して作家のキャラクターを ｾ ｉ ｾｉ り ｬ にとらえている 。

ている作品が多い ;Ifll には、彼ら建築家は知られて 本応ビルの設計では 「平而計画と設備関係は主と

いなかったようである 。 というのは 、 日本の近代 して竹肢が担当し、外観デザインと一階ホール、

建築が語られる場合 、建築様式の完成皮、先進的 営業主など室内の主姿な苦11分を長谷部が主として

な技術の主主坊という鋭点からされればややもすれ j1[ 当し、全体のまとめを日高が受け持つー 」と

ば、等 1*1にf泣かれがちであった別のテーマがある スタ ップのパートも的確に記録されている 。

のではないだろうか。先党の，; > ; : 者である坂本氏は、 さらに、大阪証券取引所や 、新大阪 ホテルの設計

|刻西 における建築家の系譜についてのご研究も深 など住友の建築部に外部から安前された {士，)¥. のあ

く、広い視野の下でここに係り上げられた作家像 ったことも述べられている 。殊に新大阪ホテルの

を鮮明に浮き上がらせている 。 設計に際しては、建設母体である大阪市サイドか

住友の主ｉＡｾ百 ＱＱ について「住友家とその建築家たち ら武田: f i . 一、片岡安。経営者の犬九徹三サイドか

との Il¥1は、同核的怠識でつながっていた 。・・・ー こ ら東京の，悠築家出僑点太郎らの意見も出される f;'l

のような 例はま h て¥関東における 三菱岩崎家と 涜の rlJ で長谷部 、竹腰 らがいかに有| 制して計画を

合側中｛傑怨ｾ，Ｉ｜Ｎ務所、 三井家と 般河工務所のよう まとめ上げねばならなかったか、興味のそそられ

な結びつきとはかなり性絡を具にしていた」とい るエピソードである 。住友の建築書11についての内

う。同族的意識、連僻! さを持たらしめたのは、家 谷を似介すれば限りがないが、後半のテー 7 であ

長である第 15代住友吉左衛門友純の理11怨主義であ る山口半六、河合浩蔵、 宗兵蔵 、設楽 u bl I i につい

ったという。 このような施主と建築家の営為て札! て少し触れてみたい 。

い起こされるのは、大同生命の社主広岡忠三とヴ 山口は明治 18年、河合は明治 19年より往築家とし

ォーリズのそれである。 この場合は、両者共アメ ての{ 士・p; に娩わっており、年代からして H 本人位

リヵ ｊｲｾ 'J:;' 業とその建築に理忽を見い出していたの 築家として草分け的存在であるのだが、山 υ は43

であり、その意味て' は一面的であった 。 それに比 .-1- ' こして仕 ・) ' ; 半ばて籾il t ' L 、河合は昭千fJ 2 年3足立u.)，; 

べて住友家となれば 、登場する建築家も野口係市、 務所を閉鎖して建築活動を ｦｾＧ 止したという 。一 つ

日高併、長谷部鋭吉、竹腰健造らを長に数十名を の謎を残している。 後者の京、設楽 らは 、卒業年

数え ( 大正 11年には 54名とされている ) また| 刻係 ! 支が191ifi20年代、独立して活動を始めるのが宗は

した建築も住友銀行の本庖各地の支応、住友家の 大正 Ｒ 年、設楽は ｬ 明 ｩｦ￬ＴＰ 年である 。 これは後にｾ，

本邸別邸、重役の住宅など多種多様でレある 。そし を成す渡辺部事務所開設の大正 Ｖ 年、安井武線・ ｊｾ

て設計者は己のドグ7 を主張し 、作家的に臨むこ 務所開設の大正 13年よリかなり- 9
1いといえよう 。

とは詐されない、おかかえ職人的立場てがあったし、 それだけ闘機もあったのではないだろうか 。それ

殊にお屋敷の造営には、出入リの棟梁八木甚兵衛 はともかく、商都大阪の大正時代を名実共に生き

や作庭師小川治兵衛の参画があったことが紛介さ 抜いた建築家なのである 。事笑、 宗は昭和 6 年に、

れている 。 このような同族的世界での建築家の生 設楽は昭和 8 年に事務所を閉じ、怖かな余生をす

きざまは、民間事務所のそれとは違った特殊なも ごした 。 その後の時代に広がる時孟: を一平〈察し

のなのだが、それだけに肴過ごせないテー? をは ていたのかもしれない。 そういう H寺代には所設な

らんでいるように思われる 。 じめないナイーブな体質の持ち主であ ったのか。

省一者は、住友の建築音1133年の歴史を建築家例人の 彼らのH免年について私: 者は似丞に述べるに踏みと

軌跡を丹念にトレースしつつ三期に分けて論じて どまっているが、彼らの仕事の中に大正生ｉＡｾの特

いる 。 ￭ 明治 ＳＳ 年から大正 Ｔ 年を第一 ｊｾｉ とする 。 ｴ ｬＺを十分に読みとれるのではないだろうか 。

をこれほど物語る歴史は他にないかも知れない 。 フェスティパルから市民運動の 11' 1' ニびかけまで 、36

6花かに、わずか 20年ばかり前にもどすだけで、こ のユニークかつ希望を与えるに充分な説科力 をも

の都市は世界に通用する魅力あるまちの姿になる った 徒系である 。 思いつきではない、 ｾ ￎｪＦ の各 界

水とともにつくられてきたことが術〈感じられる 。 のだ。町中に水路が縦横に走り 、 808紙どころか のエキスパートたちが何回も合宿までしながら、

そして最近の20数年間でl瞬間にして 50キロメート 1600を越える怖の上には市電が小気 l床よく走 って 1:1  由な 立場の一市民として椛だ、してきたプレゼン

ル以上の水際を失い同H寺に大阪の経済と文化も沈 いる光公がよみがえる 。 トでもある 。

j慌の途をたどったのだ。 回氾l にふけ っているだけでは 'J¥. 態は変わらなし、 。 とりあえずこの大都市を知るためにも、また、ま

水路跡は高速道路になり、期 4工場になり、一見「有 この本では終草に i 7)(1' HI 再生への提言」として水 ちへの愛治から出発するときどんなビジョンが拙

効利用 j されたかにみえる 。 しかし、その一方の ごころの者 ＱＱ 市 ＳＶｾ 十のアイディアを打ち出している 。 かれるかを受け止めるためにも、このー IfIrの本は 、

打 ｩ 失がどれほど大きかったか、今にして Ｇｾｱ［ まれる 水々しさをどうすればとりもどすことができるか 一つのスタートラインを示しうると言えよう。

のである。空間lにたずさわるものの責任の大きさ 税水都市にするための水辺演出の工夫、川あそび

組築と社会/ 1981年 2 ｈｾｽ＠ 25 
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ニュース j原稿をお送りください。

活のまち新しい世界一一 | 卜ピックス その 19

ポートピ7百11会場建設最後の追い込み

ＱＹＸＱ 年春開催 ｾＧｈ ｩＧ Ｑ ラ ｊｆ 情覧会 ｼ 田 中 直 人/ 倒神戸ポートアイランド博覧会協会事務局

東会渇

①テーマ館

② ｉ 見 ｨ 国ｾ｛ｌ力未来エネルギー館

③ソーラービラミ y ドの松下館

@MI NAMI t 1ラテ館

⑤国際 3 -I}fi i: 

⑥北食堂性T

⑦医l際 2 サfiii

③尖'r7 グループハビリオン ( グリーンエアドーム )

⑨ 日本アイ ・ピー エム. i 1' l 唐使館

⑪三菱未来館

⑪「ハートピア 」ー 水道ぴのハビリオン

⑫サンヨーソーラーリアム

。 ポートピアみどリ館

。サントリー 〈ウ才ーターランド 〉

⑬ 川鉄地球館

ポ ー ト ピ ア ' 81の 閉 幕 ま て ヘ あ と l ヵ月余り 。

会 場 内 の パ ビ リ オ ン や 各 サ ー ビ ス 施 設 も 、 ほ ぼ そ

の 全 容 を あ ら わ し 、 銭 る は パ ピ リ オ ン 内 の 展 示 内

装工事、食堂 ・ 先広告亭のテナントエ Ｇｊ ｾ 、各施設の

外 椛 工 事 等 の 仕 上 げ 、 ス ト リ ー ト フ ァ ニ チ ュ ア や

サ イ ン の 設 世 工tJ;; の み と な り ま し た 。

既に ＺＱｾ 来上が った 他殺では、 ｉｊｦｊ 拡の日を待ち切れ

ず 、 多 く の J.'!" 学者が訪れたり、 T V 中 継 が あ る な

ど 、 も う 早 く も 、 ポ ー ト ピ ア ， 81の 容 が 訪 れ た か

の 機 な 、 活 気 に 満 ち た 状 況 を 呈 し て い ま す 。

今 回 は 、 開 幕 を 間 近 か に ひ か え た 会 場 め 表 ↑ 16f を、

空 か ら な が め て み た い と 思 い ま す 。
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パンダ館及びパンダ広場

(; ; ;2fftJ?まちがってお ry ました・次のように訂正願います・プランターフラーースと パーコラとの写真)

是主制ヂ野 合 同 忘 年 懇 親 会

盛 会 裡 に 終 わ る

旧ろう 12月 12 日 倒 午 後 6 時 よ リ 、 新 装 オ ー プ ン さ

れた太| 悶悶迎貧館 3 階 の 豪 華 な ダ イ ヤ モ ン ド ル ー

ムにおいて、恒例の忘年悠親会をI l 日 1mした 。

よuっ た 方 々 は 、 関 西 に お け る 建 築 各 界 の 代 表 者 、

ＱＱ ＧＱＧ年中の ｩｬｬ 築クラブ ｾｖｊ 食会講師、東側 ｬ 名労会長、

坂 本 会 長 を は じ め 会 以 各 位 で 、 2501' ，に 述 し 、 な ご

やかに倣談、日放やノ〈ンド ｩｾＨ Ｇ｡の 相 ｉｉｉｊ に会以有志、よ

り1 I 竹られた景品 の 柑iせ ん を 行 な う な ど 、 愉 し い 雰

囲 気 の う ち に 午 後 811寺散会した 。 ( Y )



A B Cセンター構想

ザ・シンフォニーホール

A B Cセンターは、朝日放送本社、大阪タワー、

ホテノレプラザの三つの大規模建物で構成された街

区 で 、 都 市 生 活 に お け る 、 文 化 、 情 報 の コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン の 場 で あ り 都 市 の ロ ビ ー と も い え る 施

設ですが、今回、南側IJ に 隣 接 し た 敷 地 に A B Cセ

ン タ ー と し て 、 新 た に も う 一 つ の 建 物 が 着 工 し ま

した。

建物の名称、は「ザ・シンフォニーホールJ と称、し、

朝 日 放 送 が 昭 和55年 の 創 立30周 年 を 記 念 し て 若 手 [ A  B  C セ ン タ ー 案 内 図l

d し た も の で す 。 計 画 の プ ログラムは、 「良い音楽 1  . 朝 日 放 送 本 社

を 、 よ り 良 い 環 境 で 」 を モ ッ ト ー に 、 演 奏 者 に と 2. 大 阪 タ ワ ー

っても、耳車衆にとってもレベルの高い環境を目指 3  ホ テ ル プ ラ ザ

し 、 コ ン サ ー ト の た め の 専 用 ホ ー ル と し て 、 音 楽 4  ザ・シンフォニーホール

的 な 催 し の た め の ラ ジ オ 、 テ レ ビ の 公 開 ス タ ジ オ

と し て 、 設 備 、 音 響 商 の 機 能 に 重 点 を 誼 い た 、 多

目 的 ホ ー ル に は み ら れ な い 、 本 格 的 な 音 楽 ホ ー ル

として計画が進められています。

ホーノレは、オーケストラ・フロア- 800席、パノレ

コ ニ ー ・ サ ー ク ル 750席、アンバー・パノレコニ-

150席と、 3 段 の フ ロア ー レ ベ ル に 合 計 1700席 が

あり、 2 階 の パ J レコニー・サークノレ席はオーケス

トラ・プラットフ才一ムを囲んだ形に配置され、

全 体 と し て 、 円 形 劇 場 ( ア リ ー ナ ・ シ ア タ ー ) 形

式 を と っ て お り 、 ホ ー ル の 空 間 を 形 成 す る 要 素 と

して大きな、聴衆が、オーケス卜ラを中心にして、

お 互 い に 向 き 合 う こ と に よ っ て 、 よ り ド ラ マ テ ィ

ックな空間を目指しています。

ホワイエは、ホーノレの側廊として 4 、 5 、 6 階に

設 け ら れ た 他 に 、 ホ ー J レの階下部に 2 層にわたり

吹 抜 空 間 の あ る グ ラ ンド ・ホ ワ イ エ が 計 画 さ れ て

お り 、 演 奏 会 と し て 使 用 き れ な い と き に は 、 単 独

に 多 目 的 に 利 用 で き る 空 間 と し て 、 広 い ス ペ ー ス

が用意されています。( 大成建訟輸大阪支庖設計部)

所 在 地大阪市大淀区大淀南 2 丁目 3 - 3  

建 物 名 称 ザ ・ シ ン フ ォ ニ ー ホ ー ル

主要用途コンサートホールおよびラジオ テレビ公開

スタジオ

敷 地 面 積 3，221 m'

建 築 面 積 2，226m'

延 床 面 積 14 ，898m'

建 物 的 階 数 地 下 3 階、池上 6 階、搭屋 l 階

建 物 円 高 さ 軒高24m 最高部の高さ 36m

客 席 数 1，7001市

オーケストラ

・プラ y ト7 幅. 約20m 奥行. 約 12m

オーム 正面にコンサートオルガンを設置する予定

地下パーキング 約 200台を収容

話 計 施 工 大 成 建 設 株 式 会 社

音響設計石井聖光( 東京大学生産技術研究所教授、日

本音響学会会長)

大成建般株式会社技術研究所

工 期 昭 和55年 7 月~昭和57年 8 月

営業開始予定昭和57年秋

建物周辺気流測定法「風砂

法 J を 開 発 ~ 広 〈 特 許 姉 齢 開 へ ~

断 面 図

1. オーケストラープラット7 方ーム 7  グランド・ホワイエ

2. オーケストラ・ 7 ロア- 8 グリーン ・ルーム

3. バルコニー ーサークノレ 9 パーキング

4 アッパー・バルコニー 10. エントラ ンス

5 ホワイエ 11 . コロネード

6 . 7ーティスツホワイエ

い 粒 状 の 測 定 材 を 風 洞 内 の テ ス ト エ リ ア 床 面 上 に

敷 き つ め 、 そ の 上 に 建 物 の 模 型 を 設 置 し て お き 、

一 方 向 か ら 吹 か す 風 に よ る 測 定 材 の 飛 散 現 象 か ら 、

建物周辺の風向、風速などを測定するというもの。

この新しい測定法の場合だと、 1 風 向 に つ き 約 20

附 竹 中 工 務 庖 で は 、 建 物 周 辺 の 風 向 、 風 速 、 風 圧 、 分 程 度 で 測 定 で き 、 建 物 周 辺 の 風 の 状 況 を 1 週 間

それ等の苦しれなどを測定する方法として、砂の飛 以 内 で 予 測 す る こ と が で き る 由 。 こ の た め 、 竹 中

散 現 象 を 応 用 し た 「 風 砂 法」 を 開 発 、 昭 和55年 2 工 務 底 で は 、 今 後 「 キ ャ ン デ ィ ス J ( CANDI S =  

月 特 許 登 録 を 受 け た が 、 こ の 方 法 の 有 効 性 が 非 常 コ ン ビ ュ ー タ に よ る 企 画 設 計 シ ス テ ム ) の サ プ シ

に 高 い こ と か ら 、 こ の ほ ど 広 〈 特 許 実 施 権 を 許 諾 ス テ ム で あ る 風 環 境 予 測 シ ス テ ム と 同 様 、 こ の 風

し て い く 方 針 を 決 め た 。 砂法を設計前の企画段階て・大いに活用していくこ

開 発 し た 「 風 砂 法 」 は 、 あ る 径 と 比 重 を も っ 細 か とにしている 。

平 面 図

l  オーケストラ・プラ γ ト Ｗｾ ーム

2  オーケストラ・ 7 ロアー

3  バルコニー・サークル

4. ホワイエ

5  エスカレータ-

6  エレベーター
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風土と 建築シ リー ズ

自 然 発 生 的 建 築 を め ぐ っ て- 1 1 -
ヨド多友常

くら そ の 3

較 賓 の 緩 人 化

来 南 ア ジ ア に お け る 穀 鐙 の 擬 人 化 に つ い て は 、 岩 田 慶 治 氏 の 報 告 を

も う 少 し た ど っ て み る こ と に し た い 。 こ こ に あ げ る 民 間 伝 ゑ の 一 例

は 、 当 シ リ ー ズ ー 7 ー で も と り あ げ た 、 ロ ン グ ハ ウ ス に 住 む イ パ ン

族 の も の で あ る 。

ウ7 ・7 ン ギ ー に 住 む イ パ ン 族 の 村 び と に よ る と 、 ス マ ン ガ ッ ト

バ デ ィ ( 稲 魂 ) に は 三 種 あ る 。 そのーは、父稲( あるa いは稲魂の父)

でクラーガン ・アパイ ・バディという。そのこは、母稲( 稲魂の母)

て' バディ・プン・プティアンという 。 そ の 三 は 、 子 ど も 稲 ( 稲 魂 の

子 ) で ア ナ ・ス マ ン ガ ッ ト・バディである。ロンク" ハウスのなかで

も モ ミ は テ ィ パ ー ン と 称 す る 容 器 に お さ め ら れ 、 サ ダ オ と よ ば れ る

屋 根 裏 部 屋 に お か れ て い る 。 テ ィ パ ー ン の な か に は い っ て い る の は

母稲つまりバディ ・プ ン と 子 ど も 稲 つ ま り ア ナ ・ス マ ン ガ ッ ト ・バ

ディである 。母 稲 は つ ね に こ こ に と ど ま っ て い て 外 へ 出 る こ と は な

い。 そ こ で モ ミ 播 き の と き に 焼 畑 耕 地 に 播 種 さ れ る の は す べ て 子 ど

も稲ばかりである 。子 ど も 稲 が そ こ で 生 長 し て や が て 父 稲 に な る 。

父 稲 に な っ て 収 穏 期 を む か え 、 刈 り 取 ら れ て ロ ン グ ハ ウ ス に 運 ば れ

る。 そ こ で テ ィ パ ー ン に 収 め ら れ 、 父 稲 と 母 稲 と が 出 会 っ て た く さ

ん の 子 ど も を 生 む。稲魂にもまた、人間とおなじように男女があり、

父 母 が あ り 、 子 ど も た ち が あ る 。 それはアニミスティ ッ クな精霊Eと

し て 扱 わ れ て い る の で は な く 、 人 格 化 し て 取 り 扱 わ れ て い る 。

ここで注目しておきたいのは、精霊Eが 人 間 と 同 じ 屋 恨 の 下 に 同 居 し

ているということである 。 精 霊 の 人 格 化 は 、 そ の 住 居 も ま た 人 間 の

住 ま い と 並 列 的 関 係 を も ち な が ら 神 聖 化 さ れ る こ と を 意 味 す る 。 そ

し て そ こ に は も は や 単 な る シ ェ ル タ ー と し て の 人 聞 の 住 ま い を 越 え

た 、 神 聖 な る 住 居 へ の 志 向 が 内 在 し て い る と い え る 。精霊の名のも

と に 神 聖 化 さ れ た 理 想 的 住 ま い へ の 志 向 は 、 日 常 の 住 ま い が た と え

どのように貧相ではあ って も 、 彼 ら に と っ て の ユ ー ト ピ ア を つ な ぎ

と め て お く 写 像 と し て 働 ら い て い る は ず で あ る 。 写像なるが故に、

精密の宿る倉と、人聞の住まいのあいだにはアナロジーが発生する。

それは雨つゆをしの〈・目 的 と し て の 共 通 性 を は る か に 上 ま わ る 必 然

性 と し て は た ら く に 逃 い な い 。 我 国 で は 、 伊 勢 神 宮 に み ら れ る 唯 一

神 明 づ く り が 、 蓋 然 的 に で は あ る が 、 こ の あ た り の こ と を 良 〈 物 語

;. L h  O) ム( : .

っているといえよう 。 皇大 神 宮 ( 内 宮 ) 神 域 に 建 て ら れ た 御 稲 御 念

んし

は 、 神 宮 神 田 か ら 収 穫 し た 抜 穂 の 御 稲 が 納 め ら れ 、 守 議 神 で あ る 御

れ 例 J， : .，" のム 2  )  

稲 御 念 神 が ま つ ら れ て お り 、 人 格 神 と し て の 天 照 大 神 を ま つ る 正 宮

と と も に 、 唯 一 神 明 造 の 特 徴 を 共 有 し て い る こ と は 、 あ な が ち 偶 然

の一 致 と は 言 えない 。 む し ろ 穀 物 倉 と 、 住 居 の 純 化 さ れ て い っ た 極

、(ヲ; 11，- 1  )  

の 機 態 が 現 在 の 姿 で あ る と 考 え る 方 が 自 然 の み か た で あ ろ っ 。

くらの擬人化

さ て こ の よ う に 神 観 念 の 推 移 に よ り 、 擬 人 化 さ れ た 精 霊 な り 神 な り

が 家 を 必 要 と す る と い う 連 恕 に お い て 、 穀 物 倉 が 住 ま い と の ア ナ ロ

ジ ー を 獲 得 す る 過 程 に つ い て は あ る 程 度 明 ら か に な っ た と 恩 わ れ る

が 、 こ こ に も う 一 つ の 擬 人 化 の 方 向 を 忘 れ て は な ら な い 。 それは、

人 聞 を 一 つ の 小 宇 宙 と み な し て 、 も の を 入 れ て お く 器 と し て の 、 く

らそのものを擬人化する方向である 。収納されるものの人格化と、

収 納 す る 器 と し て の 擬 人 化 は 、 同一 平 面 上 で 論 議 さ れ る べ き も の で

は な い の か も 知 れ な い が 、 倉 に 人 間 の 顔 を 描 い た り 、 装 飾 を ほ ど こ

し た り 、 あ る い は 倉 そ の も の を 人 聞 の 形 に っ く り あ げ る こ と に よ っ

て、華i号室Eを 宿 ら せ る ま じ な い を ほ ど こ す と い う 点 で は 、 共 通 し た 再

生 、 盟 餓 へ の 願 い が 込 め ら れ て お り 、 住 ま い と の 関 係 を 見 逃 す こ と

は 出 来 な い 。 そ も そ も 倉 は そ の 機 能 と し て 、 通 風 、 防 鼠 等 の た め に

小 規 模 な ピ ロ テ ィ 形 式 を も つ こ と が 多 い こ と は 以 前 に 述 べ た が こ れ

を 足 に た と え て 人 体 へ の 連 想 へ と 延 長 す る こ と は 、 ご く 普 通 の 人 聞

の認識ノマターンであると考えられる 。 ポ ル ト ガ ル や ス ペ イ ン の 北 西

昔11で 出 会 う こ と の 出 来 る ピ ロ テ ィ 型 の 倉 に は 、 そ れ ぞ れ ホ レ オ ( ho-

28  

((附竹中工務庖大阪本宿敵計部設計課)

r r eo ) や エ ス ピ ゲ イ ロ ( espi guei ro) と呼ばれる特徴的な造型をも っ

た も の が あ り 、 夜 間 散 歩 を す る と い っ 民 間 伝 承 が あ る と い う の も ご

く 自 然 の 話 な の で あ ろ う 。 こ の ト ウ モ ロ コ シ 倉 に ど れ ほ ど の 宗 教 性

が 込 め ら れ て い る か は 不 明 だ が 、 多 く の も の は 切 婆 の 先 端 に 十 字 架

を 頂 き 、 土 活 性 と 融 和 し た 神 聖 を 感 じ さ せ る 。 お そ ら く 、 こ の 地 方

の 民 家 に 見 ら れ る 石 柱 の ピ ロ テ ィ 型 ベ ラ ン ダ も 、 こ の 穀 倉 と 何 ら か

、(: tj : 再 ー 2) ( 存 証 - 3 )  

の 関 連 を 持 っ て い る と 見 て 間 違 い な い と い え よ っ .。

さ て こ の よ う な 擬 人 化 に つ い て の 資 料 を 多 く 提 供 し て く れ る も の と

し て 、 ア フ リ カ の サ ハ ラ 砂 漠 南 縁 に 広 が る サ バ ン ナ 地 帯 に 目 を 移 し

てみよう 。 このあたりではさまざまな形態をも った 穀 物 倉 が 見 ら れ

る こ と は 前 に 述 べ た が 、 こ の 中 に も 強 〈 神 観 念 と 結 び つ い た 造 型 を

保 って い る も の が 多 く あ る と い わ れ て い る 。 な か に は 保 護 、 生 成 に

か か わ る く ら の 母 性 を 潜 在 的 な 造 型 原 理 と し て 、 生 地 器 を シ ン ボ ラ

イ ズ し て い る と い う 解 釈 が 成 り 立 つ も の も あ る よ う で は あ る が 、 そ

れ ら は む し ろ 観 察 者 の サ イ ド に お け る 議 論 で あ り 、 住 人 に と ってど

れ ほ ど の 意 識 的 な 文 脈 と し て 一 貫 し て い る の か に つ い て は 、 注 意 深

( 先 H号 写 真 一 7 )  

い 観 察 が 必 要 で あ る と 言 わ な く て は な ら な い 。私たちはここで、く

ら の 後 人 的 性 格 を も っ 例 と し て 、 カ メ ル ー ン 北 部 山 岳 地 帯 に 住 む

Fal i 族 に つ い て の 報 告 を み て み る こ と に し よ う 。 以 下 は Pr i mi t i ve

Ar chi  t ect ure より抜粋して観訳してものである 。

Fal i 族 の 人 々 に と っ て 、 土 地 や 、 家 や 倉 l立人体に関連して理解され

ている 。 彼らは 4 つ の グ ル ー プ に 別 れ 、 そ れ ぞ れ が 東 西 南 北 に 位 置

づ け ら れ て い る と 考 え て い る 。 各 グ ル ー プ の な か で は さ ら に 細 分 化

が な さ れ 、 左 右 対 称 や 対 面 の 規 則 を 保 ち な が ら 配 置 が 決 め ら れ て い

る。 ( 大 地 は 4 つ の 部 分 : 頭 、 胴 、 手 、 足 に 分 け ら れ て お り 、 中 心

は生殖穏によ って象徴されており、) 宇宙的な秩序は、各グループを

代 表 す る 小 宇 宙 と し て の 4 人の人聞が、生殖行為の姿をと って 各 ポ

ジショ ン をキ梓成する 。

す べ て の リ ア リ テ ィ は こ の よ っ に 人 体 を 対 称 と し た ー 速 の 脈 絡 の 中

で と ら え ら れ て お り 、 住 居 は と く に こ の よ う な 読 み か え が さ れ や す

く 、 男 性 と 女 性 、 あ る い は 亀 と か え る と い っ た よ う な 相 互 関 係 の う

ちに、全体からキUI 膏11に 到 る ま で が 秩 序 だ て ら れ る 。装 飾 も ま た す べ

てにわた って 擬 人 的 な 説 明 が つ け ら れ て お り 、 家 具 、 祭 壇 、 ふ い ご

式 炉 か ら 家 庭 用 品 に ま で 及 ん で い る 。 な か で も 穀 物 念 は そ れ ら の 枢

軸 的 存 在 と し て 擬 人 化 さ れ る 最 た る も の と な っている 。 こ こ で は 精

進 と 装 飾 的 要 素 の 有 機 的 な 結 合 は 、 人 体 に な ぞ ら え て 説 明 さ れ 、 総

築物としての外観や、内音11の 複 雑 な と こ ろ ま で が こ れ に よ って決め

4  )  ( 図 ー 1 )  

られている 。

まとめ

私たちはいくつかの例をたどりながら、穀物倉についてみてきたが、

世 界 中 に 数 多 く 広 が る バ ラ エ テ ィ に 富 ん だ か た ち に は 、 そ れ ぞ れ に

な ん ら か の 必 然 性 が 付 与 さ れ て 存 立 し て い る こ と を 知 った。 くらが

ある集団にと って の 歴 史 性 を 刻 み 込 む 絶 好 の 条 件 と な る こ と 、 あ る

いは住まいについての空間原理を維持し、体現してくれることは、

くらが神聖化される傾向にあることによ って保証されている 。 もち

ろ ん そ れ が あ る と き は 臼 の 誇 示 で あ った り 、 ス テ イ タ ス シ ン ボ ル で

あ った り と い う 複 雑 な 社 会 的 意 味 の 複 合 体 と し て 作 用 し て い る こ と

ま で を も 含 め て 考 え る な ら ば 、 ク ラ は あ ま り に も 多 く の こ と を 私 た

ちに 言寄りかけてきてくれていることを知らなくてはならない 。

スペイ ンで 見 た 酒 倉 と 一 般 住 居 の 空 間 的 似 姿 性 ( 5 月号参照 ) 、スイ

ス で 見 る こ と の 出 来 る シ ャ ー レ ー に 使 わ れ て い る テ ン ト ポ ー ル 型 機

造と 一般 住 居 の 構 造 ( 現 在 は そ の 発 展 型 が 多 い ) の 似 姿 性 ( 7 月号

参 照 ) な ど に つ い て も 、 風 土 や 、 技 術 的 側 面 に お け る 考 察 の 材 料 と

して私たちは見て来たが、より詳細! な検討にはより盟かな側面をあ

らわしてくれるのかもしれない。くらはものの貯蔵庫であると共に、

泣 か な 文 化 的 価 値 体 系 の 貯 蔵 庫 で も あ る の だ。
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指井工業大学教授

A Z  Inst i tute 環境計画研究所代表

松 下 良 一

日本住宅公団関西支社長

蓮 備 亨

京都建築事務所代表取締役

荒 川 治 徳

清水建段大阪支底建築技術部長

建築家教育は横学問として

建 築 学 は 、 学 問 て な い と い わ れ る 。構 造 等 専 門 分 野 は 別 と し て 、 特 に デ ザ イ ン や 「 建 築 」 と い う 総 体 は

色 々 な 学聞 の応用分野であると考えられるからである。たしかに建築とは何 か と 考 え る 時 に 、他 の 学 聞 の

よ う に 分 析 的 手 法 で は 解 決 で き ず 、 も ろ も ろ の 条 件 が 組 み 合 わ さ った 時 に お こ る 命 題 と し て 考 え な け れ

ば な ら な い。 だ か ら こ そ そ れ ら を 組 み 合 せ て 建 築 を つ く る 建 築 家 に は 広 い 分 野 の 教 育 が 必 要 な の で あ る 。

し か し 、 現 代 の よ う に 社 会 は 複 雑 ・多様化 し 、 各 専 門 分 野 も 発 達 ・ 多 様化 している中でこのような教育

を行うことは不可能に近い。

社 会 や 技 術 が 複 雑 ・多 様 化 す れ ば す る ほ ど に そ れ ら の 調 和 が 必 要 で あ り 我 々 の 安 定 し た 環 境 が 問 題 と な

る。 そ の 環 境 づ く り を 担 って い る 建 築 家 教 育 は 、 単 に 建 築 界 の 問 題 で は な く 次 期 社 会 の 問 題 で あ る 。

私 は 、 建 築 学 と は 横 学 問 だ と 考 え て い る 。従 来 、 学 聞 は 縦 に 深 〈 追 求 さ れ る こ と を 意 見 し た が 、 こ れ か

らの社会では各分野の学問を横につなぐ思想、や技術が必要なのである 。 こ れ を 新 し い 学 問 と し て 認 め な

け れ ば 、 公 害 や 住 民 運 動 に み ら れ る 矛 盾 を 解 決 す る こ と は 出 来 な い 。建 築 家 教 育 と は 横 学 聞 の 確 立 と と

も に 、 こ の 考 え の も と に 考 え 直 さ な け れ ば な ら な い 時 期 に 来 て い る の で は な い だ ろ う か 。 ( Y .  Y )  

泥棒との闘い

「ギー J i ガチャ ン」 と テ レ ビ ド ラ マ の 凝 音 と し て 団 地 の イ メ ー ジ を 出 す た め に 、 使 わ れ て い る 中 高 層

住宅の玄関ドアーのことである 。 公 団 住 宅 発 足 か ら 25年 も た つ が 、 ま さ に 泥 棒 と の 闘 い で あ った。

ド ア の 覗 き 窓 は 当 時 カ ー テ ン 付 の 小 窓 (2 5 - 15cm) であ ったが、 l Ocmx  5  cm位の鉄蓋付の小窓となり、

更 に 現 在 で は 魚 眼 レ ン ズ の ア イ ス コ ー プ に な っている 。郵 便 受 も 簡 単 に 針金 で ノ ブ を あ け ら れ 、 裏 蓋 が

大きくなった 。 又 ド ア に は 牛 乳 受 箱 が つ い て い た が 、 足 で 簡 単 に こ わ さ れ る の で 廃 止 に な り 、 壁 付 やパ

イプシャフト内に納められる様になった 。 シ リ ン グ ー 錠 は 性 能 と し て 素 晴 ら し か ったが、 ドア枠内蔵型

の も の は 含 し 合 せ 部 分 を ドラ イ パ ー で デ ッ ドロ ッ クがこわされるので枠面付きとなり 、 ロ ッ クのツマミ

も円形とな った。 更 に ド ア に は ド ア チ ェ ー ン が 付 け ら れ る 様 に な った。

本 来 甲 種 防 火 戸 と し て 、 防 火 区 画 の 機 能 を 果 さ な け れ ば な ら な い た め に 、 無 祥 で あ る が 、 最 近 住 宅 の 多

様 化 や 美 観 が 問 題 に な り 、 ド ア に も デ ザ イ ン 的 な 工 夫 が な さ れ る こ と は 結 構 で'あ る が 、 過 去 の 泥 棒 と の

こ の 闘 い の 歴 史 は 忘 れ て は な ら な い こ と で あ ろ う 。 ( R .  M )  

たとえ心、のゆとりだけて、も = 建築家貧乏論・耐乏論その 2 =

役 所 を 退 官 し た あ る 法 人 勤 め の 高 齢 者 が 、 夫 婦 二 人 だ け に な る と 茶 の 間 し か 電 気 を つ け な い し 水 道 も そ

う 使 わ な い 、 衣 食 住 で ぜ い 沢 を す る こ と も そ う な い し 日 常 の 生 活 費 は 随 分 軽 減 さ れ る と 話 し て い た 。 き

っ と子供さんが独立された直後であろう 。 成 程 と 思 い な が ら 優 雅 な 生 活ぶ りをうらやましく思 った。

建 築 家 は 百 姓 と 閉 じ く 老 齢 化 し て も 仕 事 は 出 来 る 。 百 姓 は 田 畑 に 出 る の は 健 康 の た め に 良 い と 、 定 年 制

が 無 く 何 オ ま で 働 ら こ う と も 自 由 で あ る と 。 全くも って 百 姓冥 利に登 きると真面目な顔 をして 言 う。農

家 の 家 計 は 苦 し い 昨 今 で あ る が 優 雅 な 心 の 持 主 で あ る と 思 う 。 と こ ろ が こ の 心 境 に 到 達 す る ま で が 大 へ

んである 。大 学 へ の 進 学 率 は 前 と 比 べ て 非 常 に 高 く な った。設 も 彼 も が 行 く か ら そ れ に 負 け じ と 進学 さ

せる 。 国 立 大 な ら ま だ し も 私 学 と な れ ば 多 大 の 費 用 を 要 す る 。育 て 、社 会 人 に す る ま で に ひ と 財 産 を 造

る く ら い 頑 張 ら な く て は な ら な い 。建 築 家 は 子 供 を 生 ま な い 訳 に は ゆ か な い か ら 耐 乏 生 活 に た え る 気 力

を 持 ち 、 夫 人 家 族 近 い 親 族 な ど の 全 面 的 理 解 と 協 力 を 確 保 し 得 る ほ ど の 人 格 者 で な け れ ば 到 底 成 り 立 た

ない。 先 代 が 美 田 を 残 し た か 、 食 う た め に 設 計 料 を 下 げ て も と 覚 悟 す れ ば 別 で あ る が。 ( T . R )  

検査なしによいものをつくる。 P A R T II 

建 築 に 用 い る 資 材 は そ の 種 類 ・量 共 に 膨 大 な も の で あ る 。一 つ の 建 物 は 2 万 種 類 ぐ ら い の 部 品 で で き て

い る そ う で あ り 、 コ ン ク リー 卜・ モ ル タ ル ・塗料 な ど の 部 品 と は い い が た い 流 動 状 の も の も 多 量 に 用 い

られている 。 い く ら お 金 と 時 聞 が か か って も よ い と い う の な ら 話 は 別 で あ る が 、 こ れ ら の も の 全 て を 検

査 す る と い う こ と は と て も で き な い 相 談 で あ る 。 そ こ で 検 査 を し な く て も よ い も の が で き る よ う に や り

方を改めるという Q C の 考 え 方 が 重 要 に な る の で あ る 。

既 に コ ン ク リ ー ト に は 、 全 て を 検 査 し な く て も 部 分 的 に 検 査 を し て 全 体 の 品 質 を 推 測 す る と い う Q C手

法 が と り 入 れ ら れ て い る 。 こ れ は 、 生 産 設 備 の 向 上 、 品 質 管 理 の 改 善 な ど で 悪 い も の が で き な い よ う に

なりつつあるからである 。 残 念 な が ら 、 現 在 の と こ ろ 全 く 悪 い も の が で き な い と い う わ け で も な く 、 今

後 一 層 の 努 力 が 必 要 と 考 え て い る 。

Q C の 先 進 国 と も い え る 鋼 材 メ ー カ ー で は 出 荷 す る 製 品 に は 品 質 の 証 明 書 ・ミルシートを添付し製品の

品質を保証している 。 そ の た め 建 設 業 者 の 方 の 検 査 は 殆 ん ど い ら な い よ う に な っている 。

こ の よ う に 考 え て ゆ く と 、 材 料 の 面 で は か な り 検 査 が 省 略 で き る よ うにな っているが、 鉄 筋の組立てと

か 、 モ ル タ ル塗 り と か 、 現 場 施 工 の 商 で は ま だ ま だ 検 査 が 必 要 な 状 態 で あ る 。 こ れ ら の 面 で の Q C 的 改

善 が 今 後 の 課 題 で あ り 、 一 つ つ つ で も よ い か ら や っていくのが大切と思う 。 ( H • A )  
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北 京 市 市 街 地 全 体 計 画 ( 北京町鶴市計画に関する考察の 図 5 ・39頁参照 )



北 京 の 都 市 計 画 に 関 す る 考 察

対北京城市規刻的凡点波想

清華大学建築学部都市計画研究室

中 国 建 築 学 会 「 建 築 学 報J 1980年 5 号より

訳/ 日中建築技術交流会翻訳グループ( 大下倉隆太郎)

最近、党中央書記局は北京市の将来の方針について 4 項目の提議

を行った。

←)  社会治安、秩序およびin徳気風に関して、北京市は全国の模範

とならねばならず、また世界的にも最も優れた都市たるべきこと 。

口 北京市の環境を改善し、緑化、衛生面を向上させ、山、水面、

文化財に恵まれた立地条件を利用して、北京市を美しく清潔かつ一

流の水準に達した近代的な都市に建設すること 。

国 われわれの首都を全国で、文化技術が最も発達し、教育水準の

最も高い都市とすること 。

(凶 7ii に富み栄え、市民の生活は安定かつ便利であること 。

われわれは中央の提議を- A 噴IJ に検討し、それに基つ'いて、北京市

の都市計画に対し、以下 6 項目 の考察 を提出する 。

1北 京 の 特 徴 中 き 首 都 を 全 国 の 政 治 お よ び 科 学 一 ¥

文化さらに観光の中心地とする。 1

北京は首都として全国の政治上の中心地である 。都市計画は党中

央や国務院など指導機関および外交関係などの活動の必要に応え、

全国民の重要な政治活動に関する要望を満足させねばならぬことは

疑 うまでもないが、さらに北京の特徴を活用し、全国の科学、文化

および観光事業の中心地となる べ きであ る。

理由を 3 点示す。

1. 近代的大国の首都として科学情報、経済管理、文化教育等知

識産業が果たす機能は、工業生産の機能より重大だ。例を挙げれば

東京は日本の情報の中枢をなし、全国の出版社の80% が集中し、首

都主要新聞 、 5 紙の発行量は全国の52% を占め、テレビ局は90% を

占める 。情報、ニュース処理が高度に発達し、文化教育が高度に集

Fやしている 。大学 191校、全国の49% を占め、その他、図書館、博

物館、美術館、劇場等の建築物も大変多い。フラ ンスの主要出版社

300 社中、 268社までがパ リにあり、夕刊新聞の81% 、週刊紙の78

% 、期刊紙の73% もまたノ マリに集ま っている 。図書館の数 170 、博

物館80、劇場70ヵ所を数え、この町での毎年の大学卒業生は 20万人

に達する 。 ロンドン、ワシント ンも類似である 。以上が物語るよう

に、 20世紀の後半、科学技術の急速な進歩が首都の性格をも大きく

変化させ、それが首都の人口を l 千万人のレベルにまで急増させた

原因のひとつとな った。われわれはこの点を教訓とし、過度の集中
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を防がねばならないが、かっこのことは首都が近代化 を達成する上

で避けることのできぬ必然的傾向であることも、認識しなければな

らない 。首都の科学、文化水準は国全体の水準を代表しており 、回

全体の経済、文化、科学技術を向上させる牽引力となる。

われわれの現在の水準は一般的にまだ低いものの、 北京の現況は

この点を物語っている 。

2  . わが国の歴代の重要な都はすべて全国の文化並びに国際往来

の中心地となった。たとえば唐の長安は全国の教育の中心である因

子監、学術の中心である弘文学館、最も豊富な蔵書を誇る図書館の

弘文殿等を備えていた 。盛唐期には各地から学者が集まり、その中

には外国人の姿も多く見られ、人口は 100 万人以上に達し、当時の

世界で最大の都市とな ったのであ る。

3  . 北京地区には美しい風光の地も、文化遺跡もあり、今後の経

済発展、交通の近代化、および郊外景勝地の開発に伴い、観光事業

はさらに発展すると思われる 。これはわれわれの祖先が残してくれ

た- Ctい文化遺産であり、かつ大きな社会的財産であり、これを十分

に認識し活用することがキーポイントであろう 。たとえばワシント

ンの歴史は 200 年に満たず、古蹟も少ない。 しかし観光事業の発展

に力を注ぎ、経営に努めた結果、ワシントン中心部は美しく清潔で¥

絵のような眺めであり、内容も豊かなので、毎年 2 千万人もの観光

客が訪れ、そのうち外国人旅行客は 150 万人に上る 。パリは歴史的

大都市であり、観光客も大変多〈、オルリ一空港のみとっても毎年

訪れる外国人観光客は 400 万人に達する 。

以上 3 点より見ても、 北京は党 中央の指示にあるごとく、 「全国

で文化、科学技術が最も進み、最高の教育水準を持ち J 風光明縮、

名所旧蹟に富む「美しく 、清潔で第一級の水準に達した近代的都会J

となるべきである 。そのために、以下数点を建議する 。

(1) 都市の人口と用地の構造、経済的構造、都市計画は北京に十分

適合し、北京の主要な 3 つの特徴となるべきであり、市内の用地は

各点における将来の発展を考え、余地を残さねばならない

(2) 観光卒業の発展は首都の財産であり、観光資源 、すなわち文化

財、古郎、名勝、および自然環境等の保護を十分に重筏し、人為的

破壊を防がねばならない

(3) 各種サービス業の発展に力を入れ、市民の使を計り 、経済の発

展、観光事業の促進並びに雇用の機会拡大を図る。

(4) 今後の工業は「高度精密、先端的」および市民へのサービス分

野へ発展するべきであり、北京地区に大面積の 、水、電力使用量の



も

大きい汚染物質を出す企業を建設してはならない。北京市内 ( とく

に北京城区においては ) 、周囲への影響が大きい既存のこの種の企業

を逐次郊外へ移転させ、十分に管理するべきである 。

2 市 区 の 人 口 捕 し く 制 限 し 都 市 建 設 問 合 理 的

に 拡 大 し 、 街 区 の 無 計 画 な 拡 が り に 行 政 が 追 い つ け

ないという現状を速やかに改変するニと 。

都市の規模を制限するための鍵は、人口増をコントロールするこ

とにある 。30年来、市区の人口 は 2. 5 倍、 400 万人に 達 した 。常時

滞在人口は、すでに 494万人以上にな っている 。市街地は 3 倍に拡

大して 340 平方kmとな った。このような規模はすでに大きすぎるの

か、今後コ ン トロール可能か、どうすれば計画的な発展が可能か、

等の問題が関心の的とな っている 。われわれはここに卑弘を披採し、

ご検討を請う 。

1. 市区の人口は厳格に抑制すべきであるが、増加は免れないの

で、市区人口変化の法則を研究する必要がある 。北京地区の総人口

に関しては、これを 1 千万人以内に抑制するという点で中央と市委

員会の見解は一致している 。 ポイントは市区の人口規模に関する考

え方て¥これについては各方面の意見が異なり、今後 700 万人に達

するとする見方もあれば、現在の 400 万余を保つべ きで、できれば

350 万人に圧縮すべきとの意見もある 。われわれは市区の人口は厳

しく抑制し、膨張しすぎてはならないと考える 。 7 - 800 万人に達

した市区 ( 国外では大都会だと呼ぶ) は、生活、交通、環境、安全

に重大な影響を及ぼすであろう 。 とは 言え都市には有利な条件が多

いので、どのように抑制してもやはり人口は増加すると思われる 。

原因を以下に挙げる 。

(1)  市区内の工業はすでに飽和状態に達し、 ( 新たな拡大はなくとも )

工業人口が大幅に減少するとは限らなし、。 と

いう のは近代化および生産性向上により労働

人口を縮小できたとしても、新領域、新業種

に吸収されるだろ う。

(2)  都市の科学技術、文教、サービス業、交

通運輸方面は今後大規模に発展し、かなりの

人口増を引き起こすだろう 。

で名前いニューヨークマンハ ッタン地区の l 人当たり 32m'に次 ぐ。

市区をとり上げて分析すれば生活用地、市政関係用地ともにはるか

に不足し、 l 人当たり用地面積を 5 0 %増して 115m'にしたとすると、

それだけで市区の総用地は 600附に達し、現状 340耐のほぼ倍に拡

大する 。外国の首都の例と 比較して、このくらいの範囲はとくに大

きいとは 言えない。 とりわけわれわれ10憶の人口を持つ大国の首都

として、大きいとは 言えぬであろう 。

3  . 霊要なのは、計画的、合理的に発展しスプロール的、彼動的

局面を打開すること 。大都市の規模を抑制し、合理的な配置を 研究

するというのは、全世界が共通して直面する課題であり、すでに少

なからぬ理論および実践がなされた 。たとえば衛星都市を作る、副

都心、高速道路の建設、緑地管を設置して抑制を行う等。 しかし実

際には有利な条件が生み出されると同時に都市は拡大していくこと

が多いのである 。 もとより資本主義経済の発展法則により引き起こ

されるものではあるが、また科学技術の高度な発展、経済の急成長

も大都市、とくに首都が絶えず拡大される重要な原因であることを

見過ごすことはできない。' したがって厳しい抑制を必要とするばか

りでなく 、予 ilJl J し難い要素のあることも考え、余地を残しておく こ

とが必要でーある 。都市計画に従事する者にと っては、あらゆる方策

を立て計画的配置に若手し、できる限り都市を計画的に建設させ 、

都会と郊外を有機的に結合して生物環境上のバランスを保ち、市区

を合理的、健康的に発展させねばならない。 また目下のつぎのよう

な被動的な局面を早急に打開せねばならない。抑制しようとしても

抑え切れず、発展させたいがふさわしい施策がなく 、長期の展望が

なく、広がるに任せ、近郊の燥地を蚕食し、数百平方キ ロがのっぺ

りと引き続いた 、いわゆる い大餅。になる 。北京市はまさにこの危

険に直面している 。この 100年来、西洋の大都市が無計画に膨張した

教訓をわれわれは他山の石としなければならない。

(3) 20年以内に北京の人口は自然、にかつオー

ト7 ティ ックに 150 万人増加すると予 iJIIJ され

る。そのかなりの部分は市区の人口増である 。

(4)  外国の例で知られるとおり、歴史上幾多

の多方面の機能を備えた首都は、科学文化水

準が高〈、 潜在的生産力を持ち、生活、政治

面で行き届いており、就職、就学の機会も多

〈、その吸引力が大変強いので人口増は避け

られない。

ロンドンおよび英国東南部地域計画

したがって世紀2000年には、市区人口を 500

万人前後に抑制できれば理想的と 言わねばな

らない。人口増がどのような形をとるか、真

剣な研究が必要である 。

2. 市区用地は、現在の 2倍に鉱大されね

ばならない。現在、北京市区の l 人当たりの

用地は 76m'で、外国の主首都と比べ最も少な

数本の「廊下J に沿う ように 発展 し、 数卜万

人.IJH見の街fi j 街地が、 中心部の人口を分散さ

せる「反舷i i J とtよる.

モスクワ
い ( ロン ドン 110 m' ，東京 107 m' 、平壌 110 ハ J  

中心 MH' " に接する 2 -1' の‘ ドj.r斜lに沿って 、5 つ 全fi j は、 8 総合[ 買に分;'mされ、各[ >( には，Ij ク

ラスのセンターがある.

m人ワシント ン 235m') 。 北京城内ではさらに の新fi j j.tr [>(>'i' 帯状に発展.

狭〈、 l 人当たりわずかに 37. 5附で、高密度 図 1 諸外国の首都圏計画
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3 北 京 天 津 唐 山 地 区 の 区 域 計 画 ( 広 域 ) の 角 度 よ

り北京の今後の発展を考え、戦時的見地から都市の

規模を抑制する 。

まず、区域計画を立てねばならない。北京および天津は華北平原

上の 2 つの特大都市で距離も近〈、その機能を分担できると考えら

れる 。塘j古新港は、北京天津の玄関であり、唐山は重要な石炭基地。

遼安は主な鉄鋼原料基地、北戴河と承徳は全国的な行楽地である 。

これらはみな、北京と密接なつながりを持ち、したがって北京の長

期計画は広〈大きく華北地区全体、少なくとも北京、天津、唐山地

区全体に着目し、統ーして工業、都市計画、観光、交通の配置、並

びに全体の水利、農業、林業、エネルギー源の発展計画を研究しな

ければならない。戦略的に北京、天津市の規模を制限すること 。現

在、世界の大首都はみな地域計画の角度から都市の配置問題を考え

ている 。 たとえば、東京首都圏はすでに一都七県を含むものとなり、

半径 150 km (総人口 3，346万人、総面積36，568k附) に拡大した 。 ロ

ンドンおよび英国東海岸地区は統一計画を作っている 。(図 1 )  

これはわれわれも啓発される点である 。ついで交通幹線を研究し、

比較的大規模な衛星都市( 人口 30- 50万人 ) を建設し、北京、天津の

規模を抑制する 。圏内、国外の経験に照らすと、衛星都市の規模は

10- 20万人程度では中心都市の人口を拡散させることができず、 30

- 50万人の中型都市とな ってはじめて設備水準も高まり、就職の機

会もふえ、互いに独立して存在できるようになる 。 目下東京、ロン

ドン、 パ リ等の新しい衛星都市の事例ではみな、 30- 40万人の規模

を持 っている 。わが国では人口が多いので、衛星都市の規模も少々

大きめになるべきである 。過去に北京ても、かなり衛星都市を計画

したが、形成しきれなか った。これは交通条件の不備、生産水準が

追いつかぬこと、規桜が小きすぎた等に失敗の原因があ った。何本

かの交通幹線を 設定し、数個の大規模な衛星都市 を建設し、かつそ

れらを前進基地として周囲の県、公社、小都市をも引き込んで弘、中

心都市を取りかこみ、大中小都市の結びついた都市綱を形成するこ

図 2 北京・天津・唐山( 京津唐) 地区の発展計画案

36 

立つであろう 。北京市の具体的情況から見れば、工業面では通県、

昌平、大輿、房山にはみなある程度の基礎があり、観光面では十三

陵、八達績のほかに密雲ダム、上方山、百花山、十波、東陵、西陵、

盟:山等に開発の可能性がある 。 とくに指摘すべきは、東南、天津に

向かう方向には有利な条件が多いという点である 。たとえば、交通

に関しては鉄道、道路、港があり、技術的、経済的には北京、天津

がそれぞれ後ろ盾となり 、生活上は両都市から近〈一般の人が行き

たいと思う所だ。 この交通幹線上に 2 つの衛星都市を発展させれば、

北京および天津の工業、人口 の分散に役立つと考えられる 。(図 2 )  

以上は公的恨拠に欠ける提案にすぎない 。国家計画委員会、建設

委員会より北京、天津および河北省関係部門と協同して首都圏計函

を研究するよう建議する 。これは都市の規模を抑制し合理的に配朝

する上で、根本的性格を持 った施策である 。

4 市 町 置 は 近 代 的 都 市 へ と 発 展 す る 必 要 叩 ¥

複数中心連合型に形成する。 ¥

近代都市計画学において、都市の構造モデル( すなわち都市の配

置形態 ) は重要課題のひとつとして、常に検討されてきた。その目

的は、いかに都市の近代的発展に適合したプランに形作るかの点に

あった。

単中心集中型構造から、多中心開放型構造への推移が当面の世界

各国大都市の発展の趨勢と 言える 。

単中心集中型構造は早い時期に発展したモデルで、多くの場合、

ある城塞を中心に同心円状に外へ広がり、環状路と放射路の交通系

統をなす。パ リ、モスクワがこの典型である 。都市人口の激増につ

れ都市面積は常に拡大し続け、自動車が日ごとに増加すると、この

タイプは対応しきれない。合理的発展を促し、交通が中心部へ引き

つけられるので、中心部が超高密にな ってしまう 。

多中心開放型プラ ンは上述の欠点克服のために考え出されたもの

で、以下の内容を含む。

ーに、集中している都市部を分解し、

各部を独立 させ、各中心をもたせる 。た

とえばモスクワ新計画では、大規模な緑

地帯で市区を 8 つの総合区に分け、 l 区

は 100 万人規模とし、各区に中心がある 。

二に、都市は同心円状に発展する ので

はなく、帯状にいくつかの方向に沿 って、

自由に発展する 。ワシ ン トン 2000年計画

は放射状長廊式プラ ン ( 図 1 ) である 。

デンマークの首都、コペ ンハーゲンの平

面全体は手のひらを拡げたように 、 5 つ

の方向に帯状に発展している 。

都市構造の形式はほかにも多種あるが、

多中心開放型が代表的であり、かつ大都

市の発展傾向はまさにこの方向と認めら

れている点、われわれに相当啓発すると

ころが大きい。

解放前の北京城は皇城を中心とした集

中式プラ ンだった。1950年に梁恩成、陳

占祥同志が北京旧城を文化の中心とし、

新たに旧城の西に新行政区を作ることを

提案した 。都市形態から見ると、この方



策は中心を 2 つ持ち、新旧二械を並べ連合させるというモデルだ っ

た。1953年に 「旧城を中心とし、改造と拡大を行 う」方針が定められ、

上述の提案は否定され単中心集中式配置で発展することにな った。

1958年、都市計画の考え方にもある程度発展が見られ、市区の中に

広い面積て酔田畑を残し、都市と近郊を結びつけ、ク'ループ分散式構

造に形成しようとする 。 この方針は正しか ったが、 ク。ループの規模

が小きすぎ、配置上は分散しすぎ、分区の中心を形成できなか った。

60- 70年代に都市計画は大混乱に落ち入り、町は無計画に発展、田

畑は市街化し、北部、西北部、西部はほとんど一面に宅地化した 。

その結果、家屋が密集し緑地が乏しく、交通は混雑という被動的局

面を生み、同時に郊外ではサービス施設が少ないので、人は相変わ

らず城区へ集中し続け、城区の混雑を一層増加させた 。

以上の経験を教訓とし、外国での発展傾向を鑑みて、われわれは

「多中心併聯式都市」構想、を提案する ( 図 3 、 4 ) 。基本的出発点と

して、

(1)  現在の北京の単中心集中式配置により引き起こされた被動的局

面を打開する 。

(2) 旧城区のウエイトを軽減し、政治および文化古蹟の中心地とし

ての特色を強める 。

(3) 旧城の四周に相対的に独立し、それぞれ異なる機能を持 った新

市街地を建設し、おのおのに市クラスの完備した副中心を設け、中

心区への依存を減らし、都市と郊外と の結びつき保ち、各区が一面

に連続してしまわぬようにする 。

(4)  主要交通幹線は、各市街区間の縁地帯を通し、スピード ア ップ

する 。

(5)  市街地には、発展の余地を残す。

具体的内容を以下に簡述する 。

1. 旧城を中心として域外、東西南北に 4 つの新市街区を形成す

る、こ の機能は、

図 3 ・北城区( 西北部を含む )

北京市市街地全体計画

は文教、科学研究を主と

し、政府機関も設置でき

る。北中軸総の先端は国

際体育館センターとする。

・西城区は国家機関およ

び軍務を主とし 、その外

側は工業地区。西南部は

工業、倉庫、対外交通を

主機能とする 。

・南城区は工業、倉庫を

主とする 。

・東城区は工業を主に

一部を外務用地とする 。

・旧城区は政治および文

化古践の中心地とする 。

各区では職住のパラン

国 側 スを取り、各区の聞には、

直三日 市クラスのセンタ ー 相当の農地および樹林を

臨掘調工業用地 もって分離し、各区の市

価皿圃倉庫用地 一級冨IJ 中心を、第三環状

仁二コ 工業以外の作業およ道路附近に計画する 。市

ぴ居住地区

V':'C'J 緑 地 街地は中軸線以北では、

E コ 清河を越えて北へ発展す
農 地

ると考える 。

2. 市区の道路交通系統は、原来の環状放射系統を基礎としてさ

らに、その機能を明確化する 。第二環状線と政射幹線数本とを各市

街およびそ の他地区の連絡路とし、速やかな通交を保証し、両側に

緑地幣を設けるべきである 。第三環状線は各市街区を結ぶ生活路線、

第四環状線は貨物運搬幹線とし、最も外側に道路を環状に設置し、

対外交通に供する 。

第二環状線の建設方式は、新たに検討しなおすべきである 。これ

は市区の重要な交通環状線で、現在すでに各所で立体交差が建設さ

れたが、沿線をどのよ うに作り上げるかは十分検討しなくてはなら

ない。われわれはまず外側を建設し、内側は| 日い家屋が密集してい

るので、建設を急がぬよう提案する 。今後改めて建設にかかる際に

は、かなり広い緑地帯を践し城区を囲むグリーンベルトとすべきで

ある 。第二環状線の両側には副路を設け、沿線の建築物の出入りは

すべて冨I j 路に通じ、高速路に直接通じぬようにする 。第二環状線沿

いの建物の内容、配置形式、地下設備、鉄道、および地下鉄駅との

，， 1. 1静青島 王小音曲

宝寺主ー

図 4 北京市全体計画槍造分析図
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関係等はすべて総合的に考慮、され、全面的に計画されなければなら

ない。

二度と前三門大街のような性格不明の両側に高層建築が密集する

廊下式の大通りを作ってはならない。これは自動車交通の発展によ

り、すでに過去の遺物とな っている。

3  . とくに近郊農地および樹木の保護 を重視し 、蚕食されぬよう

注意すべき で、これは都市環境生態バランス 、また戦時災害に備え

る上で重要な施策であり、かつ町への副食品供給基地で、もあるので、

法律で保護し 、場所によっては経済林を植林することも考えられる 。

郊外股村、人民公社の建設計画は都市の管理範囲内に繰り入れら

れるべきである。現状では、農村の建設はますます混乱しており、

土地使用の点では、浪費が目立ち、清潔でい美しい都市環境を形成す

る上で重大な障害となっているので、市政関係方面の注意を喚起し

なければな らない。

5 旧 城 部 分 の 改 造 に は 十 分 慎 重 刷 し 、 古 い 都 市 の 優

れた伝統を受け継ぎ、文化財、古蹟 を保護する 。

1. 北京旧城のプランとその成果を全面的に評価し、優れた伝統

を継承する 。北京は、 800 年に及ぶ封建時代の帝都であり、古代都

市計画の傑作であり、その成果は多方面に見出される 。整然、とした

碁盤の白状の配置、その働きが明確な道路系統、静かでゐ便利な居住

区の組織、変化に富む建築空間、起伏があり、リズム感、に富む輪郭

線など。 とりわけ中車曲線が縦に全体を貸さ、長さ 8 kmに達する。故

宮建築群が金碧に輝いて三海の緑水面に映るさまは、世界にも類の

ないものである 。この武重な文化迫一産が歴史をくぐり抜け、比較的

整った形で保存されているのは、なかなか容易なことではない。現

代の都市計画の立場から見ても、そのプランの手法の中には科学的、

合理的なものもあ ζ 。 とは言え、旧北京城は封建時代の産物であり、

現代の都市生活から見れば、少なからぬ矛盾を抱えているのは当然

で、いかにその精華を残しその特色を発揮しつつ、慎重に改造を進

め、近代化への要望に応じるかが重大な研究課題である 。

現在、国際的に見て、古建築の保護は建物一個を保存するところ

から、すでにその環境ぐるみ、あるいは一地区全体の保護へと進展

している 。たとえば1977年 3 月に決定されたノ f リ市区整理建設方針

では、 18、19世紀に形成された旧城の範囲内では地区別に建設原則

を規定している 。ある部分では完全に歴史的外観を残し、ある音[1分

ではスタイル環境を主主備して全体の統ーとハーモニーを維持し、ま

たある部分では、類似の建築物を建てることを許可するが、周囲の

環境を扱なってはならないとするなど。さらに旧区内での道路、広

場の改造に留意し、歩きやすいよう、また各種の交通を組織し直し

て現代的発展に適応できるよう、注意を払 っている 。同時に全体計

画と詳細な計画を別々に作成しており、大変参考に値する 。

北京市はこの30年、旧城の改造には少なからぬ経験を積んだ. 。た

とえば周総理が責任を持って行われた、北海大僑の改築は、団城

( 北海正門右側 の) と大橋の環境とが元来の面白を損なわず、かつ交

通事情を改善している 。天安門広場の改造計画は、広〈大衆にプラ

ンを募 って比較し、総体的に見て良好と 言える 。 しかし失敗の教訓

も多い 。仔IJ を挙げれば旧城の城壁、城楼、堀等およびその他文化財、

古建築が破壊されたのは大変惜しまれる、名勝古蹟の周闘の環境が

破壊された例に至っては、なお多数にのぼる 。結論として、旧北京

城プランの成果と伝統を全面的に分析し、良し悪しを判別し、並び

に今後の発展に基づいて改造の方針と方法を決定することが重要と
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考える。

2 . 旧城区の問題の核心点は、過密にあり、改造は分散に主きを

置 き、新しい計画を追加してはならない。旧城区は北京の* 青撃であ

ると同時に、目下は矛盾の焦点でもある 。核心は過密にある 。62km'

に 180 万人が住んでおり、 l ヘクタール当たり 304 人、崇文区では

さらに過密で 1 ヘクタール 368 人に達する( 東京では 144 人、 パ リ

247 人、ニューヨークのマ ンハッタン 地区で 312 人)。 住居の狭さ

ばかりか交通も過密となる 。全市に対する商業 ・サービス業、文化

娯楽設備が城区に集中し、主な名勝古蹟も城区にあり、交通マヒを

引き起こし、人であふれる 。過密を理由に、ある者は高層建築を数

多く建てるよう主張し、ある者は古建築を修Ij し、庭園を破壊し、文

化財の環境を破壊し 、古都市は重大な危機に直面している 。

このような過密を生んだ原因はいろいろあるが、ひとつは城内に

置く必要のない機関単位が多すぎること 。第二は 1958年来沢 山の工

場が建てられ、なかにはまだかなりの害 をなすものがあること 。第

三には郊外では生産設備に生活施設が伴わず、かなりの労働者は相

変わらず城区に住み、交通の混雑を増している 。第四に公共施設が

城区に過度に集中し、住民を引 きつけ、転出したがらない原因とな

っている。

潜在的だが一層重大な危機が、一種の誤 った概念と現在実際に行

われている一種の的はずれな| 日城改造政策の内に潜んでいる 。一般

の住宅を取りこわして高層建築を建てれば、改造と言える 。これで

旧城の問題解決の糸口であるかのように思える 。 しかし統計によれ

ば、近郊に住宅を新築するなら 1 m'当たり 300 元であるが、城区で

1  m' を建てかえると 800 元必要となる。旧城内にはほかに公共建築

物を建て、道幅を拡げ、緑地帯を増さねばならない。 このような用

地を除 くと住宅改築用に使える土地はわずか20附に満たない。恐ろ

しく高い代価を払 って、しかも当面の急務を解決できるわけでもな

い。むりやり解決を図れは¥古都市の文化財は取り返しのつかぬ損

失を蒙ることになろう。前三門の改築の教訓|を真剣に取り上げるべ

きである 。 旧城はその上、特殊な位置、歴史条件からどうしても政

治および文化古蹟の中心地たるべく保証されねばならないので、断

固として分散移転の立場に立たざるを得ない。

したがって以下の数点を提議する 。

(1) I日城区内にある工業を調整圧縮し、周囲を汚染し、市の美観や

文化財を損なう工場は転出させ、し っかり管理する 。

(2) 北京は政治の中心地であるが、かと 言って行政機関が一切城区

内にひしめき合わねばならぬといっ意味ではない。域内にある必要

のない国家機関および所属単位は断固として城外に移すべきである 。

これは城区の人口削減に大きく作用するだろう 。国家機関はまず先

頭に立たねばならない 。仕事場を移さず、住民のみを移転させるの

は困苦佐である 。

(3) 城区内は厳格に規制l し、新たな機関や科学研究・生産施設を増

設してはならない。

(4) 城区の商業 ・サービス業は人の流れが極度に集中せぬよう、そ

の規模を抑え 、郊外に大規模かつ設備の整った商業中心地を建設す

べきである。

(5) 逐次条件を整え、城外の工場で働〈労働者はできるだけ早〈転

出し、新城区の工場附近に住居を移すべきである 。

3  . 城区に関する 詳細なプランをできるだけ早期に作成し 、城区

の改造の拠りどころとする 。旧城区には古蹟が多く、情況が複雑な

ので、全体的な計画がなければ当面の建設を指導することが難しい。

近年、外国の都市計画においては古い街区の改造に際して「市街地

設計プラン」を作成して土地利用、建物の階数、容積の規制、建物



の色彩、外観の規制、道路交通、公園緑化、市政関係工事等につい

て、さまざまな計画と説明をし、当面の建設を指導するに際して綱

領的な役割をする文書とすることの必要性を強調している 。わが国

ても 50年代にこのようなプランを作った例があるが、このような全

体設計図を持って指導に当たらないと目前の建設と遊離しがちなの

が欠点である 。北京旧城区の詳細なプランを早急に作るよう、提議

する。旧城改造の具体的案をつぎに述べる 。

(1) 政治 ・文化センターの機能を十分に果たせるようにすること 。

現在、北京中心部では緑地が不足し、わずかに北海、中山公園があ

るのみで、必要に十分応じているとは 言えない点に鑑み、中南海は

もともと三海の一部分で、なかには革命の先輩の故居や旧執務室が

あり、大衆の尊敬を集めているところでもあるので、できるだけ早

い機会に中 ・南海区を公園として開放し、北海とひとつながりのも

のとするよう提議する 。

中南海および北海西側の中央政府機関用地は継続して残し、さら

に西に向か つて発展して府右街を中心に近代的施設を備えた、静か

で便利の良い集中した中央区とするよう提議する 。 ( 各部分は地下

を利用して連結できる )

天安門広場は首都の心臓部であり、緑地を増し新しい内容を加え、

全国人民が憧れる政治の中心地をさらに色彩豊かなものにしなけれ

ばならない。東西長安街は適当に最も必要と思われる政府機関 ( 外

交、政法等) を配置する以外は、国家クラスの重要な文化建築を配

して広〈人々に奉仕し、豊かで活気のある生活の息吹きを感じると

ころとするべきである 。役所が林立してはならず、ましで外国の在

中機構を設置してはならない。長安街はあくまで民族的特色を保つ

べきであり、建物の高度は厳しく制限すること、とくに東単、西単

聞では注意を要する 。朝阜大通りは屈曲があり故宮、景山、北海等の

古建築物、公園と結びついており、全北京て設も優美な大通りであ

る。 さらに沿線には少なからぬ博物館等文化的建築物があるので、

その風格を損なわぬようにし、適当な文化的建築物を新たに加え、

伝統的特色をいかした文化的街路に形成するべきであり、交通幹線

にしてはならない。旧区の商業センターは前門外商業区を重点的に

発展させ歩行商庖街形式を保存 ( 西は琉璃廠から大概拒を経て鮮魚、

ロに至る ) する 。 こうすれば北京の伝統風格を保存て"きるばかりで

なく、近代的歩行者中心商業センターの原則にも合致する 。西単、

王府井、鼓楼は城区の束、西、北、各地区の副商業セ ンターとする

ことができ、また王府井と鼓楼は長期的には歩行商庖街に計画でき

る。その他、内環状線に沿 って北京の伝統スタイルで一級より小規

模な商業セ ンターを ( 数個所) 建設できる 。南北中軸線は全北京の

建築芸術織成の中枢の位置を保ちつつ北に向か つて発展させる 。中

ｾ国家機関用地

ｾ市クラス・ セ ンタ 一 周

[ Q] 区クラス・センタ 一周

図6 北京市市街地主要機関および商業センタ一分布図

軸線を拡幅し、その両 jsJ j を緑化することは建築群を浮かび上がらせ

る効果があるばかりでなく、環境を改善し、広〈市民、観光客の要

望に応えることができる 。将来、北中軸線が形成されれば、一層の

美観を添えることになろう 。( 図 5 師図参照、図 6 )  

(2) 広々と交通便利な幹線道路系統を建設すること 。北京旧械は皇

城で隔てられるため東西の交通は不便で、南北主要幹線も元来の計

画では十分に広くない。南北方向では東単と西単の全域を貫〈二街

路を主要幹線とし、東西方向は地安門東西大街、両広路( 広安門か

ら広渠門に至る ) 並びに長安街を 3 本の主要幹線とし、広々とした

交通の流れのよい城区幹線網をつくる 。主要な交差は長期的には立

体交差とするよう考慮する 。 さらにこの基礎に立って現在の町並み

へ入り込む自転車道、歩行路を結び合わせ、伝統的格子状道路プラ

ンと近代交通の要求するところを、かみ合わせるべきである 。新幹

線道で区分された各区域は平均300- 400ヘクタールの完結した総合

区とし、なかに職業、生活空間を設置し、公共交通手段を設ける 。

国 鉄 道 ・駅

圏主要道路・立体交差

回 二 級 道 路

白 地 下 鉄

日 歩 行 者 用 道 路

図7 北京市市街道路系統計蘭

これは歴史的な北京の街坊組織を受け継ぐとともに、近代都市の要

求する居住区の規模拡大、総合区形成の理論にも合致する 。

新幹線道は商庖街( 地下商庖街も含めて ) 、地下鉄駅、公園、旧蹟

等の配置をさらに研究する必要がある 。(図 7 )  

(3) 現存の公園旧蹟を保後発展させ、花閣のように首都中心地区を

形成する世界で有名な首都には、中心部に比較的大面積の緑地を持

っているものが多い。市街地区内の緑地面積も広〈規定されている 。

北京市では l 人当たり緑地は 5 m'  ( 水面も含む ) にも満たず、その

上、気候が乾燥して砂ぼこりが多いので、緑地規定面積を拡大する

べきである 。現状を見るに、中心区には大公園、水面があり、得難

し、価値がある 。 また、城内には寺、古蹟、邸宅、小型の庭園が数多

く散在し、観光業の発展にと って貴重であり、時機を失することな

く応急に処置し、十分利用すべきである。城区の緑化は系統化すべ

きである 。全域を貫〈什利海、三海を主に、北はm平日宮、地壇、因

子監、南は龍源、天塩、陶然苧: を結び、第二環状路緑地帯干と城区の

圏外にある青年湖、動物園、紫竹院、王洲 i章、蓮花池、水碓湖、団

結湖、日壇、月壇等の緑地と水面を相E に関連づけ、緑地系統を構成

する 。城区の緑地面積をできる限り拡大すること、中南海の早期開

放を別にしても、什利海周囲を計画的に鐘楼、鼓楼と結んで北域部

分の重要な緑地帯に形成すべ きである。天安門広場、前門一帯も緑

化し、街路に沿った緑地帯を設けて天壇と結び、以前の前門から天

塩に至る「天街J のひろびろとのびやかな外観を取り戻すべきであ

る。重要な古践である薙和宮、白塔寺等は周囲に緑地を残して保議

区とし、天寧寺のように文化財、環境ともに重大な破壊を受け人々

を悲しませることのないようにしなければならない。旧域内の生活
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図 8 北京市市街地文化財およひ糠地務系統計画

図 9 北京市市街地建築高度区分計画

空間には小公園を増設し住民の日常生活の必要に応じるものとする 。

保存されている旧城南北の濠の両岸には広めの緑地帯を設ける、羊

を失って後艦を繕うにしてもまだ遅くはない。( 図 8 )  

(4) 北京の立体配置の特色を研究し、城区での建築高度を規制する の

北京旧城の立体景観には北京の特色があり、つまるところ「平面都

市」と言える 。故宮、景山、北海等の中心建築群がかなり高〈、そ

れを取り閤んで十数の望楼さらに域内の大建築、寺院等がリズム感

のある空間を構成し、北京の特色を形作っている 。解放後の新建築

は容積、高度その配置ともにみなバラバラで、うまく計画しなけれ

ば原来の環境を破壊してしまうだろう 。基本的には、低層区 ( 9 m 

以下) 、多層区( l 5 m以下) 、高層区 ( 4 5 m以下) の三高度に分ける 。

およそ皇城附近を低層規制区、南北幹線の両側を高層規制区、その

間を多層規制区とする 。幹線道では多層高層を取りまぜる 。重要文

化財の周囲ではさらに詳細な研究が必要でしあり、保護区域彩響の及

ぶ範囲を策定する 。 とくに故宮、景山、三海、天塩、銭楼、鼓楼の

周囲では厳しく規制し、北海並びに景山上より四方を眺める景観を

損なってはならない。( 図的 建築階数の設定は都市の人口密度、

用地の経済性、都市の外観、古建築保護等に関することであり、科

学的に分析し経済性を考慮する必要があるから、この方面を一課題

として専門的に研究する必要があると提案する 。

Ｖ 熱心に短期計画を遂行し、 Ｓ 年 ｾ Ｕ 年で少し向
果が現れ、 ＱＰ 年 ｾ ＱＵ 年でかなりの変化を遂げるよう

にする 。
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党中央が i 3年で小さい変化、 5 年で中程度の変化、 10年 - 15年

で大変化」の方法をとるよう提案しているのは正しいと思う 。千里

の道もまず一歩に始まる。短期計画がうまくゆかねば、長期計函は

空文と化すだろう 。外国でも短期計画は細かく具体的で、当面の建

設を指導するものでなければならぬと強調されている 。 この方面に

つき、提案する 。

1. まず市区の整理、維持、修理、美化、衛生等の仕事にカを入れ

るべきである 。費やす費用は少なく、なすべきことは多い。 また 3

- 5 年で効果が期待できる 。現代の都市は発展を続けている有機体

であり、都市の改造とは新しいものと古いものとを結びつける長期

に渡る過程である 。過去においては改造といえば、大樹英に取り壊

して大規模に建設し、面目を一新するというものだ った。 この方向

に進むべきではないし、まして巨額の資金、物資を支出する必要は

ない。 当面の急務は整理補修であり、たとえば公害の大きな工場を

移転させる、交通を阻害している硲路を広げ、市街衛生を改善し、

緑化、小公園の増設、商業網の整理、住宅地盤備、市政施設の増設

等である 。 これらは人々が最も早急に必要としているものであり、

費用は少なく効果は大きい。現在、各区、局では相継いで 3 - 5 年

計画を策定し、大衆もまた積極的である 。 これは全〈正しいと考え

る。

2. 短期建設はその重点を近郊に置き、集中的に配して大面積で

開発する 。北京は毎年、数百万平方米を新たに建設する任務を負っ

ているが、その大部分は近郊で行われる 。 ( 遠距離の衛星都市建設

は投資額が大きく、当分は開発が難しい。城内の大面積改造はより

非現実的である ) しかし現状ではほとんど分散して各自バラバラに

行われ、全体的な規模が小さい 。われわれは現行の制度をすぐ改め、

大規模で統一的に建設を進め、カを集中してーヵ所あるいは二ヵ所

の新しい市街地を建設するよう提議する 。高度、密度はいくらか高

くし、公共福利設備、および市政関連施設はさらに整え、交通も便

利にする 。 このやり方には多くの利点があるが、たとえば新市街区

が大規模で設備が整い、生活が便利となれば住民は移転を喜ぶ。域

内区の国家機関をいくつか宿舎ともども移転させれば、新住民にと

って仕事と生活が集中し便利であるばかりか、城区の人口を減らし、

空いた建物を城区内で調整活用すれば、建物をこわして、建て直す

よりず っと経済的と言える 。 このようにしてより効率的に新区域を

形成し、都市の外観を変えることができる 。新区の建設に際しては、

必ず統一的に遂行し、以前の封建的なそれぞれが自分の領域を守っ

て談らぬやり方は捨てなければならない。初めは投資額が高いが、

結局は経済的になるだろう 。

3  . 都市計画を法制化し、その権威性を高める。 30年この方、北

京市の建設は分散混乱し、強力な計画管理機構が欠けていた 。首都

計画は中央の指導者の参加する権威ある委員会を作り、その指導の

もとに建設方針を立て、プランおよび管理法規を作成、人民代表大

会の討議を経て法律化し、厳格に執行する 。市および全国の人民代

表大会は定期的にその施行を監督する 。

都市計画は一般民衆の側に立 って進められねばならない。首都の

科学技術の高さを十分利用し、各方面の人士の共同研究を呼びかけ、

また広〈市民の意見を取り入れるべきである 。 i計画神秘論」を打

破し、以前行われた重要な計画についての審議制、設計コンクール

制を復活して広〈衆人の智恵を結集して大きな効果をあげ、首都建

設をやり遂げるよう提案する 。 その他、さらにカを結集して「北京

志J および「北京長期計画」の作成に着手し、北京の歴史的特徴、

長期的発展の方向および、広範囲の計画について研究を集める必要

がある 。 ( 終 )
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訳 / 西 村 正 邦 (胸中原茂建築事務所取締初
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はじめに

中国建築のそり屋根の発生と初期発展の研究はいまだ

に充分なされていない分野である 。18世紀以来、外人著

作の最先端をゆく説明にも、そり屋根は天幕や草葺屋様

から発生したなどと滑稽な説がみられる 。 日本の伊東忠

太博士もかつて、このそり屋恨について論述しており、

彼は中国建築に対しては高い評価を与えてはいるが、世

界観と方法論の限界のため、そり屋根の根源に達しては

いない。さらに博士は英人ジェームス ・ファガ ッーソン

らの述べた構造理論説とか 、あるいは奇想天外なヒマラ

ヤ杉形象説に反対を表明し、博士自身は唯美主義あるい

は形式主義と解しているが、これもまた成立し得ない理

論である。英国のジョセフ ・ニードハム博士は象徴主義

の解釈に反対はしているが、惜しむらくはその科学的推

断も、なおいまだしの感があり、ただ後世の高梁形式が

そり屋根に合致している情況を紹介しているにとどまっ

ている。

「自然科学は思索に止まる限りその発展は仮説である J

とエ ンゲルスは自然弁証法で述べている 。私がここに提

示する考察は現存資科に基づく一つの仮説であり、われ

われは他の科学的な仮説と比較して一層深〈検討したい

と原買っているものである 。

1  )  そり屋根発生の時期とその形態

中国奴隷制時代の宮殿のような高級建物はもともと直

線三角屋根で、西周 ( B C  1100年 ) 時代に瓦の使用が始

まってからも屋根は、依然として直線三角屋根であった 。

文献によれば戦国時代 ( B C  400年) に小屋束( 梁の上 )

底 。南禅寺

会

が出現し、これにより従来の合掌式の下部を二重梁で受

けることが出来、小屋組の重層化が始まり、構造上そり

屋恨が生まれる条件が整ったといえる 。 しかし現在判明

している，戦国時代銅製建物模型はすべて直線屋根である 。

秦と西漢時代 ( B C  100年 ) の模型資料は非常に少なく

四川省合浦から出土した西渓銅器がわずかに実物模型と

して存在しているが、これも資料としては不充分であり、

これのみによ って当時のそり屋綴存在の有無を論ずるわ

けにはゆかない。東渓時代 ( A D  100年 ) の墓葬品には

当時の陶製建物模型が多〈含まれ、われわれに少なから

ぬ資料を提供してくれている 。墓主の身分からみるにこ

れらの建物模型の大部分は、官僚地主の荘園、住宅を模

したもので、最高級の内容とは 言い難いが、しかし当時

の様式、工法を比較的詳しく伝えていると 言 えよう 。

現在われわれの知る限り、そり屋娘を示している最も

古い材料とは 1930年代末、旅順南 山里の東 j英墳墓から出

土した陶器である 。 これは当時の一般民家を表わしてい

るとみてよいが、そこには直線そり ( 折れ曲がり ) がみ

られる ( 図ー 1 )。 解放後、四 川省牧馬山東 j莫墳墓から

発見された二層の陶製模型はなだらかなそりを画いてお

り極めて注目すべき資料である 。南北朝 ( A D  450年 )

の石窟寺の彫刻と壁画に現われてくる建物のほとんども

やはり直線で、ごく一部にそりが見られる 。例えば竜門

古陽澗南壁の北貌時代 ( A D  380年 ) の殿堂式例壇の屋

根はそりを有しているが、極先端は水平直線で軒先端の

そりは見られない ( 図ー 2 )。 竜門主E花洞南壁にある 北

貌時代のレリーフは凹面四柱造りで、極先端ラインは直

宋 。普何聖母殿

"JI ・長陵殿
吋f ・故宮太和殿

図- 4 唐から清に至るそり屋根カーブの対比

J  

図- 1 旅JI慎南山里東漢墓出土陶屋

図- 2 竜門吉陽洞南壁悌壇屋根

図- 3 竜門路洞北壁東霊童レリーフ
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線である。竜門路洞北壁の北貌レリーフの屋根も同じく つこととなった。

田商そりを見せている ( 図ー 3 )。 初期の合掌梁様式 l立直線三角屋根を決定付けたが材料、

以上石趨寺の資料はおおむね北朝建築の実情を反映し 工法上新しい要求を満足させることが困難となってきた

ているとみてよいが、この時期の屋根は、やはり直線屋根 ため、段階式に発展をみるわけであるが、技術の向上と

の方が多い。南朝時代 ( A 0  400年) の笑情は不明確で 相まって裳層と大屋根とが連結しここに折面そり軒様式

はあるが、割に早くから発展していたと考えてよい。随 が生まれたことはまことにロジックにかなったことと言

の資料からみると、そり屋根の流行が建築の様式標準化 ずえる( 図- 8) 。

の大きな要紫となった時期は、大体南北朝末期あるいは 西周時代以後、瓦が笠場し屋根荷重が増大するにつれ、

随朝統一後とみられる。 小屋組架橋の変革が促進された。東周時代末、逮続梁の

屋中艮面が直線からそり屋根へ発展するには庇、軒を支 上に小屋東を立てることが始まり、高梁様式に転じて以

える支持一一斗棋の発達一ーによるところが多いが、こ 来遅くとも東淡時代にはこの高梁様式の定着したことが

れは質の転化と断ずるべきものではない。この飛躍は丞 資料によって証明されている。四川省成都の「庭園J 壁

から質への変化過程て・あって、たまたまある優れた工匠 函によれば高梁工法が基本になっているが真東はなく、

の霊感による産物等では決してない。現存する実例に代 合掌と桁が結合されている過渡的な形態を示している。

表されるいくつかの断面を比較してみると、そりの曲率 ( 図- 9 )  

が大きく発展している こ とが容易に判明する( 図- 4 ) 。 そり軒の発生の時期的な問題については文献の上から

この一つの法則によれば、随、唐以前のそりはかたく、 推察することが可能である 。 i商都賦J によれば西1英首

後世になるにつれて吊鐙状のカープを形成している 。完 都長安の宮殿には、そり軒があって遮光と採光を促す。

成されたそり屋恨の小屋組は四点支持から十点支持等の と言うことが述べられており、遅くとも西渓時代にはほ

工法に分類されるが、四点支持が最も簡単なもので、小 とんどこの穫の建物が存在していたことを物語っている。

規模建物に多〈用いられている( 図ー 5 ) 。図ー 5 で分 春秋末期に著わされた「考工記 ・輸入」では馬車の屋

るように、この程度の簡単な架織にあっては屋恨下部と 根の特徴について* 上の方は立派に、庇は実用的に排水

上部の勾配がそれぞれ異っており、いわば折面となって はスムースに、雨だれは遠くに。と述べている。

いるが、これはそり屋恨の発展についての一つの流れを 西周から春秋時代( B  C  800- B  C  400年) において

明確に示しているとみてよい。 は現在そり屋根が創造されたという確かな証明は見当た

2  )  漢代のそり軒源流について らないが漢代の馬車像からみるに、この時代にもすでに

資料から考察するに渓代にはある極の成熟したとみて 似たょっな様式が存在していたと恩われる( 図ー 10) 。

よい屋似機式が認められる。それはいわゆるい段階式' あ 排水、視界、通風のよい馬車屋根を作った経験が、建物

るいは"ill 層式。と呼ばれる屋様である( 図- 6 )。解放前 屋被の創作にヒントを与えたことは充分考えられる。合

に国外に散失した淡代の陶器も同じく二つの勾配を持つ 掌梁様式において「上の方は立派に庇は実用的に. . . . . . J  

上下二段の霊層屋線形式を示している( 図ー 7 )。 に至る最も簡便な方法は段階式の軒先を上方にそらすこ

実物に近い出土陶製模型を考察するに、これらの手工 とであろ 7 。このようにしてみると、そり屋根が秦朝以

芸品の屋線上下の比例については明確な規準はないが上 前に出現していた可能性を排除するわけにはいかない。

部の勾配は大きく軒部の勾配はゆるく、軒先端がそり上 塗か二千年以前、我々の労働先達は「立派に E 水はけ

っていることが認められ る。 これは当時の高級建物が係 よく J を認識して、上部大屋根の勾配を急にして雨水流

用した初期のそり軒様式とされている。 速を早め、下部屋被勾配をゆるくして雨水の落下角度を

そり粁が発生する以前の高級建物にはすでに二重軒機 大きくしているが、これは誠に科学的な発想であり、勾

式が流行していた。特に興味をそそられるのは初期の直 配の異 った 凹曲屋根函を結合させた排水処理は鮮かとい

線二重軒と段階型そり軒との間にある種の関連性が表わ つはかない。この理論は当時の馬車屋根デザインから発

れていることである。もし二重軒の上下の聞の距離を縮 展させて排水をうまくこなしただけでなく、建築科学上

めればとりも直さず* 段階式仰を形成することになる。 の意義を有している。つまりそれは折面そり軒様式が完

従って泌代め段階式折面そり軒様式の創造はその初期に 成した後さらに進んでそり屋根創作への科学理論の基礎

あっては、二重軒形式とその技術基礎の上に成立発展し となったことを意味しているからである。古文書にある

たものと大体において言い得ょう。 i水はけよく、雨だれは速くに ー... J ということは防水

春秋時代後Jtll の文献には、殿商の奴隷主の高級者の主 上からいえば、これほど立派なことはなくしかも直射日

たる屋敷には「重層」が採用されたーーと述べられてい 光を遮り採光を妨げないということでもある 。古文舎は

る。奴主主主の笑用的要求が高まるにつけ建物空間も絶え 中国古建築が科学的に極めて優れていたことを明確に記

ず寓〈大きく発展していった。 i かや議、土基礎」の技 録している。科学的な依拠に基くそり屋根は浅薄な形ず

術条件から言えば、一般的には極めはね出し( 軒の出) 主義論の解釈で説明出来るものでは決してないのである。

が少ないために、地中に埋め込んだ柱脚や壁下部を防水、 いわゆる段階式折蘭そり軒の、この美しい復合屋椴が

防j民的に保護することが困難であった。軒を深〈持ち出 形成され、それを生む条件が改革された後それは一つの

すことが可能となってからは、宮殿建築についてみると 様式として定着した。例えば南北朝時代では宮殿寺院建

屋被が大きくなり、軒が低くなってしまい、冬期日照と 築に常用されている。それは敦燈石窟寺の壁画にも現わ

夏季i扇風を妨げるばかりでなく、被統治者に対する威容 れている( 図ー 11 ) 。日本の法隆寺玉虫厨子の屋恨もま

的外観までが矧われるといっ結果を生んだ。そこで殿代 たこのそりを持っている( 図ー 12) 。この様式は中国と

では主屋根の周聞に低い防水庇屋根( 裳層) を設けるこ 日本の後期に至るまで存在した。 山西省の福昌寺大殿、

とによってこれらの矛盾を解決したのである。また一方 日本が平安朝 ( 唐末~南宋 中期 ) に採り入れた様式によ

土基礎が煉瓦、石等に替り柱脚の防湿性が向上するにつ って再建した京都御所紫笈殿等はすべて この極の昼線機

れ、軒、庇の持っていた防水使命は必然的に低下したが、 式によっている。

一方ではデザイン要求としての統治者権威の誇示に役立 高梁様式はおおむね黄河流域に始まり、多分原始竪穴
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の合掌工法から転化したと恩われる。賞桁工法は南方が ていないと言うことであり、当時そり棟がいまだ一般化

主流となり樹上生活の棚( 壁) 工法から発展したもので していないことを物語っている 。南北朝については目下

あろう。長江( 楊子江) 沿岸から発堀された湖北省竜械 のところそり棟存在の確かな例証はない。河北省定輿北

宮殿の遺跡をみるに商前期には早くも賞河、長江両流域 斉石柱の隅練の処理は向山太釜石門と閉じ扱いである( 図

の文化は交流していたことが判明している 。珠江流域と ー15) 。 これは木工事についていえば隅木はあるものの、

西南地区はやや遅れ、しかし遅くとも泰、漢時代にはこ 枕木がいまだ出現せず飛槍極はすでに使用されているも

11 

の地区と中原( 賞河中流から下流にかけての地域) の文 のの、極先端ラインはすべて直線水平である 。竜門、敦
図ー 11 敷燈296B北周壁画( 宮殿)

化は拡大交流されている。この交流の結果木構造の大発 娃石窟寺の資料の多くも極ラインは水平直線であり、わ

展をみたものである。 ずかに雲筒第 12溜、第 101 i l l の北貌殿堂式側担にそり棟の

本節では二重軒からそり軒( 折面) への転化が最終的 表情が現われている( 図ー 16) 。 こうしてみると北朝時

にそり屋根を形成する可能性についての概略を述べた。 代にはそり棟様式はいまだ一般化されていないが、南朝

当然ながらこれらの考察は当時の建築レベルを代表する ではすでに存在していたかも知れない。陥による統一後、

統治階級占有の高級建物を対象としたものである 。質量 遅くとも初唐にはかなり普遍化されていた様である 。西

の少ない一般建築においては、そり軒の構成も比較的簡 安の附墓発籾石絃( 附代陶屋) の縫ラインは、なだらか

単て¥ただ軒の先端を高くすればそれで事は足りた 。南 なそりを見せており、 「造営方式一一 1100年出版建築住」 図ー 12 日本法隆寺玉虫厨子

山里の模型 ( 図ー 1 ) は大体この情況を反映している 。 の内容によく似ており、質的に成熟していることに注目

そり軒発生の初期にあっては社会的、物質的条件として、 させられる。唐朝長安四年 ( 704年) に京1J まれた初唐を

柱脚の防湿の要求から軒を深くしなければならず、一方 代表する西安大雁浴門図の極ラインもやはり水平直線で

では遮光、採光、通風を満足させるため、さらには外観 あるが、同時代、同様地区の総徳太子主主壁画の楼閣は明

デザインとしても軒を深くすることが出来ないという矛 らかにそり棟を有している( 図ー 17) . 782年に建立さ

盾があった 。優れた中国古代の工匠逢はこれらの矛盾を、 れた南禅寺偽殿も完成されたそり練を有している 。 しか

急勾配と緩勾配のそり軒を編み出すことによ って見事に し都を速く離れた敦燈千偽洞や、ほとんど同時代の壁画 図ー 13 惰陶屋模型小屋組想像図

解決している。小規模の民家にあ っては、そり軒の矛盾 に表われている数多くの建物はやはり水平直線の極ライ

は大きくなかった。従って言えることは、そり軒は大ス ンである 。 そして唐末 875年の建立になる五台山偽光寺

パンの宮廷建築において肯定されたもので、それは幾多 大搬の稜ラインはすべて優雅なカーブを画いている 。 こ

の工匠遠の生活体験と造営実践の基礎の上に創造された れらの情況を総合してみると、下り棟のそりについては

ものである 。 いわゆる段階式 ( 重層式 ) の屋根は漢から 東j英にその初期を見出し、基本的には附あるいは唐代に

南北朝におよぶそり軒の高級形式であり、そり屋根形成 広ま ったとみることが出来る 。

発展の必然的なポイントとなっているのである 。 棟端の突起はそり棟より遅れ、そり棟の発達に伴 って

3  )  そり棟と様端突起 生まれたものである 。唐末併光寺大殿には著しい棟端突

初期のそり屋板，(折面を含み) の軒先端ラインは水平 起は見当たらないが、現存する北宋建築の実例には見る

直線であって、屋根面はすべて単一の曲線をなしていた。 ことが出来る 。前掲の「造営方式J はすでに棟端突起に

図- 14 梁恩成教綬スケッチより

‘ 漢明器三層楼閣'

後世に見られる隅軒のそりに伴う局部的な二次曲線が、 ついて詳しく触れており、遅くとも北宋末には全国的に

いつどのように形成されたかという問題も大いに検討に 普及し、高級建物には様式制定化されていたことが証明

値することである 。軒先( ライン ) が水平直線となる様 出来る 。

式は、唐代中期には定着していたことが、数燈石窟寺の 結局棟端突起は北宋の初期あるいはもう少し早い時期

壁画からうかがわれる 。 しかし先人達は漢代の石門や陶 に始ま ったとみてよい。北宋から消代にかけて成長完成

器にすでに下り棟のそりに似た様な点があり、それが最 された大屋根一一そり棟、曲線そり屋根一一発展の流れ

初の棟端そりの意味を持っていることに注目していた 。 は非常に明快である 。後世にな ってからは地域の違いに
図ー 15 河北省定興北斉石柱

笑はこれこそ隅棟そりの芽生えといい得るものであり、 より、そり率とかそり粁のあり方は大きな差を持つよう 一隅瓦の突起一

陶山太室石門の瓦にこの種のきざしがみられる 。 その工 になり、おおむね北方の標準式および江斯、徳建地方等

法としては隣瓦を高くすることであるが当時の瓦は比較 夫々奨 った方法、風絡を形成するに至 った。

的大きかったので、略上を向〈弧を画くことが出来た。 結び

そのほかに隅瓦と本瓦を高くすることもあり、例えば消 中国古建築の屋根とよく比較される西洋古典のドーム

華大学建築学科教授の梁恩成先生がスケ ッチされた漢明 やアーチは社会的原因以外に、石、煉瓦などの建築材料

器三層楼閣 ( 圏外散失) にみられる如きものである( 図 条件の元に始めて生まれたものである 。同様に中国のそ
図一 16ー 1 雲閥第101書偽壇

- 1 4 ) 。 り屋綴も独特の物質的、精神的な種々の条件を有してい

東 j築時代すでに高梁様式が行われていた技術水準から る。歴史上、長期にわたる試練を経て認められた優秀な

みて、当時の隅軒部の木工事にそりを持たせる工法が存 作品はすべて一定の技術と社会条件下の実用効能を前提

在していたことは疑いもないことである 。 その後さらに として、その両者を常に満足せしめていなければならな

発展して、下り棟曲線を構成するために棟柱の発生をみ い。古いことを繰り返したり、あるいは自己の伝統文化

図- 1 6 - 2  . 閥第12窟偽壇

るが現存実例からみるに、唐代には存在していたがその を放棄したりする誤ちは、すべて歴史遺産の学習と批判

後は用いられたことはない。 を欠いた結果である 。われわれは歴史的弁証法を噂重し、

東漢画と明器資料には早くからそり棟があり、隅軒の 唯物弁証主義、歴史唯物主義的観点およびその方法によ

瓦が変化する以前に棟端にそりに対する措置が施されて り、真面白に学習研究を行 って、建築発展のルールをま

いたことを示している 。そり棟の構想、は最初は瓦にょ っ とめなければならない 。 これこそが復古主義、形式主義

て表現されたが、本格的なそり棟は、下り棟木構造の発 を克服するのに役立ち、歴史の錯誤を断ち切り「古為今

達によるものである 。現存する東漢資料の多くは棟瓦の 周一一古いものの良いところを今日に生かす」ことにな

みを高くする方法であり、穫の先端ラインは水平直線で り、設計のレベルを、より一層高めることになるのであ 図ー 17 唐稔徳太子墓壁画

ある 。ーーということは木部の工法変化がいまだ発生し る。 訳注 。参考 文 献 伊 東 忠 太 者 東洋経築の研 究

一隅車干にそりがあるー
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施工材料の頁
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結晶化ガラス建材

加 藤 秀 夫

1  . ネオパリ工( 結晶化ガラス) とは

ネオパリエは 、 ガラス原料を高温( 約1400

.C) で溶解して製造したガラス粒子( 径 1-

7 弘) を、耐火性の型枠にしきつめ、 トンネ

ル炉で再加熱し( 約1 l 00. C) 、 ガ ラ ス 粒 子 を 融

着 さ せ 均ー な平板( 厚み約16弘 ) に し た も の

である 。 ガラス粒子は再加熱することにより、

融 着 す る と と も に 、 粒 子 中 に 微 細 な 針 状 の 結

晶を析出して結晶化ガラスとなり、色は透光

性のある白色に変化し、大理石に似たソフト

な感触をもっ材料となる 。

結 晶 化 ガ ラ ス と は ガ ラ ス と 自 然 石 の 両 方 の

性質をもっ材料であるといえる 。 ネオパリエ

は結晶化ガラスであるため、物理的強度は自

然石より数倍強く、板ガラスのように風雨に

さらされでも光沢を失わず、紫外 線や 太 陽 熱

により、反 ったり変色したりすることはない 。

ネオパリエの材料特性を 表 ー 1 に示す。

表- 1 ネオパ リ工の材料特性

特 性/ 材 料 ネオパ リエ

比 抵 ( g/ a d) 2. 7 

大理石 7EI 劫岩

2. 7 2. 6 

170 150 

0. 9- 2.3 0.6- 3.0 

2.1 2.0  

2. 8- 8. 4 4. 3- 6.1 

3- 5  5.5 

0. 19 0.19  

8. 0- 26. 0 5. 0- 15. 0 

1. 9- 2. 0 1. 8- 2. 1 

0. 30 0. 35 

10. 3 1. 0  

0. 30 0. 10 

0. 23 0. 25 

強 度 曲 げ 強 度 510 

Ｈ ｫｧ Ｏ ，αｾ Ｉ＠

圧 縮 強 度 1. 2- 5. 6 

( t/問。

シャルピー歯車強度1) 2. 5 

(岡 田/aJ )

ヤング! l ! x 10
5  

5. 2 

( kg/，開。

モー ス 6. 5 

比 熱 (SO' C ) 0. 19 

( co1/1:: )  

熱 膨 張f嘉数 6. 2 

(  xlO- 6月、ぬ~湖 t)

熱 伝 部 率 1. 4  

( K co V mh，t; )  

f更l.ft

ｰＮｾ特怜

l吸本E巨( %) 0. 00 

化 学 耐 久 性 耐 酸 性別 0. 08 

1% H2 S 0 4  

面t 7 1レカ' パ雫2) 0.05 

I %N. OH 

凍結抵抗3)
0. 028 

注 1) 瞬 11/1荷量で破機させるのに必要な エネルギー

2  ) 大きさ 15 x 15 x l白酬の試料を 25t で650時間捜潰後の1 I i 量減

3  ) 太きさ 15 X 15 X  1白羽聞の試料を 25t のホ中で2目、 - 20t で4時

/111放{ 世田サイ クル を25回繰り返した後の盤盈減 (JI SA5209)

2. ネオパリ工の用途

ネオパリエは製板後、研磨、切断され建築

物の外装材、内装材として多く使用されてき

ている 。 また、結晶化ガラスである特性を活

かして、平板を加熱して軟化させることによ

り、容易に曲面を作ることができ、自然石の

ように厚物を削り曲面を作り出す必要がなく、

手聞がかからない。 そのため建築物の曲面、

円柱などへの使用に適しており、建築物に柔

らかさを与えることができる 。 そのf也、床材、
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令

制

困

i|  刈 刈くパバア y プ材( ポリ: fL)

裏面ガラス繊維マット貼り

図ー 1 外壁( 下地コ ンクリ ート ) 取付図

制

収

令

制

同

図- 2 内壁取付図

テーブルト y プなどにも使用されている 。 サ 3 - 2  内 壁 施 工 ネオパリエの内壁施工は

イズは900私 x900私 x 15弘 を 標 準 と し 、 最 大 自然石と同様の施工方法を標準としている 。

900"Ym x  1200弘 x 15"Ymまで製造できる 。重 量 取付仕様を 図 - 2 に示す 。 内壁施工の持徴と

は約50kg/m' で 、 色 は 白 と ベ ー ジ ュ の 2 種 類

である 。

3 . ネオパリ工の施工方法

3 - 1  外 壁 施 工 ネオパリエの外壁施工方

法 は 板 の 小 口 に ダ ポ 孔 (5; 、深さ 20"Ym) をあ

け、ダボピンおよびステンレス金具を用いで

躯体にとりつける 。 ダポ孔は板の上下各 2 カ

所を標準とする 。 R C造へはホールインアン

カーボルトを打ち込み、 S 造 へは六角ボルト

により取付金具を固定する 。 R C造 へ の 取 付

仕 様 を 図ー 1 に示す。

外 壁 施 工 の 特 徴 と し て 、 つ ぎ の こ と が あ げ

られる 。

①モルタルを使用しない乾式工法であり、

モルタルによる白書彦現象等の心配がない 。 ま

た 、 冬 期 で も 問 題 な く 施 工 で き 、 湿 式 よ り 施

工 期 聞 が 短 い 。

② ス テ ン レ ス 金 具 に よ り 板 が 1 枚 l 枚 独 立

して支持されており、躯体の変形、膨脹収縮

に対して自由性があり、地震に対しでも安全

で、ある 。

③ ネ オ パ リ エ は 均 ー な 結 晶化 ガラス板であ

ることより、ダボ孔破壊強度が大きく、風圧

力に対して十分対応できる 。

④ 裏 面 に ガ ラ ス 繊 維 マ γ 卜( F . R . P ) が貼

つであり、万一審Ij れでも飛散せず落下しない 。

写真一 1 ネオパリエ施工例

して、つぎのことがあげられる 。

① ス テ ン レ ス 線 に よ り 、 躯f本と固定するこ

とにより、 A区{ 本がコ ンクリートプロック等で

あっても施工でき、出隅、入り隅の多い複雑

なデザインの壁面にも施工しやすい 。

② モ ル タ ル に よ り 、 ス テ ン レ ス 線 を 確 実 に

躯体と固定し、衝聖書に対しでも安全である 。

③白 地 は 弾 性 シーリ ング材を使用し、 41U本

および裳ごめモルタルの膨脹収縮に対して逃

げをとる 。

ただし、吹き抜けの壁面のような、高い内

壁には外壁施工に準じて施工することか望ま

しい 。

3 - 3  そ の 他 の 施 工 床、カウンターは自

然石と同様にモルタルをしきつめて施工する 。

また、ネオパリエは P C板 の化粧材として 、

自然石にほぼ準じてとりつけることができる 。

その他、サッシュ枠にはめ込み、スパンドレ

ルとしても施工できる 。

4 . まとめ

以 上 述 べ た よ う に 、 ネ オ パ リ エ は 新 し い 建

築材料としてつぎのような特性をもっている 。

① 深 み の あ る ソ フ ト な 感 触

② 優 れ た 耐 風 化 性

③日及水率はゼロ

④ 天 然 石 よ り 硬 く 、 軽 量

⑤ 曲 面 成 形 が容 易

しかし、たとえ優れた建築材料であっても、

正しい施工方法、正しい使い方をおこたると

即、事故につながる恐れがある 。 1978年 の二

度の宮城県沖地震においても、外装材による

事故が多く報告されている。それゆえ、ネオ

パ リエの施工においても、つぎのこと を十分

考慮したい 。

①層 間 変 位 に 対 す る 配 慮

② 安 全 性 を 無視したデザイ ンの優先をさける

③ 職 人 、 現 場 管 理 者 に 対 す る 教 育 指 導

④施 工 上 の 手 抜 き は 絶 対 に 行 わ な い

( かとう ひでお

日本電気嫡子株式会社ネオパリエ事業部開発諜兼販売課



ネオノマリエは、大理石がもっ〈向 〉の魅 力 と 、 現 代 建 築 に 欠 か せ な い 特 性 と を 兼 ね 備 え た 建 材 で す。

古代感覚を今に見る

古 代 ギ リ シ ャ 梯 式 の 代 表 、 エ ン タ シ ス

中 世 期 西 洋 を 想 わ せ る 、 ア ー チ ウ イ ン ド の ス テ ン ド グ ラ ス

階 段 中 央 に 敷 か れ た 深 紅 の 純 誌

と 、 結 婚 式 場 に ふ さ わ し い 艶 や か な 風 貌 に は

シ ン メ ト リ ー 建 築 の 退 屈 さ は 、 み じ ん も な い 。

紀 元 前 か ら 現 代 ま で を 一 気 に 呑 み 干 し た よ う な

こ の ゴ ー ジ ャ ス な 殿 堂 の 外 壁 面 は

自 の ネ オ パ リ エ が 大 理 石 の 風 格 を 誇 っ て

シンプルに装っています。一一一一

〈白 い 壁〉ネ オ パ リ エ は 、現 代 建 築 の 外 装 材 、 内 装 材 と し て

今 や 大 き な 評 価 を 得 て い ま す 。

古 代 ギ リ シ ャ 建 築 以 来、 大 理 石 に 代 表 さ れ て き た 自 の イ メ ー ジ は

よ り 白 く 、 よ り ソ フ ト な 感 触 を も っ

ネ オ パ リ エ の 誕 生 に よ っ て 大 き く 変 り ま し た 。

強 度 、 耐 風 化 性 な ど の 点 に お い て も

大 理 石 や 花 働 岩 よ り も 優 れ た 特 性 を も っ て い ま す 。

ま た 、 加 熱 軟 化 さ せ る こ と に よ り 自 由 に 幽 面 を 造 る こ と が で き ま す 。

ネ オ パ リ エ は 多 く の 規 格 品 を 常 に 豊 富 に 在 庫 し て い ま す 。

規 格 品 は 割 安 な 上、納 期 も 大 巾 に 短 縮 で き ま す。

特 に 通 常 で は 3 倍 以 上 の 納 期 を 必 要 と す る 曲 面 ネ オ パ リ エ の 渇 合 で も

規 格 品 で す と 平 板 な み の 期 間 で お 納 め す る こ と が で き ま す。

ネ オ パ リ ヱ の 鰻 大 寸 法 は 9 0 0 x 1 2∞mmと9 0 0 x 9 0 0 mmの 2 種 類。

細 物 の 愚 低 巾 寸 法 は 50mmで す 。

ま た 、 ネ オ パ リ エ の 躯 体 は 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト、

鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト の ほ か 、 鉄 骨 に も 使 用 で き ま す。

ネオノマリエ規格品サイズ表( 単位 : mm)

| 寸 浴 田OX 12∞ ・9∞ x920・8∞ x 900・6∞ × 田 0・450x 田口

畏 方 形 | 用 途 舛 健、 内 銀、柱 形、 テーブルト y プなど

正 方 形 | 寸 法 制 湘0. 8伽 脚 制× 欄

| 周 途 外 盤、 内 盤、柱 形、 テーブルト y プなど

| 寸法・300x 鈎 0. 120x 900・田 × 筑加

鍋 物 |

|用 途 . サッシ 回り 、笠 石 な ど

幽 面 | 寸法. 活OR .4∞ R ・450 R ・5∞ R ・550R ・6∞ R .6切 R ・7印 R .9∞ R ・10∞ R .12∞ R  

14∞ R ・16∞ R . 18∞ R ・20∞ R ・25∞ R お ∞ R .35∞ R  .40∞ R  

(舛 R ) I  
|用 途 円 柱 な ど 、曲 面 を 必 要 と す る 個 所

幽 面 | 寸 法 350R ・5回 R .7切 R .10∞ R  . 12∞ R  . 14∞ R  .16∞ R  . 20∞ R ・25∞ R .30∞ R  . 4000 R  

(内 R ) I用 途 . 円 柱 など. 幽面を 必 要 と す る 個 所

・厚さは各サイズとも 1島問、色調は白とベー ジュの 2色です。

4 ネ¥

E 日 京 電 気 醐 子 械 式 副 主

大阪営割陸部 大 阪 市 北 区 角 田 町1ー1 ( 〒 530) f t 06- 312- 2 971 

東 京 営 業 部 東 京 都 品 川 区 東 大 井1丁 目 6 ー 1( 干 140) f t 03- 474- 0151 
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オ フ ィ ス 用 の ピ ル や 集 合 住 宅 で は す で に 広

く 使 用 さ れ て い る 節 水 型 便 器 ( 洗 浄 水 量 が 4

- 8  e/ 回) が、最近では、 一 戸 建 て 住 宅 で も

採 用 さ れ は じ め て き で い る 。 節 水 便 器 の 性 能

に つ い て は 、 機 器 メ ー カ ー の 資 料 や 東 京 大学

松尾教授の「節水便器の汚物搬送性能f 1)の 研

究報告書などで、少水量で、あ って も 便 総 内 の

以 下 、 簡 単 に 新 し い 敷 地 内 排 水 管 “ エ ス ロ

ンドレンランケイカン" をご紹介する 。

- 汚物の搬送性能と最適卵形状の選定

新 排 水 管 の 管 形 状 お よ び 寸 法 の 決 定 に あ た

って は 、 下 水 道 施 行 令 第 8 条 に 定 め ら れ た 排

水 設 備 の 技 術 上 の 基 準 お よ びHAS S 2 0 6 ( 給 排

水 設 備 規 準 ) な ど の 定 め を 満 足 さ せ る と 同 時

に 、 家 屋 か ら 排 水 さ れ る 汚 水 や 雑 排 水 な ど で

汚物を 一 定 距 離 流 下 さ せ る 搬 送 性 能 を も た せ

ることが必要である 。

一 般に、家庭で使用する水の使用割合は、

表 ー 1 の よ う に 水 洗 便 所 用 水 は 2 0 % ( 通常の

J I S 形便絡の場合) と、 3 - 4 番目であるが、

排 水 管 内 を 流 れ る 際 の 瞬 間 的 な ピ ー ク 水 虫 の

大きさの順位でみれば、 表 - 2 の よ う に 節 水

便 総 (8e形 ) で あ っても 一 般 家 庭 に あ る 他 の

機 器 に 比 べ て も っ と も 大 き な 瞬 間 排 水 時 流 誌

をも っている 。 したがって 、 新 し い 排 水 管 の

汚 物 搬 送 性 能 は 、 絵 尾 教 授 が お こ な った節水

表 - 1

用 途 使 用 割 合

20 - 3 0 %  

15 - 20 %  

5  - 15 %  

25 %  

4  - 8  %  

20 %  

2  - 5  %  

飲 料 炊 事 用

風 呂 用

洗 面 手 洗 用

詰t i稿 用

紛 除 用

水 洗 便 所 用

洗 車 散 水 用

表ー 2

総 兵 名 I  1最詮大排水時流虫釦(ωe/九s凹

i通邑常の大! 便更; 溶器 I  2. 8 

節水形大使器 (8幻影) I  1. 7 

酔↓ E里上品 j荒し I  0. 7 - 1.4  

洗濯場流し I  l. 4  

j谷そ う I  0. 9 

便器の汚物搬送性能評価法と閉じく、節水{ 更

縫 と 疑 似 汚 物 で 評 価 研 究 を お こ な った。

汚 物 を 排 出 す る に 十 分 な 性 能 を 待 っ ているこ 汚物の搬送性は管内の水深と流速に大きく

とが確認されている 。 し か し 、 節 水 便 絡 が一 作 用 さ れ る が 、 管 内 の 水 深 が 汚 物 の 直 径 よ り

戸 建 て 住 宅 に 普 及 し で い った場合、従来通り も 大 き い 場 合 は 、 汚 物 が 水 流 に 乗 って流れる

の 敷 地 内 排 水 設 備 基 準 や 配 管 材 で あ ってよい 伴送領域と、水深が汚物の直後に等しいか、

か 、 ど う か は ま だ 十 分 研 究 が お こ な わ れ て は ま た は 小 さ い 場 合 に 、 汚 物 が 管 底 を 接 触 し な

いない 。 こ う し た 点 で 、 本 格 的 な 下 水 道 の 普 が ら 流 れ る 滑 送 領 域 か ら な っており、この 一

及 期 を む か え つ つ あ る 地 方自治体などでは、 つ の 領 域 の 合 計 が 大 き い ほ ど 搬 送 性 が 大 き い

節 水 型 機 誌 の 導 入 に 消 極 的 な 面 も み ら れ た 。 といえる Y} この点について卵形管と円形管を

そ こ で 、 積 水 化 学 工 業 側 は 昭 和48年 、 建 設 比較したものが、 図 ー 1 、 2 、 3 である 。

省 の 建 設 工 業 技 術 研 究 制 度 で 開 発 し た 卵 形 下

水 管 の 技 術 を 生 か し て 、 節 水化 時代に対応、し

う る 新 し い 敷 地 内 排 水 管 の 開 発 に 着 手 し た 。

開 発 に 当 た って は 、 排 水 管 を 流 れ る 汚 物 の 搬

送 性 に つ い て 、 水 理 性 と 汚 物 の 摩 擦 低 抗 の 現

象 に 関 す る 基 礎 研 究 を 東 京 大 学 工 学 部 に お 願

い し 、 ごf旨導をいただいた 。

開 発 の 成 果 は 、 卵 形 状 の 新 し い 敷 地 内 排 水

管 と し て 実 用 化 し 、 す で に 、 各 地 で 使 用 さ れ

て い る が 、 節 水 化 の 新 し い 時 代 を 担 って 着 実

に普及しはじめている 。
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節 水 便 器 か ら の 排 水 8e/ 回 が1/ 100の勾配の

排水管( 呼ぴ100) を流れた場合のピーク流量、

ピーク水深、ピーク流速を@ 、③、。、⑨、

⑤ の 各 測 定 点 で 観 測 す る と 水j菜、流速ともに

卵 形 管 が 円 形 管 を 上 ま わ る 。 しかし、卵形管

の 場 合 、 管 底 曲 率 を 小 さ く し す ぎ る と 水 深 が

小 さ く な った 際 、 管l底 と 汚 物 の 接 触 抵 抗 が 大

きくなり、滑送領域を短くする可能性がある。

こ れ に つ い て は 狭 卵 形 、 標 準 卵 形 、 広 卵 形 に

ついて比較した結果から、 図 - 4 、 表 - 3 の

ような広卵形状が最適管形状と決ま った。

調点@@ @  @  @  
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ランケイカン 1凹

ーーーー- V U  100 、，、

A  

( 。

ω  

¥ 

S  1 111¥日

綱 同

丹壁

。

。

30 60 80 120 

時 間 ( 秒 )

図- 1 流量比較( 節水型便器8ι 勾配1/ 100の場合)

冨

s  
エスロンドレン

ランケイカン 100

- - ーー- V U  1凹

0

・

(

E

E

)

熊

A  

特 日 1 111，1

30 60 80 120 

時 間 ( 秒 )

図- 2 水深比較( 節水型便穏8R、勾配1/100の場合)

O  

N  

的

エスロンドレン

ランケイカン 100

- - - - - V UI 凹

。

ω

¥

E

)

 

姻

照的

。

。

。

30 60 80 120 

時 間 ( 秒 )

図- 3 流速比較{ 節水型便舘8R、勾配1ハ∞の場合)

図- 4 それぞれの幽率の比率

表 - 3

M

一

日

一

幻

標 準 卵 形

卵 形 排 水 管
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I  I  

排 水 言 の 詰 ま り を

節水型便器の使用範囲を広くする卵形の排水管

. T O T O の 節 水 消 音 便 器 ( C S シ リ ー ズ の う ち C 730 、

C  73 0 P 、 C Ｗ ＵＰ Ｉ は、 Ｑ 回当りの使用水量が約 Ｘｾ で

す 。 こ の 便 器 を 使 用 す る 場 合 、 V U100で 配 管 す れ ば

勾 配1/ 100、 延 長 17 m 以 内 が 望 ま し い と さ れ て い ま す0

・ 節 水 便 器 を 使 っ て 配 管 延 長 を さ ら に 延 ば す に は 、 勾 配

を 大 き く し な け れ ば な り ま せ ん。 も し 、 勾 配 を 2/ 100に

すると 、30m先 で は 60cmも深くなり、掘 削 が 大 変 で 1

・ 勾 配 を 変 え ず に 配 管 の 延 長 が で き る と 、 さ ら に 広 範

囲 で 節 水 便 器 を ご 利 用 い た だ け ま す。

こ れ を 可 音 色 に し た の が エ ス ロ ン ドレ ン ラ ン ケ イ カ ン

で す。 ドレ ン ラ ン ケ イ カ ン は 、 東 陶 機 器 ( 株 ) と 共 同

研 究 の 結 果 、 V U管 に 較べ て 汚 物 の 搬 送 性 が 1. 8倍 も

す ぐ れ て い る こ と が 実 証 さ れ て い ま す。

〔 代 用 汚 物 で の 平 均 搬 送 距 離 比 較 〕

条 件 1 勾 配 1/ 100

ド レ ン ラ ン ケ イ カ ン 100

... 

V  U100 

10， m /15， m I  20， m 

2 水 量 8 0 回

___lIO.. 

--，. :  

匠土日 30 m 

1 . ドレ ンラ ンケイカ ン100の汚物搬送性能は、

V U100 に較べて約1. 8倍です。

2. ドレン ラ ンケイカ ンは、 V Uに較べて配管距離を

約 1. 5倍 長 くすることができます。( 同じ勾配の場合)

硬 質 塩 化 ビニル製〔敷地内排水管〕 呼 ぴ 10 0 ・15 0

|  ｾｾ回忌 I  

ド_，::::.吉野::::.，..，拘=，

@ 耐ー 怠合 メ ー カ ー

積 水 化 学 工 業 株 式 会 社

管 工 機 材 事 業 本 部

・大 阪 (06) 365- 2489 ・和歌山 (0734) 22- 8181  

・京 都 (075) 211 - 8461  ・滋 賀 (0775) 64- 7851  

・神 戸 (078) 251- 6636 
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7 9  

断層のメカニズム

藤 田 和 夫

開発が平野・台地から丘陵 ・山地へ移るに

つれて、宅地造成、斜面利用の問題にもから

んで、断層ーとくに活断層は、さけて通れな

い問題にな ってきた 。し かしまだ断層に関す

る認識はきわめて浅いのが実状であろう 。

断 層 と い う 地 質 用 語 だ と 何 だ か 取 り つ き に

くいが、要は材料力学における破壊現象を地

球規模に拡大したにすぎないのである 。 こう

いう視点から断層を定義すると、 「断層とは、

地 殻 の 表 層 部 を 熔 成 し て い る 岩 悠 の 破 壊 現 象

である 。 そしてその破壊面に沿 って、両側の

土也塊が相対的に反対の方向に動〈現象を断層

運動という」ということになる 。

物が破竣するのは、これに応力が加わり、

それがある部分に集中して歪みが蓄積された

結果，破断するからである 。断層の発生も、

基本的には全く同様の力学的過程である 。地

殻の表層部はいろいろの岩石の集合体であっ

て、きわめて不均質な材料ということができ

る。 その内部は全体的に圧縮状態にあるわけ

で，これは封圧と呼ばれているが、そこへ何

らかの原因で差応力状態が発生すると、弱い

σ3 

a)  

σ ， 

σa 

b)  

σ 2  

c) 

σ 事

図 1 断層の 3 つの型と主応力軸
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σt  

σs 

σ3 

部分に応力集中がおこる 。 そして主応力輸の

配置に応じて 図 1 のように 3 つ の タ イ プ の 破

断面が発生する 。

圧縮主応力車由を σ 且〉 σ 2:;;;': σ 3とする 。 a) は

逆 断 層 と 呼 ば れ る も の で、 σ 1 と σ 2 が水平、

σ 3が垂直の場合に、セン断面として発生する 。

b) は正断層で、 σ 五が垂直、 σ 2 とσ 3が 水 平 で

ある 。 c) が横ずれ断層で、 σ 1 と σ 3 が水平で、

σ 2が垂直の場合である 。 ここで注意していた

だきたいのは、 a) とc) は と も に 圧 縮 型 で 、 断

層面はセン断性で、断層面に沿ってずれるこ

とによ って、傾IJ 方短絡が行われている、すな

わち縮んでいるということで、 3 軸 圧 縮 試 験

器にかかったテストピースの破断と全く閉じ

である。これに対して b) は伸張型で σ 1は重力

の方向に一致するから、陥没型である 。

このように応力状態と断層との聞に基本的

な関係があるから、逆に断層の性質と分布を

調査することによ って、それらの断層を発生

させた応力場を復元することができる 。沿 海

底 を 含 め た 日 本 列 島 の こ の 約 100 万 年 以 降 に

活動したとみられる活断層分布が最近まとめ

られたが、その結果は 、中部九州、| だけがf申長

状 態 で あ る が 、 他 の 地 域 は す べ て 圧 縮 状 態 で

あることがわかった 。そして σ 1は全域にわた

ってほぼ水平で、東北地方から、中部・近畿

北 部 に か け で ほ ぼ 東 西 で 日 本 海 溝 に 直 角 、 東

海 か ら 紀 伊 - 四 国 に か け て は 北 北 西 ー 南 南 東

で南海トラフ( 海溝状のくぼみ) に直角であ

る。 すなわち本州は、大陸と太平洋の聞には

さまれた巨大なテストピースであって、そこ

に働く差応力の分布は太平洋底とフィリピン

海 底 を つ く る 厚 さ 約 100kmの岩盤ープレート

が、日本海溝と南海トラフの部分でもぐり込

み、日本列島を圧縮しているとみるプレート

テクトニクスとよばれる構造論と 、ぴたりと

一 致 し た の で あ る 。 そ し て 両者の重なり合う

伊 豆 半 島 付 近 は 、 き わ め て 異 常 か つ 複 雑 な 応

力場とな っ て 歪 み が蓄積されている 。

このような応力場は、地質精進をつくると

い う 意 味 で 造 精 応 力 場 (Tect oni c st ress 

fi eld) と呼ばれるが、測地学的な歪みからだ

した応力場とも、また直接測定した 地山応力

場ともよく 一 致する 。 さらに最近ではあらゆ

る商から、地震波が地殻の破竣によって発生

する弾性波であることがはっきりしてきて、

波の解析から破壊昔日の応力士坊がわかるように

なってきたが、それともよく 一致する 。 した

が って 、上記のような応力場は、 100 万 年 以

上も持続し、さらに将来にも継続することに

間違いないから、この応力場で発生した断層

は、活動を繰りかえす可能性が多いところか

ら、「活断層」が地笈とからんで注目されるよ

うにな ってきた 。

以上のような断層のメカニズムと運動から

みると、とくに活断層をまたいで構築物をつ

くることは極力避けるべきは当然のことであ

るが、断層に対する認識と調査の不足から、

なかなかそうな って い な い の が 実4犬である 。

また断層付近に建築物をつくらなければなら

ないときには、断層の性質、破砕帯の幅など

をよく検討して位置をきめる必要があること

は、 図 2 ， 3 がよく示している 。耐震構造も

さることながら、建築位置のわずかな差が大

きな影響をもたらすことが多いのである 。

図 2 断層による磁場の相異。上・正断層、下 . 逆断層

A  

B  

C  

日 基 盤 Eヨ 崖 錐

図 3 逆断層運動に伴う斜面崩犠

活 断 層 分 布 の 大 要 は 、 活 断 層 研 究 会 編 「 日

本 の 活 断 層 一分 布 図 と 資 料J ( 東大出版会、 1980) 、

でほぼわかるが、近畿では山地と盆地はほと

んど活断層で境されているとい ってよい。施

工に際しではさらに精査が必要である 。

参考文献

藤田利夫 (1980) 活断府に閲する ｊ￭ｾ 近の知見、応力地ＧￍｴＮ

21巻、 3 号、 } - 8 頁

( ふじたかずお大阪市立大学教授 ・理学部地学教室. J ll 学問士)



日本建築協会

月間の動き

昭和55年12月分

理 事

A .  

.，. 

12日 4 時半 - 5 時半 於太閤園淀川邸

出席者塚本会長、足立、佐野、福田、松村副

会長ほか 18名

議事 (1) 通常総会開催の件

(2)  名誉正会員推挙の件

(3) 近畿建築会館敷地 (93. 68m' ) 購入の件

(4 )  入退会者承認の件

(5)  報告事項

編集理事会

8 日 3 時- 4 時 於会館 3 階会議室

出席者 福田副会長、 三輪編集委員長ほか 2 名

殺事 (1) 本年度の編集経過報告と企画

(2) 収支状況報告と見込

編 集 委員

A .  

.，. 

広告企画小委員会

8 日 4 時- 6 時 於会館 4 階集会室

出席者 三輪委員長ほか 5 名

議事 (1) 2 月号「台所まわり の計画と設備」特集

広告途中経過報告

(2)  3 月号「ポートピア '81J 持集広告企画

(3)  4 月号「シー リング材の知識」持集広告

企画

委員会

11 日 4 時 - 6 時半 於本会 4 階集会室

出席者 三輪委員長ほか 4 名

議事( 1 ) 1 月号= 職能論特集経過報告

(2)  2 月号= 台所まわりの計画と設備特集

報告

(3)  3 月号= ポー トピア '81特集報告

(4 )  4 月号= 施工材料特集報告

(5)  5 月号= 法令特集ー災害と法特集報告

(6 )  6 月号計画特集の企画

(9) 編集理事会報告 ・収支状況報告

作品作風小委員会

17日 4 時 - 6 時半 於会館 4 階集会室

出席者 間里子副委員長ほか 4 名

議事 (1) 新建築調査表の選定

(2) 作品 P R状況

住 宅委

A .  

.，. 員

委員会

9 日 5 時50分- 7 時 於会館 4 階集会室

出 席 者 小 西 委 員 長 ほ か12名

議事 第17回よろず相談住宅展の件

住宅展幹事会

27日 1 時- 2  B寺 於会館 4 階集会室

出 席 者 小 西 委員長ほか 3 名

議 事 ( 1) 住宅展出展申込状況の報告

(2) 展覧会場小間配置の変更など

住宅資料小委員会

27日 2 時- 6 時 於会館 4 階集会室

出席者 奥村副委員長ほか 4 名、吉田徳治氏

議事 (1) rマイホーム見て歩る記」の観賞

(2)  ri 主宅の庭」スライドの選別

事 委

A .  

.，. 業 員

忘年懇親会特別委員会

2 日 12時半 - 2  H寺 於会館 4 階集会室

出席者 三品委員長ほか 5 名

議事 (1) 賛助金及び景品寄贈の受領状況報告

(2)  参加申込状況の報告

(3)  懇親会次第の決定

(4 )  委員の追加委嘱と役務の分担

(5)  お土産品の選定

( 委員会終了後、懇親会場の下見を実施)

忘年懇親会抽せん分科会

5 日 6 時- 8 時 於会館 4 階集会室

出席者 西村主査ほか 5 名

議事忘年懇親会抽せんの諸準備について

若い会員の集い( 建築家に話を聞く ) 分科会

9 日 6 時半 - 10時 於会館 3 階会議室

出 席 者 寺 尾主査ほか 3 名

議事 「建築家に話を聞く」の企画内容及び講師の

選出

海外視察団企画分科会

15日 6 時 - 8 時半 於会館 4 階集会室

出席者 ゲスト 貧進典氏( 日建設計) 、高島主

査ほか 5 名

議事( 1 ) 視察の日程及び主な見学コ ースの選定

(2)  その他

中国視察団企画打合せ

25日 6 時 - 9 時半 於会館 3 階会議室

(7)  7 月号以降の企画

(8 ) 小委員会報告

〔訂正とお詫び〕

昭和56年正月号94ページ下段護賀新年広告「滑水建設株式会社J の広告中「常務取締役大

阪支庖長 石堂信一」とあるのはr石動信一氏』の誤りですので、議しんで訂正するととも

に、お詫びいたします。

出 席 者 桑 悶 副主査ほか 3 名

議事 (1) 見学先の選定及びスケジュールの検討

(2)  そのf也

出 委貝

ム一

A
版

小委員会

5 日 4 時- 6 時 於会館 3 階会議室

出 席 者 小 林 委 員 長 ほ か 2 名、学芸出版社

議事建築技術選讐経過報告と新執筆依頼のf牛

長宅FF今 合 同 忘 年 懇 親 会

12日 6 時- 8 時 於太閤悶迎賓館

出席者 関西における建築各界の代表、建築ク

ラプ朝食会講師、本会東畑名誉会長、

塚本会長ほか総勢250名

建 築 業 務 基 準 委 員 会

128 2時- 4 時 於東京建築士会会議室

出席者 関係団体より 25名 ( 本会より尾 亀消四

郎委員)

議事 設備技術者問題に関する小委員会報告の検

討について( 前回継続)

若 い 会 員 の 集 い

大阪の教会建築を訪ねて

・田・・・・ チャペルとパイプオルガンー

6 日 1 時半- 18時

参加者 32名

講 師 山形政昭氏 ( 大阪芸術大学 ・溝師)

オルガン演奏 当問fl 基一氏

( 浪花教会専任オルガニスト ¥ 

大阪コレギウム・ムジクム主宰/

主な見学先 (1)  プール学院礼拝堂

(2)  大阪城南キリスト教会

(3 )  大阪教会

(4 ) 浪花教会 ( オルガン演奏)

12 月 の 入 会 者 ( 敬伽品)

〔団体会員 1 社〕

間村タイ Jレ側

〔個人会員 11名〕

井 上 前 司

笠 谷 芳 朗

倉 本 朝 介

水1m 秀三

〔准会員 l 名〕

小山団法也

市 助 JIIJ 行

川原 勉

谷 村 落 英

山 本 和l州

片 山 目立己

岸 本 秋 里

水 島 秀 茂

口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口

〔訂正とお詫び〕

「建築と社会j u. 昭和56年正月号 P4 4右段、伊I也知堅一氏の住所「大阪市大淀区吉原 4 丁

目4 番 44号」とあるのは、「j定川区吉原 4 丁目 4 jf;: 44号J の誤りですので、 3唱しんで訂正す

るとともに、お詫びします。

清 水 建 設 株 式 会 社

社 長 里 子 土 也 来 己

副 社 長 木 下 正 利

常 務 取 締 役 大 阪 支 庖 長 石 動 信

本 社 東 京 都 中 央 区 京 橋 2 一 1 6 一 1 官電電話Oω3(何53お5)片4111l  

大阪支庖 大 阪 市 西 区 土 佐 堀 1 一 3 一3幻7 官電芭話Oω6(4“43幻河5弘43泊1  

支 庖 名 古 屋 . 広 島 . 高 松 . 福 岡 . 金 沢 . 仙 台 . 札 幌 . 横 浜

建築と社会 / 附 年 2 月号 49 



地三三，ーー・・・・ ーで孟占ii ! : : . :ー

，工三 F こコ
総合天井システム結部 |  

耐震・耐火そして軽量化を誇る総合天井システム、J ライン工法、、A L T S工法、は当社狙自の

照明灯ユニットおよび戸ルミ製T I ¥ーを建物のモジュールlこ配列し、天井仕上げ材と一体化し

たシステム天井です。空調、照明、防災機器、スピーカーなどの股備ゾーンとの組み合せ、さらに

間仕切、ブラインド BOXなどの取り伺けも可能にした多機能を誇っております。 ( PAT. 6件)

奥村重兵衛株式会社

本 社 大 阪 市 北 区 西 天満 5 丁 目 3 番 ア号 干 530 電 信(06) 312- 4131聞

東 京 東 京 都 港 区 新 情4丁 目2醤 第 29森 ピ ル 〒105 電 信(03) 437- 3361間

禍 岡 福 岡 市何事 多 区 住 吉 2 丁 目 16番 27号 〒 812 電 信( 092) 291- 045併問

名 古屋 名 古屋 市 西 区俵 町 2 丁 目 守 番6 号 干 451 11笛 ( 052) 522 - 54361問

仙台仙台市本町 Ｒ 丁目 Ｑ 番 Ｘ 号 篤 Ｑ 広 瀬 ピル〒 ＹＸＰ ・ 信 ＨＰＲＲＲＩＶＵＭＶＵＶｾ

沖 縄 沖 縄 県 那 覇 市 豊 川 1 1 9番 地 〒900 ・2舌( 0988) 53- 685αω 

50 

内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市生田区北長狭通 4 - 1  ( 英和ビル)

電話 神戸( 331) 0881- 3  

支 庖 大阪市北区西天満2丁目 6番8号(堂ピル5階)

電 話 大 阪 ( 364) 2031- 4  

倉 庫 神戸市葺合区八幡通 l 一 5 ( 電話221 2923)  

テトカッバー防水

• 防 水 専 業 の 研 究 経 験 か ら 生 れ た す く な い 資 源 の パ ー フ ェ ク ト な 防 水Il ' l です.

この防水! 曹は ( 一層 防水) 施工するだけで、防水は完E主です.

温度変化に 伸 びがなく、柔軟性におみ、耐酸、由寸業品性に優れ、 l腐蝕しません。

コーパ ータイト 新 工法

カッパー防水帯 オ ク ロ ン 防 水帯 プレノテクト 吹付 工法

建設

奥山化工業株式舎ff1
本 社 東 京 都中央区銀座8- 4- 9 電話 03 (571)  2703 

大阪事務所大阪市淀川区東三国6- 1- 41 電筋 侃 (391) 1081 - 2  

埼玉営業所 崎玉県桶川市東1- 6- 10 電話 0487(74) 2845- 6

厚木出張所 神奈川県厚木市企図宇古畑259 電話 0462 (21)  6092 

名古屋出張所 名古蹟市南区若草町33 電話 052 (811 )  3660 

九 州 出 張 所 佐 賀 県 鯖 宿 町 電断 0952 (47)  2945 

豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本社: 大阪市東区両主字国T l - 12 日生ビル 宮 ( 943 ) 6571代 表

東京 ・横浜・盛岡・仙台 ・水戸 ・静岡 ・岡崎・ 名古屋 ・富山 ・大津 ・京都・神戸 ・広島 ・高松 ・福岡他全国主要都市



空 間 ・ 衛 生 設 備 の 頁

空 気 調 和 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 ・ 防 災 設 備 設 計 ・ 施 工

φ お朝日3 : 業社

震災詞汚禁処毒設計地工

φ 郡 大 阪 城 口 研 究 所

取 締 役 社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 角 田 町 2 番 15 号 電 話 大 阪372局7151( 代 )

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 電 話 京 都561局4944( 1"0  

神戸市' 中央 lメA 下 山 手 通 6 - 2 - 8 電 話 神 戸341向 5 8 9 2  

電 気 ・ 空 間 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

. . 大阪電気暖房株式会社

: <$: 庖 大阪市内rx _ 江戸犠 l γ 日10番17号 〒 550 1It，1再(441 )8231 

本 社 東 J;( 1i [ I 中央区銀座 2 T 同 2 醤 17号 〒104 電話 (535)5251

支 社 大 阪 ・ 東 京 名 古 原

支 底 札 制 ・ 仙台・金沢・広島・傾間

営難所 新潟天王里・岡山 .jjlj 松・熊本

出廻所 帯広. ) ' 1 森・秋田・盛岡 ・前婿・千葉・俄浜・併問

富山・福井・盟国・京都 ・神戸 ・徳山・鹿児島・那軍吉

海外主庖 シン ガ ポ ー ル

. 給排水衛生 ・冷暖房

・ 空 気 調 和 般 備 ・その他管工穆一切の段計・ 8匝工

⑮ 斎 え 互 業 株 式 会 社

本 社東京書官千代田区大手町2- 6- 2 ( 日本ピル)

電 隠 03- ( 270) ー7411側

大 阪 支 社 大 阪 市 北 区 中 之 島4- 2- 38 電信 06ベ443) 5041側

支 腐 札 観 ・ 岡 山

営耳障所仙台・千葉・名古屋・金沢・高松・広島・縄問

出 張 所 循 井 ・ 倉 般 ・ 苫 小 牧

空 気 網 干D ! 生側

給 排 水 ・ 衛 生 水 道

電 気 設 備

厨 房

三 械 工 策

ム

環 境 衛 生 地 訟

荷 役 運 搬 機 械

化 学 鉱 山 機 械

取締役社長

ｦ 盟 Ｇ Ｑ＾ 支 ｉｉｉｾ 長

庖支
阪

節

日

大

詰

v

-

3

4

L

Y

 

式

社

4

キ

練

会

大阪市東区北浜 2 丁 目 2 2 番 地 電 結 大 阪 ( 202) 代 蜜3071

本 庖 東京・日比谷・ 三倍ピル

支 唐 名古屋、鍋岡 . 札帳、広島 . 仙台、北陸

出 悩 所 械 i氏、" 叫! 民| 、静岡、戦 111、1拍ItJ l 、金H{

空 気 鯛 和 設 備

衛 生 設 備 設 計 施 工

⑩ 三 建 設 備 工 業 株 家 畜 社

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 紅 得 町 3 番 5 号 電 話 ( 352) 1 1 3 1  ( 代)

本 社 東 京 都 中 央区 日 本 橋 蝋 殺 町 ト35- 8 電 話 ( 667) 3431 ( 大代)

支 社 名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 札 幌 ・ 広 島 - 福 岡 - 金 沢 ・ 新 潟 ・横 浜

空 気 関 和 ・ 衛 生 股 備 設 計 施 工

。掠式会社三発空調

取締役社長 粛 藤 博

本 社 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁目 13番20片 11!，!ii 06- 363ー 1371

東京本宿 東京E日新宿反西新宿 新宿住友 ビル 屯 ｾｩｩ 03- 344- 1911 

大 阪 本 明 大 阪 市 北区西天満 3 丁目 13番20号 屯，l!i 06- 363- 1371 

支 底 名 古 屋 市 中 村 区 下 笹 島 町 1 1 - 2 従J初 52- 581- 8571

1五品市中区紙 l召町 1 r  rI 2  /11=22; ; 泣 J!i 0822- 47 - 4535 

福岡市中央 区 大名 2 丁目 4 lfi' 22 号 llU M92- 761- 3795 

出 張 所 仙 台 ・ 繍浜 福井 京 鶴 ・ 神戸 ・松江・ 高松・沖縄

$ 新 日 本 空 調 株 式 会 社

大 阪 支 庖 大阪市北区堂白浜 1 r日2 1f1: 6 り( 新大ピル)

電話 (06 )  344 - 6  0  3  1  ( 代)

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本 僑 本 石 町4-2( 三井第二別館)

電話 (03)  279 - 5  6  7  1  ( 大代)

名 古 屋 ・ 九 州 ・ 広 島 ・ 札 縦 ・ 東 海 村 ・ 北 陸 ・大 分

cl eanai r  
丸

。2要望。芸業捗ZR舎fさ

@  空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

マ 誌 報 嗣
本 社 大阪市南区瓦屋町 3 番丁681害地( オートセンターピル2階)

郵便番号542 電 話 大 阪 (06) 768- 5  0  3  1 番

東京支底東京都千代田l i Z 九段南2 丁目 2 番 5 号( 九段ピJレ8 階)

郵便番号102 電 話 東 京 (03) 262- 3  2  4  1  - 4 番

空 気 調 和 ノ〆、¥ 搬 送 機 設 備

給排水衛生 可ミ斗/ 設 計 施 工

第ーエ索株式会社

大 阪 支 庖

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 大 阪 ガ ス 指 定 工 事 会 社

設計 ' 1J1i工

ガス設備・ガス住宅設備 大阪ガス住設機器特約j苫

。 大 晃 設 備 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 北 区 西 天 満 5 -11-12 電話 06- 313- 1846

;zst 蚕1253 大阪市北区西天満 5 -11-12 電話 06- 313 - 1846  

Z 芸蚕霊祭枚方市甲斐団東町 9 番 3 号 電 話0720- 49- 2128

設 備 都 大阪市北区西天満 5 -11-12 電話 06- 313- 1846
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暖 ・冷 房 ・空 気 温 湿 度 調 整 装 置

回 設 計 施 工

高 砂 熱
ｾ＠
ｾ・

大阪支 l斉 大 阪 市 北 区 芝 田 1丁目 4- 8 ( 北阪急ピル H 皆)

電 話 大 阪 ( 372 ) 2  5  1  1  ( 代表 )

本 社 東 京 都 千 代 田 区 神 図 駿 河 台 4 丁 目 2 番 地

⑥日本管工業株式会社

本社及京都支庖 京 都 市 南 区 西 九 条 笠 図 面T 2  0 番 地 の 1

電話 ( 681) 5 1 0 1 - 5 ・夜間専用 (691) 1045 

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 天 満 1- 5- 20 電 話 ( 06 ) 352- 3501(，伏)

三 重 支 I苫 添 市 栄 町 2 ー 1 i  1 電 結 ( 0592) 26- 361α代)

四 日市 営 難 所 四 日 市 市 西 末 広 町 電話 ( 0593) 53ー 743l ( 代)

滋 賀 営 業 所 大 海 市 打 出 浜 13ー 15 電 路 ( 0775) 22- 9738f代)

名古屋営業所 名古屋市中村区則武 Ｑ ＭＲｾ 地 ｊ 舌 ＨＰＵＲＩ 452- 370H的

「四IODII IJI::::， 空 気 調 和 設 備

設計施工

換気・除塵設備

52 

東 洋 煎 工 総 織 式 会 櫨 大 阪 安 信

大 阪 市 西 区 靭 本 町 3 ー 1 - 2  7  T  E  L  (443)  8  0  7  1  

志 社 東京郵中央区京僑 2 丁目 9 T  E  L  (  562)  1  3  5  1  

: t : 唐 名 古 屋 ・ 福 岡

給・排水・衛生・消火・暖冷房設備

3522西原衛生工業所大阪庖

大阪市大淀区中津 6 丁 目8 番 4 号 電路大阪 ( 458) 3531番

支庖・営業所 福岡 ・京都 ・天理 ・川西

c'e;O.. i 舎町震房副S

ーa:電'ー....

③吉元掛主義橋部

亡原

営業種目

空気調和・衛生設備工事・設計・施工

平山三業様式念滋

大阪市西区江戸堀1丁目 22番7号

宮 06- 441 - 1994 ・443- 0331

文書のパーフェクトサービスグ

- 機械部当社直接サービス

東和タイプライター

トライアンフ・タイプライター

リコー P P Cコピー

シャープP P Cコピー

- 印刷部企画から製本まで

タイプ版下

写植版下

軽オフ印刷

製 本

- タイプに関するあらゆるご相談は

( 社) 日本建築協会指定庖 当社にご一報下されば¥係員が参上いたします。

ゼ ネ ラ ル 事 務 機 株 式 会 社

〒550 大阪市西区靭本町 3 - 2  - 7  T E L  06- 441- 1462代



⑤ 

1 7 8  再開喧晶 必= ' .L品 . ー....b.

陽 電 丸 株 式

Il: h 取締役 山 本 博 三

キ士 k 阪 市 北 区 中 之 烏 3 _.  2  - 4  制 H ヒ ル

T E L  大阪06 ( 3 8 5 ) 1 3 6 1 (代 }

市 酔 木 町 3 - 3  4  - 6  

T E L 大 FJi 06 (  3  8  5 )  1  3  6  1  Ut )  

点 都 市 有 庶 民 同 点 崎 高 軒 町 2 1  

T  E  L  ;;.: 1m 075'  (  3  1  1 )  1  1  8  5  ( 代: )

市 中 央 r x : ｾ医院 Ｑ Ｍ ＱＴ Ｍ Ｘ

T E L  悩 岡 ω2 ( 7 7 1) 6 1 6 8  

電 気 設 備 の 頁

社

A

S

A

 

設 計 施 工
電 気 設 備

朝

電 気 ・ 計 装 工 事 設 計 施 工

栗 原 工 業 繍 式 会 紅6之

回t夜

ヨ事

事噌士曾喧島高時

英

大 阪 市 北 区 角 田 町 1-1 東 阪 急 ビ ル T Eし06- 31 3- 1  10 1  

支 l苫 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 舞 踊 ・ 京 都 ・ 天 理

大 阪 商 ・神 戸 ・広 島・ 四 国 ・ 九 州

信原栗取締役社長

京書官官官儀所

尚 I瑚事 置 周 出 強月時

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

横 田 幸

大阪市東区高関橋五丁目二八番地 電話大阪 (202)0325- 9番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 札 幌 ・ 仙 台 ・丸 / 内 名 古 屋 ・ 福 岡

営業所 ・出 張所 全国主要事宮市20ヶ舟

電 気 工 事 設 計 施 工

且
，、.

代 表 取 締 役 坪 井 大

大阪市北区西天満 2 丁目 6 - 8 ( 金ピル 7 陪 )

電 話 ( 361 ) 3  6  7  1  ( 代 )

東 京 都 中 央 灰 日 本 矯 箱 崎 町 20 番 5 号

電 話 (671) 1  4  7  8  ( 代 i

川 崎 ・ 制 限 原 ・ 堺 ・ 福 山

会 社

大阪支社長

社一ー
一

株 式 会 社

本土

底

出 張 所

ヨド

支

電気・計装・空調工事設計施工

電 気 ・ 暖 冷 房 ・ 霊 園 ヱ 司J I金 計 施 工

&  ＱＷｾ トＮｾ工Ｚ［［［［二戸 ｊ レク崎武 Ｘ Ｑｴ

山 本

大 阪 市 北 区 西 天 満 5 了同 l 番 3 号

T E L  06- 364- 3056 ( 代)

東京 - 神戸 ・広 島 ・岡山

名 古 屋 ・ 岡 山 ・札 幌 ・ 苦 小 牧 ・浜 松 ・ 滋 賀

京都 ・高砂・ 1原・徳山・松山・新情浜・福岡・沖縄

、盛ュ

1旦方く
取締役社長

社

支 1苫

事業所

企込

本

宝 電 機 株 式 会

取締役社長 嘉 納 伝 三

大阪市北 区西天満 2 丁目 6 - 8  ( 堂ビル 3 階 )

電 話 (364 ) 1  4  7  1  (代 )

東京都港区新 僑 2 - 1  S  ( ニュー新僑ビ ル 7 階 )

電 話 (504 ) 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 2 丁 目 2 0 番 地

電 話 (991 ) 5  1  3  1  ( 代 )

堺 千 葉 ・ 字 都 宮 ・ 貫主 本

社

干上

成

r.s 

本

支

支

神 戸営 :t/ ・R

電 気 工 事 設 計 施 工

副長富士電業株式会社

総 合 般 備 工 事 〈般署十・総行〉

建築・電気 ・アンテナ ・送 電 線 ・プラント. ! 十裟 ・空 間 ・土 木

⑧ 社太 陽 工 藤 工 事 株 式 会

中 実

大阪市西区北堀江上過 1 丁 目 6 5  

電 話 大 阪 ( 5 3 8 ) 1 1 7 1 代表

東 京 ・名 古 犀 ・広 島 ・福 岡

回
取締f生社長

社本

￸ｾ＠

大 阪 市 福 島 区 福 島 7 - 2 2 - 8  

T E L  (  06) 4 5 2 - 1151 ( 大代)

東 京 ・ 名 古 屋 ・ 大 阪 ・広 島 ・福岡

四キ本取締役社長

社本

営業所事業所

⑨日本写植印刷株式会社

@  •• 

Board&Sl ate Standard 

義

干545 大阪市阿倍野区阪南町7-5-30 骨 06 (印6) 111 1{"¥: 

〒892 鹿児島市名山田14-7 三宝ビル 官0992 (26)  4371 

〒708 遠山市大手町8番S号 機箆庖会館 1It 0鉛82 (4)  1771 

干筑泊南風原村兼城 沖縄印刷団地 雷使渇8 (55)  6100 

都田神
代表取締役

本 社

日本写植セ ンヲー

;章山写植セ ンヲー

沖縄写樋センヲー

京宵

需 3阪ーコ勺 J 、に
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奉仕感謝の庖

タ イ ル 工 事 施 工

⑪: :  '1) 滞家 S i 民怠

本 社 大 阪 市 西 区 西 本 町 1 ー 13- 33(靭 本 町パ スf事前)

電 話 大 阪 06(532)代0461 ・550

天 理 営 業 所 天 理 市 丹 波 市 町 新 町 50

建位省ｉｬｬｾの防火材料

ソリジットスタイン 基材同等 00 0  3  ｾ＠

エ パ ウ オ ー ル 基 材 問 等 o 0  0  Ｓｾ＠

ヱ パ ー サ ン ド . 材 開 等 o0  0  4 骨

本 社 大阪市東住吉区駒川2- 十 22 電話 (06)702- 7814- 7

東 京 司 匹 狼 所 ・ 名 古 屋 出 張 所 ・ 高 松 出 張 所 ・ 相 関 出 張 所

株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 庖

大 阪 支 庖

大阪市東区高純僑 2 丁目 9 野村ビル5階 電 話 大 阪 (202)4905

特殊壁装材製造販売和室に最適

悶.一練)凋副 ｽ川ＺｊＺｊ ｾｄ ＺＲ

きらった( 誕生) 一

【アースウェイブカーテン E

: ラグジュアリーカーベット】l

回 日 本 フ ェ ア ト ン 株 式 会 社

干S 4 0 ・大阪市東区鎗屋町1丁目34番地・ヤリヤマチピル

TEL 飴 (943)6481 (代)

カーテン・壁装材

新たにショールームが完成/

皆さまのお越しをお待ちいたしております 。

株式会社フフ工テキスタイ)l ノ大阪支庖

〒541 大 阪 市 東 区 平 野町 3 - 6 - 1

平 野町 センチュリーピル 1 F  

電気・空調・衛生など各種設備分野の記事が 1冊の雑憶に/

54 



膨張材 J I ¥野田工クスパン

111 ! c 図防錆剤ヲヌ' #- T' " ; ' /

機 j 崎 田 セ メ ン ト 献 客 員

本 部 東 京 都 江 東 区 豊 洲 1- 1  - 7  T E L  531-4111 

大 阪 支庖 大 阪 市北 区梅田 1 - 8  - 17 T E L  341-8331 

支 庖 杓 幌・ 仙 台 ・東 京 ・名 古 屋 ・大阪・高松 ・広 島 ・福 岡

営 業 種 目

・防 水 工 事 塗 布 防 水 ・シート防水 ・モ Jレタ Jレ1:かk

・樹脂注入媛着工法 九種樹 ＱＱ 日ほ 人 様 Ｑ ｾｈｬ ｮ 修 Ｑ Ｚ Ｇ ｬｾ＠
・ 亀 裂 補 修 工 事 件 傾 倒 JJ:1i.主人 ・光板 ・コーキング

・ シ ー リ ン グ 工 事 シリコン ・チオコール ーウレタン ・アクリル

・吹 付 工 事 アク リル・リ シン . 5単位タイル ・その他

。建 設 業 許 可 大阪府知事，1午..f ( 般 - 5 3 ) 第 51225; ;

。 日本シーリンク工事業協会4 員

大 阪 市 北 区 末 広 町 3 - 2 1  品、県土主体" " - ' 1 0 ・1 : l l :

J11. 柑地所1;1開I ピj レ201 S  ¥of' %J  " " ' r ' f ' 守ヨ掴亡率て7 4 J T l

T E L  0 6( 3 15 ) 0 7 0 1  v - ' ，. . o #-・・..-、r-#.  

製造元 日曹マスヲーピJL9' ! . 弐 椋 式 会 量

販売元 凋t モ2・1.1 ＺＺＺ［Ｎ｟電車軍渥量約ｾｾ言語［Ｚ鼠士
本 社 / 東 京 帰 港 区 六 4院本 3 - 16 - 2 6 骨 03- 582・8811

大阪' f "J 業所 I k 阪 市 点 区 北 浜 3 - 7  . .  06- 202- 3294 

千二.I DC S A T.，ニ.I D I!:;，ニJ t-

セキサンパイル ( 5 M. AC. P C. R C)  

カネライトフォーム. A L C.鋼 材

建 築 材 料 一 式

。ｾ｟｜｜ＩＪＧＭ鴨代の断熱用シｾ人
I多多ー ＧＯｊｾ み

浜 宗 産 業 株 式 会 社

代点取締役; 賓岡 浩
目宜バイナリーシート P

本 社 〒 629- 31 京Ii I I府 竹 野 郎 網 野 町 i三綱 n

T  E  L  ( 07727 ) 2 - 2  2  2  0  ( 代)

舞鶴 ，， ［［ ｾＮ業所 〒 ＶＲＴ 舞 鶴 市 制 米 1 6 0 - 1  

T  E  L  ( 0773)  76 - 0133( 代 )

目 立 電 線 株 式 曾 祉 制 願 包 刊 田 区 主 側2丁目1番2号(刊田ピル)

デンカC S Aファミリー製品

.7.，ニ.I n C S A … … … … … … … ・・… コンクリー卜のひびわれ防止に

( 膨張性混和材)

Ｍｔｨｮ 弓 ｉｾ ，ヨニ ｊ ………………・……鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに
( グラウト用無収縮材 )

.7.;.，n  ］ｦＺｊＺ一宇 Ｂｊ Ｇｊｾ…………・…・コンクリー卜躯体の漏水補修に
(止 水 ・補 修 用 急硬 セメント )

・子二J DES … … … … … … … … … … . . 地盤補強用薬液注入

( 土質安定用急硬材 )

・安二J nr l OOD・… … … … … … … ・… コンクリートパイルの早期出荷と

( 製品用超高度混和 材 ) ハイモメント製造用に

電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖

金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

T E L 大 阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

T E L 東 京 ( 0 3 ) 2 7 2 - 8 5 0 1  

光 洋 物 産 株 式

T E L 大阪 ( 0 6 ) 2 5 2 - 6 0 0 0  

A. .  

ｾ＠ 社

小 浦 産 業 株 式 会 社

T E L 大 阪 ( 0 6 ) 4 4 3 - 6 1 8 1  

株 式

ト ー コ ー / 本 社
会 社

T E L 滋 賀 ・守 山 ( 0 7 7 5 8 ) 3 - 2 3 8 1

55 
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設備合理化に貢献する

¥字程!J!.J : ユトヨ山ゴ

S K- l 00S標 準 型

S K型 ・1層式( 桝 ) / 2層 式/ 3層 式/ 床 置 式/ 土 問 用

・実用新案 特 許 第 1196331 号

( ステンレス製)

厨 房 の 汚 水 に 含 ま れ て い る グ リ ー ス 介 は 配 管 設 備 を 著 し く 損 傷

します 。 し た が っ て 損 傷 を 防 ぐ に は 配 管 設 備 の 手 前 に お い て 阻

集 す る の が 配 管 設 備 を 長 〈 使 用 す る コ ツ で す 。 S K式グリースト

ラ ッ プ は こ の グ リ ス を 阻 集 す る ば か り で な く ト ラ ッ プ ・マ ン

ホ ー ル ・ 受 力 ゴ ・ ス ラ イ ド 板 ・排 水 管 ( フ レ キ シ ブ ル ジ ョ イ ン

卜 ) に 至 る ま で セ ッ ト に な っ て い ま す の で 突 貫 工 事 に も 充 分 間

に 合 い ま す 。 又 、 従 来 の 鋳 鉄 製 ・ 鉄 筋 防 水 モ ル タ ル 製 の も の は

重 量 的 に み て も 取 付 回 数 が か か り 大 幅 な 人 件 費 が 必 要 で す が 、

S K式 グ リ ー ス ト ラ ッ プ は 軽 量 で 簡 単 に 取 り 付 け が で き 、 据 付 費

が 大 幅 に 低 減 さ れ ま す 。 又、残} 査は受カゴで取り除き 、 トラッ

プ 本 体 は ス ラ イ ド 板 に よ り 仕 切 っ て あ り ま す 。 こ れ を 取 り 外 す

事 に よ り 清 掃 が 簡 単 に で き ま す 。 特 に 各 部 品 が 偏 食 し な い の で

大 変 衛 生 的 で す 。 又 、 サ イ ズ が 豊 富 に あ り ま す か ら お l苫の大き

さ 、 種 類 に 合 わ せ て 無 駄 な く 選 定 で き 大 変 経 済 的 で す。

弊 社 は 日 本 で 初 め て グ リ ー ス ト ラ ッ プ の 規 格 化 を 図 り 既 に 全 国

的 に 発 売 致 し て お り ま す 。

こ れ ら の 製 品 は 設 計 事 務 所 ・ 建 設 業 社 ・設 備 業 社 を 始 め 各 方 面

か ら 多 く の 引 合 を 頂 き 、 弊 社 も た ゆ ま ぬ 研 究 を 続 け て お り ま す。

又 、 規 格 品 の 在 庫 も 多 く 持 ち 皆 様 の 需 要 に お 答 え し て お り ま す。

尚 、 規 格 外 の 製 作 も 致 し て お り ま す 。

〈お も な 納 入 実 績〉

札 幌 全 日 空 ホ テ ル / 札 幌 グ ラ ン ド ホ テ ル/ 厚 別 副 都 心 商 業 セ ン タ ー /

青 森 グ ラ ン ド ホ テ ル/ 仙 台 タ ー ミ ナ ル ビ ル/ 新 潟 新 堀 地 下 街/ 新 東 京

国 際 空 港/ 筑 波 学 園 都 市/ 津 田 沼 北 口 再 開 発/ 東 武 デ パ ー 卜 / 迎 賓 館

/ 第 一 ホ テ ル/ 三 井 物 産 大 手 町 ビ ル / 安 田 火 災 海 上 新 本 社 ピ ル / 野 村

不 動 産 新 宿 ピ ル / 新 宿 セ ン タ ー ビ ル / 池 袋 サ ン シ ャ イ ン シ テ ィ / 西 武

デ パ ー ト 浜 松/ 豊 橋 フ ァ ミ リ ー プ ラ ザ/ 名 古 屋 タ ー ミ ナ ル ビ ル / 千 里

レ ジ ャ ー セ ン タ ー / 吉 本 ダ イ ヤ ピ ル/ 阪 急 グ ラ ン ド ビ ル / 大 阪 駅 前 市

街 地 改 造 ピ ル/ 園 鉄 吹 田 駅 前 市 街 市 再 開 発 ピ ル/ 三 宮 市 街 地 再 開 発 ピ

ル A 棟 / 広 島 ス テ ー シ ョ ン ビ ル/ 鳥 取 一 番 館/ 高 松 ワ シ ン ト ン ホ テ ル

/ 徳 島 大 学/ 平 和 会 館 新 博 都 ピ ル/ 西 日 本 新 聞 渡 辺 ピ ル / 福 岡 天 神 地

下 街/ 沖 縄 西 武 オ リ オ ン ホ テ ル/ 他

《営 業 品 目 〉

SK式グリーストラップ/ SK式 ガ ソ リ ン ト ラ ッ プ/ 雨 排 水 ト ラ ッ プ/ 散

水 栓 ボ ックス / パ ル プ ボ ッ ク ス / 他 ス テ ン レ ス 製 品 加 工 会 般

設 計 ・ 製 作 ・ 販 売

※ カ タ ロ グ ・ 資 料 ご 希 望 の 方 は 大 阪 営 業 所 へ ご 一 報T さい 。一一一一ーー

製 造 発 売 元

下 回 機 工 株 式 会 社

大阪営業所/ 干532 大阪市淀川区西中島4- 5- 9( 浅井ピル) f t  06 (304)  54別附

本 社 / 干 130 東京都墨田区東駒形4- 6- 9(和幸ピル)



「省エネ効果を高める」外壁

ヘーペJ Lヨ- f h

へーベルライトは 、パネル全而に補強

芯材を内臓しています。木造住宅 ー鉄

ｾ ｉ＠ ｦ ｾ 住宅どちらにも ＢＷ "1 チする 外 カベパ

ヰ、Jレとして注目を 集めています。

. 断 熱 性 が 高 い

・ 火 に 強 い

・ ヒ ピ 割 れ し に く い

・重厚なタト観をつくる

・ 工 期 が 短 い

ヘーベルライトは、すぐれた特性を複合的に発揮する、

軽量気泡コンクリー卜外壁材です。

今、家づくり街づくりに、

大量に使われているヘーベル。

(軽量気泡コンクリートパネJ レ)

ご 存 知 で す か 。こ れ が 超 高 層 ビ ル か ら 庖 舗 ・

事 務 所 ・ 住 宅 ま で 、 あ ら ゆ る 用 途 の 建 築 に

へ ー ベ ル が 用 い ら れ る 理 由 で す 。

・冷 暖 房 貨 を節減する、省エネ Jレギ ー 建 築 を つ く る こ と が

できる。

- 火 災に対し て安全な 建 築 を つ く る こ と が で き る 。

・地 震 に強 い建 築をつくることができる 。

・短期 間 で好 みに合っ た、美しい建 築をつくることができる 。

・隣 接 建築物 ー ぱ い に建 てられ、 敷 地の祈 効 利 用 ができる。

・建 築 中、 周 囲 へ の 迷 惑 が 少 な く て す む。

・乾 式工 法 で か つ 断 熱 性 が よ い た め 、 結 露 に よ る ジ メ ジ メ

や カ ピ の 発 生 の な い健 康 的 な建築をつくることができる 。

・童公 感 があり、近代 感 覚 に満ちた建 築物 を つ く る こ と が

て志きる 。

安全・快適な建築づくりに

貢 献 す る

日本工業総格 (JI S)製品

建設大臣認定耐火fM遣部材 ー省エ不ルギー協力製品

旭 住 民 主 建 制 織 式 会 本 土 ヘーペJL

〈総側新興宝材Jf 業 所
、. 聞いノ 干 550 大 阪 市 西 区 南 堀 32- 11 f t (06)  538- 2951 ( 代)

明 石 支 庖 干673 明石市西新町 2 - 12ー 14 f t078(922) 0007 (代)

高槻営業所〒569 高槻市宮田町 2 - 1  - 29 f t0726 (96)  2889 

中国営業所〒742 柳 井 市 宮 本 浜 (楊l弁総合釦センヲー内)

f t08202 (2)  5211 

出版案内
出版案内

全国書庖18日 一 斉 発 売 . ノ (鰻寄りの艇にご注文下さ い. )

2 月 中 旬 発 売 予 定 /

. 8 5・289貰

定価3.民同円

送 料 却O円

建 物 は で き る だ け 長 〈 有 効 に 使 用 す る こ

と が 必 要 で 、 そ の た め の 診 断 筏 術 お よ び

処 置 回 復 技 術 等 の 確 立 が 急 務 と さ れ ま す 。

建 物 の 損 耗実 態 の 紹 介 と 、 そ の 補 修 方法

を い ろ い ろ な 制 約 条 件 の 貨 な る 建 築 現 場

の ナ マ の 体 験 笑 例 築 と い う 形 で 集 録。

問 編 集 部 編

E翻湖面悶闘ヨ日14a顎

目 次 情 成/ 1 . 荷重および外力

2. 応 力 解 析 3 .基 礎 熔 造

4 .鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 5 .鉄 骨 造

6. 鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造

7 木 構 造 そ の 他

新 刊

縫築構造問題快答集固法話

第 四 集 に 続 き 今 回 も で き る だ け他 の参 考

な ど に は 掲 載 さ れ て い な い 実 用 的 な 問

題 を 精 選 し 、 各 種 構 造 ま で 実 務 に 直 結 し

た 百 余 の 構 造 問 題 を 集 録 し た 。 第 回 集 同

様 ぜ ひ 座 右 に 備 え て 御 活 用 下 さ い 。

問 編 集 部 編

・ー・ ・ーー 、 ・85. 279頁

聾失敗の実例にまなぷj TA鯨

建 築 工 事 で 起 こ り が ち は 事 故 や 失敗 を 未

然 に 防 ぐ た め の 好 資 料。 調 査 ・着 工 段 階

か ら 設 備工 事 ま で の 失 敗例 225例 を 収 録。

そ れ ぞ れ の 原 因 と 対 策 を 解 説 し た 実 用 容 。

執 筆 者55名。

断誕百 ｅ 趨自信署 ｉｮｉｾ ｾｊ＠ tE3自 由 筒

亀 田 泰 弘 監 修

( 震建築工事検査の実際)iiizぉ目

現 場 経 験 の 浅 い 技 術 者 で も 工 事 検 査 の

任 を は た せ る よ う 、 現場に即した霊式験 ・

検 査 の 技 術 を 懇 切 で い ね い に 解説 し た 初

の 工 事 検 査 方 法 指 導 容。

・上巻 8 5・453頁 定 価6. ∞0円・送料350円

・下巻 8 5・535頁 定 価7，∞0内・送料350円

猛 夫九、l 北 中 克 己 著 ー..... ...... ...冒

信最新場所打ぐい工法) 私語

芳男ほか l工 期 と 工 授 を 狂 わ せ 、く い 性 能 を も 大 き

建 訟 省 撞 築 研 究 所 監 修

3 月 号 の 予 定 目 次 定 価 ￥8 3 0No. 3 5 5  

- タイル打込 PO板を型わくとして

用いた外壁施工法 ( フジタ工業) 宮 塚

・特殊工法による空港管制塔の建設

(大林組) 藤 谷

• RO造 の 構 造 特 性 係 数 と 保 有 耐 力

(建築研究所) 芳 村

- アンボンドケーブル使用の PRO

スラブを持つ倉庫( 2)  (郵 政省建築部) 岩 木 逗 tら

・ フ リ ー ス ペ ー ス 共 同 住 宅 ( 3)  

(九段建築研究所) 中 岡 栄 三

・建築企画: 老人ホーム (建築企画協会) 福田龍一郎

・わかる設備: 浄化槽および下水処理施設( 4)  

(井上博設計事務所) 井 上 博

・ 構 造 物 の 動 的 解 析 ( 2)  ( 日本大学) 石 丸 辰 治

・ 構 造 計 算 デ ー タ シ ー ト (74)

(構 建設計研究所) 中 川 淳

建築経済統計図表 ・フォ トニュース・トピ ックス ・建築家

の良識・ 読者コー ナー・海外の話題 ・建材の動向 その他

直 後 購 続 ご 希 望 の 得 合 年 間 予 約 金 ｾＢｉ ＰＮＲＰＰＨ 送料共Ｉ

制l r UJ

山{子

く 左 右 す る ト ラ プ ル の 数 々 一 一そ れ ら の

実 例 や 現実 的 な 対 応 策、設 計 お よ び 施工

管 理 の ポ イ ン トを的確に示 した異色 の 容。

井 上 怖 蕃

溶 接 叫 ・8 5. 14甥

(  ブ 本) 問問
送 料 初O円

建 築 設 計 の実 務 に 携 わ る 著 者 が 過 去 の

重 な 体 験 を も と に 、 主 と し て 親 し み や す

さと 読 み や す さ に 重点 を お い て 執 筆 し た

設 計 者 と 現 場 マ ンの た め の わ か る 溶 接の

入門容。

井 上 1・ - 北 小 路 安 共 著

筋 祝 ・…須1  昔 本) 抑制円
送 料 犯O円

納 ま り や す く 施 工 し や す い 配 筋 を 旨 と し

て 基 礎、 ス ラ プ、墜 と l順 を 追 っ て 配 筋 方

法 を 示 す と と も に 、 配 筋 検 査 で 見 ら れ る

欠 陥 に つ い て 正 し い 手 直 し 方 法 を 優 先 順

位に解説。

回 建 築 技 術 ｬ 振替口座東京｛Ｎｵ番倉東京Ｈ知ｾ川町

57 
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錆 び な い ノ

わ れ な い /

燃 え な い ノ

長 尺 物 ・ 色 彩 豊 富 ・ 責 任 施 工

品種・オリエンタルカラースーパーメタル ( CS PM)

・オリエンタルスーパーメタル ( S P  M)  

ー オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

・オリエンタルスチールライト ( S T  L )  

・オリエンタルサンセラム( 5  S  )  

、
波 板 規 格 S 小波・ S 大波・ V 波・ ボ ッ ク ス 波 . wジ ャ ン ボ 波 ・ V デ ッ キ

s v ジ ャ ン ボ 波 ・ 其 の 他

用 途 平 桓 ・ 波 板 ・ 棟 包 ・ 雨 押 類 ・ 谷 樋 ・ 竪 樋 ・ 軒 樋

各種換気装置〔モニター・ベンチレーター・ムーパー・エキゾスター( 強制) )

ホーンタイト( 防音壁) ・スチールシングル・其の他

※ カ タ ロ グ を 御 請 求 下 さ い

議参市 IJ I !J 9J l J 9J l 製造株式会糧

大 阪 本 社 干660 尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 2 6 松 本 ピ J レ 電 話 大 阪 ( 06) 412- 5131( 代)

営 業 本 部 〒660 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 44 電 話 大 阪 ( 06) 488- 1081( 代 )

支 后 及 工 場 大 阪 ・ 九 州 ・名 古 屋 ・広 島 ・ 東 条 ・刈 谷

姫路( 東洋建材 工 業 . 株 )

東 京 本 社 及 工 場 〒335 族 市 坂 越 5 丁 目 6 番 32 号 電 話 蕨 ( 0484) 42- 3115( 代 )

支 后 及 工 場 東 北

現場の信頼に応える

l!!IIIr 1 " 16， 
告 日 口

事支口口

セメ ン 卜 防 水 ・防 湿 用

セメ ン ト 急 硬 ・止 水 用

セ メ ン ト 硬 化 促 進 周

セメ ン ト 耐 寒 ・防 凍 用

コンクリ ー ト 型 枠 脱 型 用

ノ口湿潤型モルタル密着用

塗 布 型 モ ル タ ル 密 着 用

非 加 硫 ゴ ム シ ト防水用

ウレタ ン弾 性 塗 膜 防 水 用

化 学 反 応 タ イ プ 離 型 用

防水剤

急結剤

早強剤

防凍剤

剥離剤

接着剤

，，' Z ヲー

ヲa、- 6- - 1-

ＷｾＹ［Ｇ＠

' 1守-Ez--

セメ ン ド起泡・軽量・裏込用 %%: : 1- 1-

場 所 打 抗 モ ル タ ル 混 和 用 z ; 宅: 1- 16，

一一 セメント混和剤・助材綜合メーカー -

Ｆ，ｾぬ株式 ｟ＱＱ 盟国ＱＺＺ ＱＮＮＮＮＮ｟ｴＫ
ＭＭＺｾ琵ア ｬ 会社Ｎｬｭｉ ｮＮＮ 唱晶Ｎ｟ . . . . .  園』

ｾて ｙ J匝l { 1 ! 品川区ニ憲1 - 1 8 - 8 f t東京 (181) 1131代表

東 北 支 庖 福 島 市 下 型T 寺字遼原3- 2  ft0245 (91)  1131間

関東営業所 茨城県土浦市大田T14 - 3  ft0298 (23)  113H内

盛岡営業所 岩手県盛岡市月ケ丘3 - 3 9 ft0196 (45)  1331制

大 阪 大 阪 市 東 成 区 東 中 本2- 17- 26 f t  06 (974) 1131 



水に、スキをみせるな。

0 .01 ミリのスキ fi¥J でも 、7Kはili J.伝し ません。

<  LI ア ス〉は 、| 山水工半 ひ と す じ に 50余 年。

この小さなスキ間 と の 長 い た た か い を 続け

ている のです。 もちろん、 O シグマートによ

るウエルドシステム O 特妹絶縁|坊水工法 ( 特

許ストライプ工法 ) 0 メルタン防水工法など

の技術と、 完全責任地工 ・年 限保証が私たち

の強力な武器。 全国90カ所にも

およぶ 〈日ア ス〉ネットワークの 、7 K もモ ラ

さぬたたかいぶ りに 、ぜひご注目くださし 、。

地 区

北海道

東 北

関 東

会 社 名

目本防水総業株式会社

日本防水総業(株) 旭川出張所

日本 防水総業Ｈ線Ｉ割Ｑｉｾ出張所

日新建工(橡) 札幌出張所

大和工業( 検 ) 苫小牧出張所

日新建工(株) 仙台支庖

伊蕗建材株式会社

いわき建材工業株式会社

春 日工業株式会社

金岡工業株式会社

北原建材工業株式会社

木下工業株式会社

協立工業株式会社

大東スレート株式会社

東京湿青株式会社

トーフジ工業株式会社

日新建工稼式会社

日本線合妨水株式会社

野口エ材株式会社

機回工業株式会社

富士工材株式会社

緩;! I ! 青興業株式会社

フタ パ興業(株) 東京営業所

北条渥膏工業株式会社

大和工業株式会社

i! f 青建材株式会社

有限会社神守建材社

金港;! f 青株式会社

不二防水工業株式会社

石田建材工業株式会社

石田建材工業(株) 大宮支底

石岡建材工業(株) 宇都宮出張所

;! I ! 膏建材(株)宇都宮出張所

株式会社奈良屋商底

同和建築株式会社

同和建業( 株) 長野営業所

練式会社{ 山嶺

有限会社折橋政次郎商庖

有限会社小島工業所

島屋建設繰式会社

石橋建材株式会社

協和建材工業株式会社

三井工業練式会社
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地 区 会 社 名

東 海 三 信 建 材 工 業 繰 式 会 社

大池建工株式会社

重喜防水工業株式会社

辰己防水工業有限会社

中央建材工業株式会社

東京建材工業株式会社

東海物産株式会社

日本建材鋼業株式会社

宮崎建材株式会社

近 畿 池田渡青工業株式会社

株式会社神原商底

清水興業株式会社

日新エ材株式会社

日新建工( 株) 大阪出強所

日本綜合防水(株) 大阪支広

フヲパ興業株式会社

マル工ス工業練式会社

有限会社丸藤商庖

大島応用化学工業株式会社

久下商底

東洋建材繰式会社

中村涯晋工業株式会社

樹回連材有限会社

有限会社ミサキ商会

ヒカリ工業練式会社

国際工事株式会社

中 国束中国防水工業株式会社

株式会社三洋筏建

三和防水工業株式会社

星永建材株式会社

大和工業(株)広島出張所

株式会社巴商会

和光工業株式会社

四 国 大 三 工 業 株 式 会 社

大三工業 (抹) 高知支庖

徳島大三工業株式会社

株式会社マルマス 河野商広

( 株)マ ルマス河野商底松山支広

株式会社山本商会

九 州 安 蔵 工 業 株 式 会 社

加茂装備株式会社

日建工材株式会社

株式会社工材社

安藤工事繰式会社

株式会社大二商会

日新興業株式会社

株式会社北原建材商会

上原建設工業社
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、h園， 東 京 曹 都E 足 立 区 千 { 往王 東 2 2 1 2 8 日新エ業練式 会干社土内 n宝 (8ω82幻) 242μ4大 代

関 東 支 部 東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 2  1  2  8  日 新 工 業 内 合 ( 882) 2424大 代

中 部 支 部 名古屋市千種区千種通り 2 19( 舷 阜疋 ピ ル ) 日新エ襲名古屋 出 張 所 内 公 ( 741 ) 6257 代

関 西 支 部 大 阪 市 西 区 新 町 1 ー 12 - 22 日 新 工 業 大 阪 市 庖 内 包 ( 533) 3191 代

製 造元 / 日 新 工業 株 式 会社 九 州 支 部 福 岡 市 博 多 区 博 多 駅 前 1 2  4  1  0  日 新 工 業 九 州 出 張 所 内 合 ( 451 ) 1095 代



昭

和

日

年

2

月

間

同

日

発

行

(

毎

月

1

回

お

日

発

行

)

アーキテクトの思いやり 〉

，ｃｬ ｃｾ 日 ｰ
a C:J O i ' 回 A l C :J O i ' 四 A l C : J日P 回

マ白鳥恥田 園 葉市協組

東 京 営 業 所/ 〒 10 1東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町3ー11 - 13t r ( 03) 866- 6101 ( 代)

札 幌f t ( OI 1  )231 ・8261 1黄 浜宮 (045)681- 4835 岡 山宮 ( 0862) 26- 0619

仙 台合 (0222)22- 6413 静 岡宮 ( 0542)81- 8931 広 島台 ( 0822)46-9436

青 森宮 (0177)42- 8202 長 野宮 ( 0263)27- 1841 高 佐倉 (0878)62- 5285

新 渇f t (0252)65- 0261 名古屋宮 (052)571-6361 福 岡宮 ( 092)712- 引 41

東宮 ( 0486)51-9721 北 陸宮 ( 0762)31- 5741 鹿児島倉 (0992) 29-

東関東宮 (0472) 56- 8801 大 阪f t ( 06) 441- 5951 

A l C :J 日i' C<1i

ここは養護学校。今朝、スロープ階段

を、重度の障害児が、自分の力だけで

登りはじめました 。もし、すべりやすい

不安な床なら、かれはおじ気づき、決

してはじめなかったでしょう 。かれは

ACフロアを認めてくれました。

A Cフロアの特徴

独特の厚い発泡層をもっ塩ピ系複合長尺床材

. 床 衝 怒 音 違 断 性. 衝撃 吸収 性・断 熱 性. 耐

粍 性. 耐 薬 品 性. 施 工 安 定 性

くわしくは、資料をお求めください。
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